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　第六十二章　敵は本人




『社長、敵です』

　との電話に、

「来たか」

　と、イーサン・ベルファルドは頰ほおを引き締しめた。

「遂ついに、来るべきものが来たようだ」

　確定申しん告こく通知を受け取る時のような口調と表情で、彼は呟つぶやいた。

「ご出社ですね、あなた」

　と、社長夫人──現体制ではファースト・レディー──であるチッコリーナが夫を気き遣づかう。

「どうぞ、心措きなく……」

「うん」

　頷うなずくとベルファルドは、それまで無心に戯たわむれていた愛あい息そくＪＪダブルジエイの掌てのひらから、人差し指をそっと抜いた。

「行ってくるよ、ＪＪ……」

　背広を着る。

「ハンカチを、忘れないでね」

　と、チッコリーナ。

「あなたったら、いつも新しいハンカチを忘れるんですもの。ちゃんとアイロンをかけてあるのに、いつも皆さんの前でクシャクシャのハンカチを使われると、妻として恥はずかしいわ……」

「そうだね、気を付ける」

「ネクタイが曲がっているわ」

　ネクタイを直す。

「靴くつ下したが……左右色違いですよ」

「あ、そうか……」

　落ち着き払っているように見えて、結けつ構こう緊きん張ちようしているようだ。それが微笑ほほえましくもあり、哀かなしくもあるチッコリーナなのである。

「もう、気を付けてよ」

「悪いわるい……」

　頭を搔かきかき、穿はき替えた靴下の足を靴に通そうとする。

「靴が違うわ」

　とチッコリーナ。

「そのビジネスシューズじゃなくて、新しいタッセル付きのにしたら──」

「いや」

　と、ベルファルド。

「これは、これでいいんだ」

「みっともないわ。そんな履はき古したビジネスシューズなんか……。あなたも国家元げん首しゆになったんだから、せめてもう少し、見み栄ばえに気を使ってちょうだい」

「いや、これでいいんだよ。履き慣なれた靴で、戦いたい」

　ベルファルドは言った。

「これは、もう三年も履いているのに、少しも型かた崩くずれしない。とても気に入っている靴なんだ。だから、これで行きたい」

「そう……。じゃあ、気を付けてね」

「パパ！」

　早いもので、じき三歳になる娘のハルミが、ベルファルドの背広の裾すそを引っ張った。

「おみやげ、おみやげ」

「駄だ目めよ、ハルミ」

　チッコリーナがその手を引いた。

「パパはこれから、大事なお仕事なんですからね」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と、しゃがんでハルミの頭を撫なでながらベルファルド。

「きっと大きなお土産みやげを、持って帰るよ。約束する」

「やくそくよ、パパ。ゆびきりげんまん」

「うん、指切りげんまん」

　ハルミの小さな小指に、自分の小指を絡からませる。

「噓うそついたら針はり千本飲～ます！　指切った……」

　チッコリーナが、そっと目め頭がしらを押さえる。

「大丈夫！」

　目め敏ざとく気付いたベルファルドが、満面の微笑みを向けた。

「僕ぼくの強運は知っているだろう。今までだって、どんな危険に遭あっても、生きて還かえって来たじゃないか」

「それは信じているけど……」

　と、チッコリーナ。

「でも、あなたの勝利を信じてはいても、どうか無ぶ事じでと、祈いのりながら待つのが嫌いやなの……」

「済すまない」

　とベルファルド。

「君には苦労ばかりかける。でも、そう遠い先のことではなく、戦いのない安定した時期は必ずくる。それまでにもう二度か三度、大きな戦いを無事に乗り切れば、僕が直じき々じきに乗り出さねばならないような局面は、ぐっと減るだろう。信じてくれ」

「なんだかアンリが乗り馮うつったような、言い方ね」

　とチッコリーナ。

「あたし、あの人のこと、あんまり好きじゃないと思っていたけど、いなくなってみると、どこかで頼たよりにしていたのが、わかるわ……。あの人の『大丈夫』は、気安めでなく、信じられた──」

「まったく、その通りだね」

　とベルファルド。

「アンリは、自分で言ったことは必ず実行する漢おとこだった。僕に帝国をくれると言ったのも、その通りになったし……」

「怖こわいくらい、当たったわね」

　よちよち歩きのＪＪを抱き上げながら、チッコリーナ。

「でも、あたし、この子を軍人にだけはしないわよ」

「大丈夫だ」

　と、ベルファルドは頷うなずき、言った。

「ＪＪが大人おとなになる頃ころには、軍人など必要のない世の中になっている……」




「我わが社が『企き業ぎよう国家』という体てい裁さいになってからは、最初の試練ですよ」

　ベルファルドの顔を見るなり、エッソは言った。

「そう。そして、おそらくは最大のね」

　と、頷き返すベルファルド。

「これを乗り切れるかどうかで、我が社の命運も決まる」

「こんな時、本当に特務部長がいてくれたら──」

「今日はあちこちで、アンリのことが引き合いに出される日だ」

「あの人の危機管理能力は、抜ばつ群ぐんでしたからね。あの人なしで、これから乗り切っていかなきゃならないなんて、正しよう直じき気が重いですよ」

「アンリが聞いたら、喜ぶかな、苦笑するかな？」

「どやされるに決まっているでしょう」

　と、蝶ちようネクタイを直しながらエッソ。

「僕では、どこまで代わりを務つとめられるか、わかりませんが──」

「だいぶそれらしくなってきたね、常務」

「それを言わないでくださいよ」

　いまやエッソは、企業国家ベルファルド・コーポレーションの常務──事実上の大だい臣じん──である。

「全艦、出撃準備完かん了りようです」

「建国早々、いきなり総力戦になるなあ……」

「ええ。総力戦と言えば聞こえはいいですが、実際のところは大だい規き模ぼな『自転車操そう業ぎよう』ですから──」

　それを言っては、実みも蓋ふたもない。

「できれば、『そよかぜII』で行きたかったなあ……」

「駆く逐ちく艦かんに旗き艦かんは無理です。もういい加か減げん、老ろう朽きゆう艦かんですし……。建国の記念艦として、永久保存しなくちゃいけません。モスボールして……」

「あの艦ふねは縁えん起ぎがいい。まだまだ現げん役えきでいて欲しい」

「ええ。あんな旧式でも現役を外はずせないほど、我が社の台所は苦しいんです。でも、今回の旗艦は最さい新しん鋭えいですよ。重じゆう巡じゆんですし──」

「『耳みみ成なし』か……」

　呟つぶやいてベルファルドは、ドックにある真新しい船体を見上げた。

「性能的には、戦艦にも劣おとらない自信作だが、こいつにはまだ『伝説』がない」

「伝説なんて、すぐにできますよ」

　とエッソ。

「現にこれから、それを創つくりに行くんでしょう？」

「そうだった……」

「我がベルファルド・コーポレーションは企業立りつ国こくです。今のところは製品の出で来きだけが、ウリですよ」

「うん。工業製品の完成度だけなら、惑わく星せい連合にも、帝国にも負けていない……」

「ついでに、トップの人望ででもです」

「それはどうかな……」

「ここにおったのか」

　振り向くと、ドクター・セイジューロー・キタグチであった。いつものように一いつ升しよう瓶びんを手にしている。

「ほう。これが、ワシの新しい『医務室』かね」

　頼たのももしげに『耳成』を見上げる。

「ちゃんと畳たたみの間まは、あるのかね？」

「もちろんです」

　と、微笑ほほえむベルファルド。

「ちゃんと違い棚だな付きの床とこの間まに、掛かけ軸じくも用意しましたよ。働き易やすい仕事場が、我が社のモットーですからね、医療部長殿どの」

「とうとう成り行きで、あれほど嫌きらっていた企業の嘱しよく託たく医いにされてしもうたわい。だが断じて、癒ゆ着ちやくはせぬぞ」

「頑がん張ばってください」

「今回は相当、怪け我が人にんが出るかも知れんのう……」

　ズラリと舳へさきを並べて出撃を待つ、ベルファルド・コーポレーションの大艦隊を見る。

「この中の何隻せき、還かえってこれるかのう……」

　ドクターにしては珍めずらしく、しんみりとした表情で呟く。

「社長」

　三十代半なかばと思われる制服の士官が現れて、ベルファルドにさっと敬礼した。

「お初はつに御お目めにかかります。『耳成』の艦長を務めさせていただきます、オーガスト・バトラーと申します。以後、お見知り置きを──」

　長身で、やや肥ひ満まん気味だが表情は精せい悍かんそのものであった。見るからに船乗りである。

「艦長は、惑星連合宇宙軍に？」

「はい。中ちゆう佐さまでいきました。我が社の趣しゆ旨しに感かん銘めいを受けての『転職』です」

　世間一いつ般ぱんではそれを『亡ぼう命めい』とも言う。

「巡じゆん洋よう艦かんの艦長、それも旗艦勤きん務むというのは初めてなので、張り切っております」

「張り切り過ぎないように」

　とだけ、ベルファルドは忠告した。

「先は永ながいよ。ま、一いつ緒しよに焦あせらず、ぼちぼちやろう」

「あなたが部下たちからあれほど信しん頼らいされている理由が、たった今わかりました」

　とバトラー艦長。

「この局面で『ぼちぼちやろう』などと言える指し揮き官は、掛かけ値ねなしの大物か、大馬ば鹿かかのどちらかでしょう」

「僕はどっちかな？」

「両方かも知れません」

「だろうね」

　微笑むベルファルド。

「『耳成』の装備はもう見たかい？」

「はい。聞きしに勝まさる、最新鋭ですね。ですが、それも使い方次し第だいです」

「我が社の社員は、まだ実戦経験に乏とぼしい……」

「それは宇宙軍も同じことです。歴戦の強つわ者もの揃ぞろいなのは、今のところ帝国だけです。その帝国に、あなたは勝った……」

「まぐれでね」

「まぐれでも二回、いえ、三回続いたのですから大したものです」

「三回半かな？　正確には……」

「その強運に相あい乗のりさせていただくという、図ずう々ずうしい了りよう見けんで参まいりました。期待しております」

「ふう……。こりゃますます、不ぶ様ざまな真ま似ねは晒さらせないね」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、社長なら」

　エッソが微笑む。

「あなたはあのバァム提てい督とくに勝ち、イツマさんに勝ち、スレイにも勝ちました。もう誰だれが出て来ても、負けっこありません」

「そうかな？」

　ベルファルドの表情に、一いち抹まつの不安が過よぎる。

「そう思わせておいて裏切るから、運命というやつは油ゆ断だんができないんだよなあ……」




「血圧、正常。心しん拍ぱく数すう、まあ正常。血けつ糖とう値ち、正常……。血中尿によう酸さん値ち……これはやや高い」

　体に繫つながれた各種のチューブやら端たん子しやらで、提督席のその男は、さながら玉ぎよく座ざのマリオネットのようにも見えた。

「通つう風ふう気味です。会長、少々美食が過ぎましたね」

「もう会長ではない」

　と、老人は従軍主しゆ治じ医いに言った。

「一いつ介かいの、老おいぼれに過ぎん」

「いいえ」

　主治医は、頑かたくなに首を振る。

「違いますね。一介の、我わが儘ままで頑がん固こな老いぼれです」

「はっはっは……。その通り！」

　豪快に嗤わらうジャスティ・ウエキ・タイラー。その途と端たんに、針はりが震ふるえた。

「心拍、血圧、イエローゾーン」

　従軍看かん護ご婦ふが、冷静な声で報告する。

「薬剤、投とう与よしますか？」

「微び量りようでいい」

　と医師。

「大丈夫ですか、お祖じ父いさん？」

　真ま顔がおで心配そうに、孫まごのエドが覗のぞき込む。

「悪いことは言いません。今からでも、引き返しましょう」

「何を言うとるか!!」

　老タイラーは一いつ喝かつした。その拍ひよう子しにまた、血圧計の針が大きく振れ、一いつ瞬しゆんではあるがレッドゾーンに飛び込んだ。

「今さら、どの面つら提さげて戻もどれる。年寄の冷ひや水そら見たことかと、またぞろおまえの母親にどやされるわい……」

「キサラ母さんも、そこまでは言わないと思います……」

「言わぬが、心の中では思うじゃろう。そして二度と、ワシの我儘を赦ゆるさなくなるのは目に見えておる」

「それは……」

「エドよ。他ひ人との体を気き遣づかう暇ひまがあったら、己おのれの健康も心配せい。一昨年おととしには激性肝かん炎えんを患わずろうたばかりじゃろうが」

「あれはもう、完かん治ちしました……」

「お互たがい、無理の利きかぬ齢としになったということよ。気力ばかりが溢あふれて、どうしようもないのう……」

「それが何よりではありませんか」

「ふふ……こうしてチューブだらけにされておると、こうまでして生きておる意味を、疑いたくもなるのう……」

　むしろ愉たのしそうに、タイラーは呟つぶやいた。

「何をおっしゃいます！　あなたには、まだまだ──」

「そう。ワシが出ねば収おさまらぬ。つまりワシは、後こう継けい者しやの育成に失敗した……」

「それは違います！」

　とエド。

「私があなたの期待に応こたえきれなかったことは認めます。ですが、私に続くあの三人は、それぞれに奔ほん放ぽう過ぎたのです。決して不適格ではありません」

「まあよい。それも計算の内じゃ。こうしてワシが老骨に鞭むち打って自みずから出撃するのも、計算の内……」

「健康な者でさえ、こたえるのが戦場です」

　とエド。

「いいですか。あなたにもしものことがあったら、躊ちゆう躇ちよなく艦隊を戻しますからね」

「ワシとしては、死ぬことよりも逃げる方が嫌いやじゃな……」

「軍人なら、誰でもそうです」

「特に、あのベルファルドが相手ではな。敵は自分と同じ資質を持ち、なおかつ自分よりも百歳近く若い……」

「あなたには、それを補おぎなって余あまりある豊富な経験があるではありませんか」

「それを一瞬にして覆くつがえすのが、勢いきおいの恐ろしさよ。エド、それがわからぬおまえでもあるまい」

「はい……」

　エドは深々と、ロマンスグレーの頭こうべを垂たれた。

「ですが、それでもなお、私はあなたの強運を信じます。あなたの提てい督とくとしての才能、適性、能力、老おいたりとはいえ、それらを微み塵じんも疑うものではありません。ただ、問題は、あくまでも体力……」

「それよのう」

　老人は天を見上げ、呟いた。

「水は、いちばん低い縁ふちから容よう赦しやなくこぼれよる……」

「閣かつ下かの主治医として、正しよう直じきに申し上げます」

　と、医師が言った。

「一時間です。閣下の肉体は、一時間以上の戦せん闘とうには、到とう底てい耐えられません。戦闘突とつ入にゆう後、一時間がタイムリミットです。それ以上の持続は、どんな局面にあろうとも、医師として……断固……」

「わかった」

　頷うなずくタイラー。

「そのタイムリミットに、ボロ負けしておらねばよいがのう……」

「むしろ危険なのは、調子づいている時かも知れません」

「ふむ……なるほど」

　老タイラーはかつて赤毛の美青年であった孫を見た。

「エドよ。その時は、頼たのむぞ」

「はい」

　神しん妙みような面おも持もちで、頷くエド。

「ドクター」

　医師を見た。

「リリーフとなれば責任重大だ。私にも、点てん滴てきを。ついでに簡かん易いドックも頼む」




「敵もほぼ同数です」

　とエッソ。

「いい勝負ですね。問題は、敵の指し揮き官が誰かですね」

「もう惑星連合宇宙軍に、ろくな人材はおりません」

　つい先日まで自分もその一員であった、バトラー艦長が言う。

「私が、その最後であったと自じ負ふしております」

「言うね、君も……」

　微笑ほほえむベルファルド。

「でも実際、そうであって欲しいな」

「断言できます。もともと数少なかった有能な者の大半は、バグジー＝スレイ帝国の建国と同時にそちらへ奔はしり、さらに残った者も、根こそぎこのベルファルド・コーポレーションに『ヘッドハンティング』された訳わけですから──。はっきり言って出がらしもいいところですよ」

「だが、まだイツマがいる」

　とベルファルド。

「あの艦隊の指揮官が、イツマでないという保証はない」

「その可能性なら、極きわめて低いと思います」

　バトラーは言った。

「密ひそかに漏もれ聞こえる情報によれば、イツマ・ウエキ・タイラー氏は、あなたを討うち漏らした責任を負おい、提督任務から解任されたとか──。内情はともかく、我われ々われにとっては朗報ですな」

「複雑だな。僕が連れん邦ぽう議会の議長なら、そんな馬鹿な決定はしないぞ。みすみす敵にチャンスをやるようなものじゃないか。イツマなくして、誰が適任だと言うんだ？」

「あなたもそれくらいは、御自分に自信がおありなのですね。安心しました」

「まさか……。いちばん恐ろしい敵はイツマだと言いたかっただけさ。もっとも……いや、もしかして、敵はいよいよという事態に備そなえ、イツマを温存しておきたかったのかな。それならこの更こう迭てつ人じん事じも、頷うなずけないことはない」

「それにしても、不ぶ気き味みな対たい峙じですな」

　バトラーが呟つぶやくように言った。

「敵も味方も、まるで宇宙空間の黒バックに膠にかわで貼はり付いたように動かない……」

　文字通りの膠こう着ちやく状態である。

「静かだと言えば聞こえはいいが……不気味過ぎる」

「そうだね」

　旗き艦かん『耳みみ成なし』の提督席で、頷くベルファルド。

「確かに……この得え体たいの知れない胸むな騒さわぎはなんだろう？　相手がイツマでもないのに、イツマを相手にした時に感じたのと同じ、いや、それ以上のこの胸騒ぎは──」




「動かんのう……」

　と、医療ディバイスに繫つながれたまま、老タイラーは呟く。

「さすがは、ワシ自身のコピーだけのことはあるわい。これは、我が慢まん較くらべか……。体力の分だけ、こちらが不利じゃのう」

「挑ちよう発はつしてみては？」

　エドが尋たずねる。

「たやすく挑発に乗るような相手なら、とっくにそうしとる」

　静かな声で、タイラー。

「むしろ、迂う闊かつに仕掛けてはこっちが危あぶない。何をするかわからん怖こわさは、奴やつも持っとる」

「鏡を相手に、にらめっこするようなものですね」

「ああ……。それこそ機が熟じゆくするのを、待つしかない」

「血圧上昇……」

　看護婦が報告する。

「降圧剤を投とう与よして」
















「これ以上は危険です」

「薬を変えるか……」

「あれは副作用が──」

「構かまわん」

　そう言ったのは、タイラー自身であった。

「この状じよう況きようで、悠ゆう長ちようなことを言うておられるか！」

「ですが会長……」

「今もてばよい」

　とタイラー。

「相手はあの、ベルファルドなのじゃぞ。忘れるな！　おまえさんたちも、生き延のびたいじゃろう？」

「は、はあ……」

「じゃったら、遠えん慮りよするな」

「投与！」

　主治医は苦肉の決断を下した。

「様よう子すを見ながら、微量ずつだ。心しん拍ぱく数すうの、どんな小さな変化も見み逃のがさないように」

「それでよい」

　と、タイラーは満足げに頷うなずいた。

「餅もちは餅屋。ワシの体はドクター、あんたに任まかせた。あんたはこのワシを、せいぜい長持ちさせてくれい。それが結局、お互たがいを長持ちさせることになる」

「は、はい……」

　医師は最敬礼の姿し勢せいで言った。

「全力を尽つくします」

「ワシもじゃ」

　と、タイラー。

「ふう……」

　と、天を仰あおいだ。

「自分自身を相手にするのは、なかなか疲れるわい……」




「こんな敵は初めてだ」

　とバトラー艦長。

「なんと重苦しい静せい寂じやくであることか……。得体が知れないとはこのことだ。私の乏とぼしい実戦経験からでも、最強の敵だとわかる」

「艦長もかい」

　とベルファルド。

「確かに、尋じん常じようの相手じゃないことはわかる。まるっきり、仕掛けてこようとはしないんだから──」

「根こん較くらべでしょうか？」

「うん。先に動いた方が……おそらく」

「後ごの先せん……ですか。嫌いやな相手です」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　意外に明るく、ベルファルドは言った。

「向こうもそう思ってるよ、たぶん……」

「え？」

　はっとなって、ベルファルドを振り仰あおぐ艦長。

「やっとわかった。艦長に言われて、気付いたよ」

　重たげながらも微笑ほほえんで、ベルファルドは呟つぶやくように言った。

「あの相手が誰なのか、ようやくわかった」










　第六十三章　敵は焦あせり




「若さか経験か……」

　と、ジャスティ・ウエキ・タイラーは呟つぶやいた。

「残りの条件は、互ご角かく。若さが勝つか、経験が勝つか……。いや、より厳げん密みつには、老おいが敗やぶれるのが先か、未み熟じゆくさが先か……という勝負になろうのう」

「あなたは偉い大だいです、我わが祖父よ」

　エドはどうしようもなく胸に込み上げてくるものを、抑おさえることができない。いい歳としをして、涙なみだがとめどもなく溢あふれてくる。

「あなたはベルファルドと、自身の老いと、二つの敵を前にして微み塵じんも怯ひるむということがない。それだけで、私はもう……」

「エドよ」

　タイラーは老ろう醜しゆうの顔面をその孫まごに向けた。

「買い被かぶるものではない。ワシは……現にこうして、その二つの敵を前に、ビビりまくっておる」

「少しもそうは見えません」

「ビビっておるのに、それを人に気け取どられないポーカーフェイスは、昔からじゃよ。このふざけた貌かおのせいで、どれほど得をしてきたか、計はかり知れんわい」

「そんな……ご謙けん遜そんを。あなたがどう言われようと、私は信じませんよ。我が祖父ながら、心から尊敬します」

「まだ涙を見せるのは早いぞ」

　と窘たしなめるように老タイラーは言った。

「無理と言うならばせめて、もっと大事な局面まで、その涙はしまっておけ」

「はい……」

「ふ……。おまえでも取り乱すことはあったか……。ポーカーフェイスは、ワシ似にじゃと思うておったがのう……」

「私のなけなしのカリスマは、イツマに吸すい取られてしまいましたから──」

「うむ。あれはおまえに似ておる。ずっと冷静かも知れんがな」

「そのイツマをもってしても、勝てぬ相手です」

「なんの。ベルファルドには、ワシと同じ欠点もあるということよ」

「本当でしょうか？」

「ああ。だが、それをおまえに伝授するのは、死ぬ間ま際ぎわにしておくわい。今手の内をバラしてしまうのは、興きよう醒ざめじゃろうからのう」

「できれば、永遠にバラさずにおいて欲しいものです」

「ふ……心にもない」

　また少し、血圧が上がった。

「血圧上昇。不ふ整せい脈みやくも出ています」

「薬の副作用だ」

　と医師。

「βベータジンクリチンを投とう与よ」

「ですが、あれにも副作用が……」

　看かん護ご婦ふが言った。

「トトロフェタミンで抑おさえる」

「その副作用は？」

「ベオグリコールで相そう殺さいだ」

「薬やつ効こうと副作用の、鼬いたちごっこになりますね」

「構かまわん。責任は、私が取る！」

「好きにせい」

　とタイラー。

「今は、勝つことが最優先じゃ。ドクター」

「はい」

「あんたは……いい医者じゃよ」

「畏おそれ入ります……」

「構うことはないから、ありったけの維い持じ装置を、繫つないでくれ」

「閣かつ下か……」

「あがいてみせるのも、英えい雄ゆうの務つとめじゃろうて……。ワシとて、死ぬのは怖こわい」

『信ずるに足たる』

　と、エドは思った。

『祖父は、その最さい期ごの姿まで、万ばん人にんの手本にしようとしている……。私など、到とう底てい及およばない』




「まだ動かない……」

　とエッソ。

「もうかれこれ、対たい峙じして三十時間にもなろうかというのに──」

「今のうちに、寝ておいた方がいいぞ、エッソ」

　ベルファルドが言った。

「そんな。社長が一いつ睡すいもされていないのに……」

「僕はまだいい」

　と、ベルファルド。

「おそらくあの人はこうしている刻こく一刻、命を鉋かんなで削けずっておられるはずだ。それを思えば──」

「誰だれが眠るものですか」

　と瘦やせ我が慢まんするエッソ。

「歴史に残る一いつ瞬しゆんを、見み逃のがして一生後こう悔かいするより……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、ベルファルド。

「まだ一日や二日は、動かない」

「ええっ!?」

　仰ぎよう天てんするエッソ。

「そんなに……」

「何な故ぜわかるのですか？」

　とバトラー艦長。

「『自分』のことくらい、わからなくてどうする」

　とベルファルド。

「交こう替たいで寝よう。三直でいいか？」

「異存はありません」

　と艦長。

「ですが、社長は？」

「僕は平気だ」

　と憔しよう悴すいした表か情おでベルファルド。

「僕の代わりは、いないからね……」

「でも、せめて一時間くらいなら……」

「駄だ目めだよ」

　エッソの申し出を、やんわりと撥はね付ける。

「一時間も眠ってしまったら、あの人にわかるからね」

「根こん較くらべとは、そういうことだったんですか!?」

「ああ」

　不ぶ精しよう髭ひげの目立つ顎あごで、コクンと頷うなずく。

「僕は、まだ若いからいい。でも、だからといって油ゆ断だんしていると負けるな……体力でも」

「社長……」

「常務、君は寝ろ」

　と、ベルファルドは言った。

「社長命令だ」

「でも──」

「どのみち僕は、ヘロヘロになる」

　と、ベルファルドは微笑ほほえんだ。

「その時に、君が元気でいてくれないと、困こまるんだ」

「は、はい……」

　エッソは涙をこぼして、頷いた。

「眠らせて……いただきます！」




「はっ……!?」

　参さん謀ぼう席に座すわったままうとうととまどろんでいたエドは、階段をガクンと踏み外はずすような感じがして、我われに返った。

「お祖じ父いさま……。まさか一睡もなさらずに──」

「ふ……。かえって気分がよいわい」

　と、老タイラー。

「ワシにもまだまだ、『根こん性じよう』と呼べるものが残っていたらしい。半分覚かく醒せいして、半分眠っておるような気持ちでな。思ったほどには、疲れん。もっとも、今度眠ってしまったら、永遠に寝っ放ぱなしになってしまうのではないかと思えて、怖こわいがの」

「ドクター!!」

　主治医を見るエド。

「睡眠薬は、使えません」

　機先を制して、医師は言った。

「心臓に負ふ担たんが大き過ぎる……。百二十五歳の、機能の低下した心臓には──」

「こんな老人に、銀ぎん河がの未来を託たくしてしまっていいのか!?」

　自みずからも老人であることさえ忘れて、エドは思わず叫さけんでいた。

「こんな、受難を……」

「いいんじゃよ」

　努つとめて静かな声で、老タイラーは呟つぶやいた。

「生ける屍しかばねには、屍の仕事がある」

「オーバーワークもいいところです！　どうか眠ってください。私がその間──」

「おまえには無理じゃ、エド」

　タイラーはピシャリと言った。

「すっこんでおれ!!　ワシ自身の相手は、ワシでなくてはならぬ。自ら命じてクローンを造つくらせた、それが、せめてもの……」

　咳せき込む。

「心拍数、上昇!!」

「βジンクリチン、増量！」

「限界です」

「トリオメスキンに切り替える!!」

「あれを一度使ってしまうと、もうジンクリチンが効ききません」

「私の責任でやる！」

「はい……」

「それでよい」

　と老タイラー。

「どのみち、あと十年も生きるつもりはない……。ただ、今日の勝利を──」

「あなたは……」

　エドは祖父を見た。

「誰に、何を教えようとしておられるのですか!?」

「人それぞれに、違う」

　とタイラー。

「それぞれに、な……」

「教えてください」

　その老おいさらばえた胸に縋すがった。

「自分で考えるのじゃ。そうでなければ、意味がない」

　老人は呟いて目を瞑とじ、強心剤トリオメスキンの過激な効果に身を委ゆだねた。

「答は自分で見付けるのじゃ、ぞ」




「もう限界です」

　と、憔しよう悴すいしきったベルファルドを見るに見かねて、バトラー艦長は懇こん願がんした。

「どうかお休みになってください。社長にもしものことがあったら『会社』は立ち行きません」

「ワンマン経営の、最大の弊へい害がいってやつだね」

　と、ベルファルド。

「僕は、後こう継けい者しや育成に失敗している」

「その若さで、後継者もないでしょう。とにかく、今はあなただけが頼たよりなのです」

「一段落ついたら、経営権の分散ということも、考えないといけないなあ……」

　朦もう朧ろうとした頭で、ベルファルドは漠ばく然ぜんと考える。

「僕ひとりの裁さい量りようで、二億の『社員』とその家族の運命を背せ負おい切れるものではないということが、ようやくわかった。実感としてね」

「社長……」

　女性オペレーターが、社長席を振り向いた。

「敵艦隊より、通信です」

「ようやくアポイントが来たか……」

　呟くベルファルド。

「そろそろだろうなと、思っていたんだ」

「敵の提てい督とくが、社長と直じき々じきにお話しになりたいと、申し出ているのですが──」

「もちろん受ける」

　とベルファルド。

「お互たがい、身がもたない」

「通信開きますか？」

「頼たのむ」

　正面大スクリーンに、予想していた通りの顔が大おお映うつしになる。ベルファルドは予期していたが、何の心の準備もない乗組員たちの間には、動どう揺ようが走った。

「あの人は……」

「タイラーだよ……」

「あれが伝説の……」

「初めて見た……」

　反応は人様さま々ざまだが、一いち様ように驚おどろきを隠かくせない。

『ベルファルドか』

　と、老人は嗄しわがれ声で囁ささやきかけるように言った。

「お元気そうですね」

　と、ベルファルド。

「安心しました」

『おまえごときに気き遣づかわれるとは、墜おちたものじゃ』

　と、ぞんざいにタイラー老。

『敵に塩を贈ろうなどと、百年早い！』

「僭せん越えつでした」

　と、謙けん虚きよに詫わびるベルファルド。

「でも、どうやらお互い、だいぶ参まいっているみたいですね」

『ワシは、どうということもない』

　と、虚きよ勢せいを張る老人。

『だが、おまえはそろそろ、我が慢まんの限界ではないかなと思うてのう』

「その通りなので、助かります」

『こうしていても、埒らちが明あかん』

　タイラーは言った。

『時間を決めて、せ～ので同時に動こう』

「いいですね」

　とベルファルド。思わず笑みが漏もれる。

「その前に、ちょっと寝ますか。今からきっかり二十四時間後に、ということでいかがです？」

『もう少しくれ』

　と、さすがに疲労は隠せない老タイラー。

『そうじゃな、三十六時間後……ということでどうじゃ。それで雌し雄ゆうを決しよう』

「いいですよ」

　微笑ほほえんで、ベルファルド。

「やっぱり、『本人同士』だと、話が早くていいなあ……」

　実感だった。

「じゃあ、お休みなさい」

『ああ、お休み』
















　通信はどちらからともなく、唐とう突とつに切れた。

「聞いての通りだ」

　と、バトラー艦長を見るベルファルド。

「時間がきたら、起こしてくれ」

「畏かしこまりました」

　と艦長。その顔にも、安あん堵どの表い情ろが──。

「君も寝たまえ……人生最後の……熟じゆく睡すいになるかも……」

　言い終わるより早く、ベルファルドは眠りに落ちている。

　その寝姿に向け、さっと敬礼する艦長であった。




「血圧、心しん拍ぱく数すう、安定しました……」

　と医師。

「このまま、ＩＣＵ（集中治療室）に運ぶのだ」

　と、エドは命じた。

「そっとな……。せめて闘たたかいが始まるまでは──」

「閣かつ下かも、ドック入りされてはいかがでしょうか？」

「そうさせてもらおう……」

　と、エド。

「祖父の手前、言い出せなかったが、やはり疲れた……。老おいとは辛つらいな」

　この場に、例たとえば若いイツマがいてくれたらと思わずにはおれない。

『閣下は何な故ぜ、私をパートナーに選ばれたのだろう？　イツマにしなかったのは、何故だろう？』

　ふとそんなことを、エドは考えた。

『まさか、老人の意地を見せ付けるというのではあるまいな。あるいは、老いた我が身の七しち転てん八ばつ倒とうする様さまを──』

　慌あわてて現実に戻もどる。

「閣下は？」

「よくお休みです」

　と主治医。

「正しよう直じき、驚おどろいています。この肉体が、あれほど長時間の緊きん張ちように耐えようとは──。いえ、むしろ、精神的には活力に溢あふれているように見えました」

「当然だろう」

　事もなげにエドは言った。

「閣下は、生まれついての提てい督とくなのだ。戦場こそ、彼の『職場』なのだ。一世紀近くも前線を離れていて、さぞや辛かったのではないか？　私は……今、やっとそのことに気付いた。一族の誰だれも、祖父のその気持ちを、わかってやれなかったと思うと……私は悔くやしい！」

「三十六時間後が、勝負ですな」

「ああ」

「その前に、敵は仕掛けてこないでしょうか？」

「それは絶対にない!!」

　エドは断言した。

「閣下は、決してそんなことはなさらないだろう。それは、敵将ベルファルドも同じことだ。むしろ、きちんと約束は守るからこそ怖こわい。一いつ旦たん戦闘に突とつ入にゆうしたら、どんな手を繰くり出してくるか、想像もつかんぞ。我われ々われ凡ぼん人じんは、ただただ双そう方ほうの奇き手しゆ奇き策さくに翻ほん弄ろうされるしかない。今から覚かく悟ごしておけよ」

「はい……」

「それにしても──」

　と、エドは思った。

「天才の血は、真の意味では結局誰にも『遺い伝でん』しなかったのか。クローニングという手段でしか、伝えられなかったというのか、あの天てん賦ぷの才は──」




「よく寝た」

　と、実にさっぱりとした表情で、ベルファルド。

「艦長、君もよく眠ったようだね」

「お陰かげ様さまで……助かりました」

「礼なら、あの老人に言うんだね」

「タイラー老にですか？」

「ああ。立場上、こちらからは言い出せなかった。なにしろ僕の方が百歳も若いんだからね」

　間もなく二十六歳になるベルファルドと、百二十五歳のタイラーである。

「これだけの年齢差のある総大将同士の決戦は、もしかしたら史上初めてではないでしょうか？」

「たぶんそうだろうね。どっちが勝つかな？」

「さあ、そればかりは、やってみないと……」

「簡単には、勝たせてくれないだろうなあ……。あそこで一時停戦と開始時間を申し出てきたということは、それだけ勝利に固こ執しつしているということだから……」

「でしょうね。怖いです」

　バトラーは頷うなずいた。ベルファルドの意外な洞どう察さつ力りよくにも、正しよう直じき驚おどろいている。人格者であるというだけではなさそうだ。

「なにしろ、あちらには『次』がありませんから──」

「僕だって、条件的には同じさ。負けたらどのみち『次』はない。だから、お情なさけで勝たせてあげようとも思わない」

「それを聞いて、ちょっと安心しました」

「約束の時間は？」

「今からきっかり、一時間後です」

「そうか。そろそろエッソを起こしてやろうかな」

　時計を見る。

「彼の疲れ知らずの若さが、今回の勝負の鍵かぎになりそうだ」

　エッソは十五歳。純じゆん粋すいな体力的には、人生のピークだろう。

「彼には悪いが、今回だけは楽はさせないぞ。白黒決するまでは、もう一いつ睡すいもさせない」

「だいたいどれくらいの闘たたかいになると、社長はお考えですか」

「想像もつかない」

　とベルファルド。

「銀河標準時間で丸三日かかるかも知れないし、一週間、あるいはそれ以上続くかも知れない。案外、一時間で決着付いたりしてね……。いずれにせよ、結果も読めない。どちらかの快勝になるか、辛しん勝しようか……。双方全滅という可能性すら、おおいに考えられる。鬼き才さい同士の、一いつ騎き討うちだからなあ……」

「何だかぞくぞくしてきました」

　と艦長。

「こんな気持ちは、初うい陣じん以来です。この高こう揚よう感かんはなんでしょう？」

「ここから何もかもが、変わるということじゃないかな……」

　ベルファルドは呟つぶやくように言った。

「自分がどうなるにせよ、ここに居い合あわせて、よかった」

「自分も──」

　バトラーは頷く。

「そう思います。この『会社』に『とらばーゆ』した、自分の選せん択たくは間ま違ちがっておりませんでした」

「そこまで言い切られても、困こまるけどね……」

　ベルファルドはモニターを見た。

「さあて、どっちの方向に、駒こまを進めようかな……。きっと、相手も同じ方向に進んでくれると思うんだけど──」




「ベルファルドめが腰を抜かすような初手を思い付いたぞ」

　と、老タイラーは独ひとり北ほく叟そ笑えんだ。

「エド、耳を貸せ」

「はあ……」

　渋々歩み寄るエド。

「こうですか？」

「じゃからな──」

　タイラーから秘中の奇策を聞かされたエドの表情が、見るみる輝かがやく。

「本気ですか!?」

「冗じよう談だんでこんなことは言えん」

「乗ってきますかね」

「必ず喰くい付く」

　タイラーには絶対の確信があるらしい。

「ベルファルドの考えは、手に取るようにわかる」

「やってみますか……」

　少なくともエドには、祖父以上の作戦は思い付かなかった。

「しかし、前ぜん代だい未み聞もんの奇策ですな」

「裏の裏の、そのまた裏を搔かく。巡めぐり巡って、正攻法じゃ」

「言えます。これ以上の『奇策』はありません」

「問題は、ベルファルドじゃ」

　とタイラー。

「奴やつがワシと同じ結論に到達していた場合、ちょいとばかり困ったことになる。もっとも、それもまた面おも白しろいが……」

「まさか、あの若さで──」

「わからんぞ」

　と老人。

「あの歳としで、奴はワシの百倍苦労しておる」

「それは言えますな」

「ワシが百年かかった道を、奴が二十五年で歩けなかったという保証はない」

　そう言って、老人はモニターを見上げた。

「数は、ほぼ同じ……。つまり、双方全滅の可能性もある。のう、エドよ」

「はい」

「ワシとベルファルドとはひょっとして、互たがいに正面衝しよう突とつして、対つい消しよう滅めつするしかない定めなのかも知れんのう……。だとすれば、若い分、奴は気の毒じゃ」

「気の迷まよいです」

「言い切れるのか？」

「それは──」

「気休めは、結けつ構こう」

　老人は嗤わらった。

「これで結構、楽しんでおるよ」

「付き合わされる方は、たまりません」

「そうかも知れんのう……」

　そう呟つぶやいて老人は、またひとしきり、豪快に笑ってみせた。




「やはり、これしかない」

　とベルファルドは呟いた。

「今の僕があの人に対抗するには、この手しか思い付かない。どんなに考えを巡らせても、どうしてもここへ戻もどってきてしまう……」

「それで宜よろしいのではありませんか」

　とバトラー艦長。

「私はあなたを信じます」

「僕もです」

　とエッソ。

「どうぞ社長の、お気持ちのままに──。社員一同、一いち丸がんとなって付いて参まいります」

「今ほど社長の重圧を、感じることはないよ。社員の命を、命令ひとつで左右しようとしているんだからね……」

「自覚があるだけ、マシではありませんか」

　とエッソ。

「その自覚を決定的に欠く人が、あまりにも多過ぎたんです」

「その通りです」

　と、艦長。

「上に立つ者は、普通のことを普通にやるのがベストです。それ以上を望むのは、おこがましいというものでしょう」

「ありがとう……。まだ三十分ばかりあるな」

　時計を見る。

「ちょっと、行って来る」

　席を立った。

「社長、どちらへ？」

「決まっていますよ」

　エッソはバトラー艦長を見て、微笑ほほえんだ。

「社長が大事な時の前に、行く処ところといったら、医務室に──」




「どうやら、覚かく悟ごは決まったようじゃの」

　ベルファルドを一目見るなり、ドクター・キタグチは髭ひげ面づらでニカッと微笑み、一いつ升しよう瓶びんを片手で持ち上げた。

「飲やるか？」

「いただきます」

　茶碗で受ける、ベルファルド。

「怖こわいかね？」

「怖いです」

　一口含ふくんで、ベルファルド。

「あ、いいお酒ですね」

「秘蔵中の秘蔵酒じゃ。端たん麗れい辛から口くち、今のおまえさんの心境のようじゃろう」

「でも……極きわめれば仄ほのかに甘い」

「それでよい」

　ドクター・キタグチ、会かい心しんの笑み。

「前に、親おや父じのことを話したじゃろう」

「はい」

「あれから、ひとつ思い出したことがある」

　ベルファルドを見た。

「滅めつ多たに飲まぬ下げ戸この親父が、一度だけべろんべろんに泥でい酔すいしたことがあった。その時、漏もらしていたことを思い出したのじゃよ。完全なクローンなど、ない。どんなに細さい心しんの注意を払っても、必ず遺伝子情報のどこかに、コピーによる劣れつ化かが生じる……とな」

「でしょうね」

　と、ベルファルド。

「僕は……出で来き損そこないだ」

「そうは思わん」

　キタグチは言った。

「情報は変移して伝わる。それを劣化と見るか、持ち味と見るかは、本人次し第だいじゃろう」

「ふう……だといいなあ」

「そうに決まってます！」

「ハルミ……さん」

　ハルミIVが両手を胸の前で合わせ、祈いのるようにベルファルドを見詰めている。

「そうに決まっているじゃありませんか、ベルファルド……さん」

「そうだね」
















　微笑むベルファルド。

「きっと、そうなんだ」

「少なくとも、あたしはあなたが好きです。いいえ、あなたでないと、駄だ目めなんです。そう思っている人は、あたし独ひとりではないはずです。もうあなたには、あなたでなければならないという特とく異い性が、充分に備そなわっているんですよ。クローンもオリジナルも、関係ないんです。生まれた瞬しゆん間かんに、そうなんです」

「そうか……そうだよな」

　ベルファルドの表情が、変わった。

「どうしてもっと早く、気付かなかったんだろう……」




「さっぱりしてきましたね」

　と、戻って来たベルファルドを見るなり、バトラーは言った。

「別人のようですよ。医務室の医師は、よほど有能な精神科医のようですね。私も一度、診みてもらおうかな」

「君には合わないかも知れないよ」

　とベルファルド。

「当たり外はずれの激しい人だ、ドクターは……。でも、僕にはバッチリだね」

「最高の人じん事じですよ。作戦発動、五分前です」

「よし」

　正面に向き直る。

「進軍開始だ」




「進軍開始！」

　双方の艦隊が、動き始めた。

「これは──!?」

　いくらも経たたずに、双方の艦隊に動揺が奔はしった。

「両方とも、真正面から──」

「やはり……」

　老タイラーは呟つぶやいた。

「双方とも、同じ結論に達したか……。『正攻法こそ、最大の奇策』とな」




「正面激突だ」

　と、ベルファルド。

「小こ細ざい工くは……ない」

　何をやっても、お互たがいに手の内うちを読まれて、すぐに対抗する奇策で返される。ならば……の結論であった。双方とも、さんざんに考えあぐねてのことである。

「もうひとつ、せ～ので同時に逃げるという手も、あったんだけどね……」

　と、ベルファルドは言った。

「それはやっぱり、あまりにもお互いに対して失礼だろう？」

「それで背中に喰くい付かれたら、どうするんです？」

　艦長が尋たずねた。

「その時は、大だい丈じよう夫ぶ」

　と、ベルファルドは言った。

「お互い、いくらでも奇策を返せるよ。もっとも、どちらかが逃げたら、もう一方ももっけの幸さいわいと、自分も逃げるに違いないんだけどね」

「なるほど、深いですね……」

「とにかく……」

　ベルファルドは再び、正面を見み据すえた。

「こうなったらもう、全滅覚かく悟ごで行くしかない!!」

　その直後に、双方の火か線せんが、早くも口火を開いた。










　第六十四章　敵は恐怖心




「いよいよ始まったな、世紀の決戦が……」

　とスレイが呟つぶやく。

「世紀の決戦、ですか……」

　と、相あい槌づちを返すプラティープ。

「なんと陳ちん腐ぷな言葉であることでしょう」

「陳腐には違ちげえねえが──」

　と、モニターに見入りながらスレイは言った。

「他に形容のしようがあるか？」

「ありません」

　瞬まばたきもせずに、プラティープ。こうなってしまった以上、片時も目を離せはしない。

「手て垢あかに塗まみれた陳腐な表現が、この場合はなんとハマることでしょう」

「それにしても……」

　と、スレイは目を細める。

「このところ、自分がどっちの陣じん営えいにも属してねえ闘たたかいというのは、初めてじゃねえか？」

「そうですね」

　と、スリチャイが答えた。

「ですが、自分が戦場にいる時よりも、ある意味では興こう奮ふんしています」

「俺おれもよ」

　と、スレイ。

「それに、どっちを応援したもんか、正しよう直じき悩なやむぜ」

「どっちかに、荷か担たんしてもよかったんですよ」

　スリチャイは言った。こうやって会話を交かわしている間にも、全員の目は卓上に置かれた小さなモニターから離れない。

「我われ々われにとって、有利になる方に。あるいは、利り益えきを度ど外がい視ししてでも、どちらか好きな方に──」

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　スレイは怒ど鳴なった。テーブルを叩たたいた拍ひよう子しに、画像が乱れた。

「そんな無ぶ粋すいなことが、できるかよ!!」

「もちろんです」

　モニターを調整しながら、スリチャイ。

「戯たわむれに、言ってみただけですよ。どうでもいいですが、テーブルを揺らさないでくださいよ。ただでさえ不安定な、遠えん距きよ離り画像なのに──」

「お、おう。悪かった……」

　頭を搔かくスレイ。

「なんて言いながら、本当はおまえ、ベルファルドに加勢したかったんじゃねえのかい？」

　いきなり核心を突いた発言の主は、最近亡ぼう命めいしてきて警察長官になった、リカルド・ゴメスである。

「え？　正直に言えよ、スレイ」

「うるせえなあ……。ここでは俺が執しつ政せい官かんだ。昔の人間関係をそのまま持ち込むなよ」

　チンピラ時代には何度も逮たい捕ほされた相手なので、やりにくいこと夥おびただしい。

「ま、本心を言えば、確かにベルファルドには勝って欲しいぜ。それがひいては、我わが帝国の為ためでもあるんだけどよ……」

　第三勢力であるベルファルド・コーポレーションが強大になれば、それだけ共和国の矛ほこ先さきが分散されることになり、こちらもひと息つける。もっとも、あまり強大になり過ぎても困こまるのだが──。

「しかし、いずれにせよこの闘いは『本人同士』の問題だ。俺が介かい入にゆうすることじゃねえぜ。結果には大いに、関心もあるがな……」

　などと言いつつその実は、居いても立ってもいられないスレイなのである。短期間に膨ぼう張ちようし過ぎた帝国の領土を整備するという当面の仕事さえなかったなら、流れ弾だまの届とどく距離で見ていたいくらいだ。

　揺らいでいた画像が、ようやく安定する。それでも何が起こっているのかを分ぶん析せきするには、相当の観察力と想像力とが必要であった。

「ったく、このボロテレビはよ！」

　悪あく態たいをつくスレイ。

「アンテナを増設しても、これが精せい一いつ杯ぱいなのか？」

「はい。遺い憾かんながら──」

　と、クックマイヤー。

「いいから黙だまって……」

　とプラティープ。

「とにかく今は、見届けましょう」

「そうだな……」

　それからの数時間、誰だれも、ただの一ひと言ことも口をきかなくなった。




「本当に、現場に行かなくて宜よろしいのですか？」

　と、アキヅキが尋たずねた。

「ああ」

　頷うなずきつつ、モニターを凝ぎよう視しするイツマ。

「この『聖戦』に横合から割って入る権利は、誰にもないのだ。もちろん、この僕ぼくにも」

「しかし、万が一タイラー御おん大たいが負けるようなことにでもなれば──。そういう意味では、あなたも立りつ派ぱな当事者なのではありませんか？」

「そういうレベルの闘いにはしたくない」

　とイツマ。

「これはジャスティ・ウエキ・タイラーとイーサン・ベルファルドという二人の漢おとこの、威い信しんを懸かけた、否いな、全存在を賭とした闘いなのだ。それ以外のいかなる次元でも、第三者の加勢は無ぶ粋すいな介入に過ぎない。天下国家すら、ここでは人間の尊そん厳げんの前には、瑣さ末まつな事柄に過ぎないんだ」

「わかりますが、しかし──」

「それに、僕に何ができる。二人の画が匠しようが精せい緻ちの限りを尽つくしているこの名画に、この広大なキャンバスに、僕の拙つたない筆を加えることなど、恐ろしくてとてもできない……。僕はそれほど、恥はじ知らずではないぞ」

「それにしても──」

　ガラティアが呟つぶやいた。

「どちらが勝つのでしょう？　不ふ謹きん慎しんな言い方ですけど、とても興きよう味みがありますわ。心躍おどる……とさえ言えるでしょう」

「僕もだ」

　とイツマ。

「どちらにせよ、これは最高に魅みせられる闘いであることは間ま違ちがいないな。当事者にはそれどころではないことは百も承知で言うが、この闘いの観客でいられる幸福を、僕は手放したくない。それが……本ほん音ねさ」




「何な故ぜだ……」

　と、ナ・バァム・ドムは震ふるえる声で唇くちびるを嚙かみ締しめた。彼の座乗する巡じゆん洋よう艦かん『ドローメ[image: ]』は、ベルファルド・コーポレーションの艦隊の、いちばん後方にいる。殿軍しんがりと言えば聞こえはいいが、いちばんどうでもよい、戦略的に重要でない位置なのだ。

「この俺の提てい督とくとしての能力を知りながら、何故あの漢おとこは、この俺を、こんなどうでもよい場所に配置した!?　しかも、しかも……！　この俺に、何もするな、命令されるまで前にも出るなだと……。何を考えているのだ。この俺が陣頭に立てば、たちどころに──」

「おわかりになりませぬか、閣かつ下か」

　と、彼の忠実な副官であるレーゲルフは言った。

「ベルファルド社長は閣下に、『よく見ろ』とおっしゃられているのです。この闘いの成り行きをよく見て、閣下に勉強しろとおっしゃっているのです」

「笑しよう止しな！　それこそ釈しや迦かに説せつ法ぽうではないか」

　若いバァムには到とう底てい納なつ得とくできない。

「確かに俺はベルファルドより年少ではあるが、戦場経験では俺の方が遥はるかに豊ほう富ふなのだ。実戦経験もロクにない奴やつになど、言われる筋すじ合あいはない!!」

「ですが──」

　とレーゲルフ。

「その謙けん虚きよさがなくば、ベルファルドに敗やぶれた理由も、永遠にわからぬかと……。僭せん越えつながら──」

　はっと打たれたように、レーゲルフを振り向くバァム。

「そうであった……。レーゲルフ、おまえも言うようになったな。忠ちゆう言げん感謝するぞ……」

「有り難がたき栄えい誉よ……」

　畏かしこまるレーゲルフ。

「ですが、ベルファルド社長の真意は、それだけではないはず……」

「まだあると申すか？」

「はい」

　御ご覧らんくださいと言わんばかりに、モニターを見る。

「最初の激突で、双方の艦隊の、一割ずつが、文字通り瞬しゆん時じにして、消しよう滅めつ致いたしました」

「むむ……」

　さしものバァムの眉び目もく秀しゆう麗れいな額ひたいにも、冷ひや汗あせが──。

「どれほど屈くつ強きようの士、狡こう智ちの将であろうとも、あの激突の一瞬矢や面おもてに立っている限り、関係はございません。社長は閣下を、その一割にしたくはなかったのです」

「────」

「それだけではございません。閣下こそ、最後の決め手、切きり札ふだとなる戦力と、社長は見ておいでなのです。言わば、閣下を無傷のまま、ここぞという勝負時まで温存することこそ、ベルファルド社長の真意なのではないでしょうか？」

「俺を……温存」

「はい」

「俺を猪ちよ突とつ猛もう進しんの犬死にから救い、最後の切札として温存し、なおかつ戦闘の局面がよく見えるこの殿軍しんがりに配置して、戦せん況きようの推すい移いを見み極きわめろと……」

　言われれば、いちいち頷うなずけることばかりだ。

「ベルファルドという漢おとこ、あの茫ぼう洋ようとして摑つかみ処どころのない表か情おで、そこまで考えていると言うのか……」

「御ぎよ意い」

　頷くレーゲルフ。

「私もよもやここまでとは思いませんでした。大変な器うつわです」

「しかし、俺は……俺は、なお釈しやく然ぜんとせぬ」

　若さが彼にそう言わせた。

「ここでじっと戦況を見み届とどけ、いざというその時まで動くなとは……理には適かなっているやも知れぬが、俺の……俺の性しようには合わぬ！」

「それも、それすらも──」

　唸うなるようにレーゲルフは言った。

「おそらくはその閣下の苛か烈れつなご気性さえも、あの漢は計算の内なのでは……。私にはそう思えてならぬのです」

「まさか……」

「いえ」

　レーゲルフは努つとめて静かに言ったが、それだけに真実味があった。

「私の勘かんを、どうか信じてください」

「なるほど……」

　バァムの唇くちびるが、ふっと歪ゆがんだ。

「ならば、ここで俺が命令を無視し、正面に討うって出ることすらも、ベルファルドには計算済ずみということだな」

「御意……」

　レーゲルフの頷うなずきに、

「よし！」

　我わが意を得たりと、バァムは満面の笑み。

「これより最前線に討って出る。麾き下か全艦、俺に続け！」

　闘いに逸はやる若い血は、誰にも止められない。

「なぁにが、タイラーだ。かつてはどうだったか知らぬがあんな死に体ていの老おいぼれ、ベルファルドほどの者が恐れて手を出しかねる理由が皆かい目もくわからん。ならばこの俺が、失地回復、目にもの見せてやろうではないか」

　ベルファルドも恐れる老人を一いつ蹴しゆうしてみせれば、間接的にとはいえベルファルドに対する雪せつ辱じよくになる。バァムはまさに好機だと思った。




「バァム艦隊が、後方から最大戦速で突っ込みます！」

　とのオペレーターの声に、

「やはり」

　と、『耳みみ成なし』のブリッジでベルファルドは頷いた。

「そうくるか……。しかし、もうちょっと、おとなしくしてくれると思っていたんだけどな」
















「社長……」

　エッソが蒼あおざめた。

「あれほど前に出るなと言い含ふくめておいたのに……。これは重大な、命令無視では？」

「我が社の用語では、社則違反だ」

　と、ベルファルド。

「訓くん告こく並びに、向こう六か月間減げん俸ぽう処分……といったところかな。でもまあ、そんなことくらい、バァムなら計算済みだと思うよ」

「それでも、敢あえて行かせると？」

　バトラー艦長がベルファルドを見た。

「うん」

　頷く青年社長。

「それくらいの度量がなければ、バァムほどの漢おとこを使いこなせない……。スレイなら、きっとそう言うだろうね」

「バァム艦隊、出ます！」

「サポートだ」

　と、ベルファルドは命じた。

「部下の抜け駆がけを制し切れなかったのは、上司の責任。こうなったら総力を挙あげて、バァム艦隊をバックアップするぞ!!」

　最さい後こう尾びにいたバァム艦隊が、いまや全艦隊の先せん鋒ぽうとなっている。これほど鋭するどい鏃やじりはない。

「もしかしたら、臆おく病びよう過ぎたかも知れませんね」

　と、バトラーが呟つぶやくように言った。

「我々は、歴史の教科書にも載のっているジャスティ・ウエキ・タイラーの名を恐れるあまり……。ですが、バァム提てい督とくのおかげで、むしろ望むところの状況になったかも知れません」

「我が社に提督という肩書は、ない」

　ベルファルドは苦笑交まじりに、呟いた。

「バァムの肩書は、専務取とり締しまり役兼、用地拡張促そく進しん部長だよ」

　国家でありながらあくまで社団法人の体てい裁さいを取る株式会社ベルファルド・コーポレーションでは、例たとえば『領土』を『用地』、『占領』を『出しゆつ店てん』、『前線基地』を『支社』と呼ぶ。『戦闘』は『営業』である。

「さあ、『営業』開始だぞ！」

「ふっふっふ、ベルファルドの部下にも活いきのいいのがおるのを忘れておったわい」

　と、さも嬉うれしそうに、タイラーは嗤わらう。

「これは、面おも白しろいことになったのう」

「先駆けは、ナ・バァム・ドム提督の艦隊ですな」

　エドが言った。

「ル・バラバ・ドム提督の曾ひ孫まごです」

「あの用兵ぶり、曾ひい祖じ父いさんに瓜うり二つじゃわい」

　と、目を細める老人。

「なにやら懐なつかしい……。じゃが、些いささか独創性に欠けるかも知れんのう……」

「信じられない……」

　老人の体に無数のチューブやケーブルを介して繫つながれた集中医療機器を覗のぞきながら、主治医は驚きよう嘆たんの叫さけびを漏もらした。

「血圧も、心しん拍ぱく数すうも安定してきている……。これではまるで、健康体だ」

「いつでもワシは、健康体じゃよ」

　とタイラー。

「ワシにとって最高の薬は、戦闘なのじゃ」

「接せつ触しよくします！」

　とオペレーター。

「受け流せ！」

　と、老人は眦まなじりを決して叫さけんだ。

「無理して持ち堪こたえようとするな。ドム家の第一撃は、強力無比。決してその矛ほこ先さきを正面から受け止めてはならぬ！　被害が弥いや増ますばかりじゃぞ……」

「なるほど……」

「二撃、三撃、四撃くらいまでは、ただ逆さからわず、被害を最小限に喰い止めることにのみ腐ふ心しんせよ。そこまで耐えれば、あとは息切れもする」

「了りよう解かいしました……」




　バァム艦隊による突撃は、最初の突撃でタイラー艦隊をほとんど真っ二つに裂さいた。返す刀かたなでの二撃、三撃と、面白いように引っ搔かき回し、思うさま蹂じゆう躙りんする。

　が、派は手でな印象ほどには、損害を与えていない。

「水を相手に剣を振るっているようだ……」

　と『ドローメ[image: ]』のブリッジで、ふとバァムは呟いた。その時既すでに、バァムはかつて曾そう祖そ父ふの好敵手ライバルであった老ろう爺やの術中に嵌はまっていた。

「この柔やわらかい用兵は……。こんな相手は、初めてだ」




「敵の動きが、鈍にぶり始めました！」

「本当だ……」

　驚おどろくエド。

「本当に、お祖じ父いさん、あなたのおっしゃる通りに……」

「ふふ……。何事も経験じゃよ。長生きも、たまには役に立つ。ドム家代々の長所もそのままなら、代々の欠点も、克こく服ふくされてはおらぬようじゃのう」

　北ほく叟そ笑えむ老人を間近に見て、エドは久し振りに、この人は心底恐ろしいと思った。

「エドよ。そう引くな」

　とタイラー。

「少しは、勉強してもらわねば困こまるでのう」

「勉強……」

「そうじゃ。ワシは今まで、後こう継けい者しや育成を怠おこたったでの。奥おう義ぎを三つ四つ、伝授せねばなるまい。とても全部とはいかぬが、この闘いのあらゆる局面で、教えられる限りは教えるつもりじゃよ。なろうことならエドよ、その半分でもよい、伝えてくれい」

「は、はい!!」

　直立不動の姿し勢せいで、エド。

「余あます処ところなく、伝えます！　ですから、三つ四つとおっしゃらず、その総すべてを──」

「バァム艦隊、動きが停止しました!!」

　信じられないという声で、オペレーター。

「エネルギーが尽つきたのじゃ。あれほど激しい機動を行おこなえば、当然。今までは、総てそうなる前に勝負はついておったのじゃろう。ベルファルドに敗やぶれた時ものう……。これで次からは、バァムも補ほ給きゆうのことを考えて闘うようになる」

「そうなれば、さらに恐るべき相手になりますね」

「そうかな？」

　タイラーは首を傾かしげた。

「次があるかな？」

「は……」

　エドは自身の甘さに、愕がく然ぜんとした。

「まさか……」

「容よう赦しやは、せぬ」

　老人は嗤わらった。悪魔の笑みだった。

「それで生き残れれば、バァムもまあ、曾祖父の名を汚けがさん程度の器うつわではあるな」

　ごくん、エドは喉のどを鳴らした。

「ようし、ようく我が慢まんしたぞ」

　老人の枯かれ木きのような右手が、指揮棒タクトのように振られた。

「反撃……開始じゃ」

　その合図を待っていたかのように、彼の艦隊は一斉に舳へさきを転じた。

「もはや考える必要はない。砲火を、ただ一点に集中せよ！」

　声を振り絞って、老人。

「後は、敵の方から、飛び込んで来てくれるわい」

　その言葉に噓はなかった。




「止まれ！」

　と、若き艦隊指揮官は『ドローメ[image: ]』のブリッジで懸命に叫ぶ。

　だが、効果はなかった。

「何故だ!?」

　その問い掛けは、誰に向かって発せられたものであろう。

「何故、蟻あり地じ獄ごくのように、あのポイントに吸い寄せられてしまうのだ!?　何故だ──!?」

　叫びはいつしか、絶叫となっている。




「ドム家の小こ倅せがれめ……」

　と、老人は悪魔の笑みを浮かべながら呟く。

「エネルギーの尽きた自分の艦隊が、あの星団の重力にじわじわと引かれているのに気付いてはおらぬようじゃのう……。奴の目には魔法としか映るまい。経験不足じゃわい」

「そ、そこまで計算して──」

　エドは戦せん慄りつした。

「星間の微重力まで利用した、蟻地獄作戦とは……。我が祖父ながら、心底……」

「ほ、ベルファルドは気付きよったか……」

　とタイラー。

「慌てて救援に駆け付けよるぞ。じゃが、間に合うかな？」

　口では恐ろしいことを言っているのだが、その柔和な表情に、微み塵じんも変化はない。

「間に合えばよいがのう。時間はあまりないぞ。そう、十分か、十五分か……」

　十分後──、

　ナ・バァム・ドムの艦隊は、満まん身しん創そう痍いの旗き艦かん『ドローメ[image: ]』一隻せきを残して、文字通り消しよう滅めつしていた。




「……死にたい」

　と、泣きべそをかきながら、放心状態のバァムは呟つぶやいた。

「鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとはこのことか……。部下を失い俺独ひとり、おめおめと……」

「いえ……」

　頭に巻いた血染めの包ほう帯たいも痛々しく、レーゲルフが彼を励はげました。

「よくぞあの猛もう攻こうの中で生き残られました。それだけでも閣かつ下かは偉い大だいです」

「ベルファルドに合わせる顔がない……」

　と、膝ひざを抱かかえて震ふるえながら彼は呟いた。

「それ以上に、タイラーは恐ろしい……。あの数々の不敗神話は、なお控ひかえ目な表現であったとは──」

「閣下はよい勉強を致いたしました」

「それ以上言うな、レーゲルフ……。俺はロクな相手もおらぬ銀ぎん河がで、増長していたただの大馬ば鹿か者だ」

「いえ、閣下は必ず……」

　が、上司のあまりの落らく胆たんぶりに、これ以上何をどう慰なぐさめても無む駄だと感じたレーゲルフは、話題を変えようとオペレーターを振り向いた。

「戦せん況きようはどうなった？」

「持ち直しつつあります」

　とオペレーター。

「ベルファルド社長の艦隊が、タイラー艦隊を押し戻もどしました」

「違う！　故意に退ひいたのだ」

　とレーゲルフ。

「さっきの怒ど濤とうの攻せめを思い出せ。退くべき時には逆さからわず、退く。ジャスティ・ウエキ・タイラーとはげに恐ろしい漢おとこよ。奴やつが高齢でよかった。あんな天才にこれ以上長生きされては、我々凡ぼん庸ような者は、たまらぬ……」




「くそっ！　最後は本気で沈めてやるつもりじゃったのに、小こ癪しやくな童わつぱめ、遂ついに逃げ切りおった」

　老タイラーはまるで子供のように、バァムを仕し留とめ損そこなったことを本気で悔くやしがった。

「逃げ足も才能のうち……。今まではそれに気付く機会もなかったろうが、あの小こ童わつぱの天分は、存外闘いよりも逃げ足にある。これは将来に対する、禍か根こんを残したかものう……。ベルファルドの陣じん営えいが強うなり過ぎては、イツマが苦労するわい」

「イツマとて、そこまで無能ではありますまい」

　これにはエドも抗議した。

「私の孫を、見み縊くびらないでいただきたい」

「ほ……これは悪かった」

「私はバァム提督が生き延のびてくれて、むしろよかったと思います」

「ほう……」

　老タイラーは意外そうな面おも持もちで、孫を見た。

「何な故ぜじゃ？」

「敵味方を問わず、逸いつ材ざいは多いほど宜よろしいのではないでしょうか？」

「うむ。そうかも知れぬのう……。しかし、それにしても口くち惜おしいわい。十年前のワシなら、確実に仕留めておったがのう……」

「閣下、どうかお休みください」

　主治医が言った。

「血圧と脈みやく搏はくが、再び上昇しております」

「ふ……。たかだか十分そこらの戦闘で息切れするとは、ワシも墜おちたものよ」

「年齢を考えれば、驚きよう異いの体力です。それと、精神力、集中力も──」

「よし。一時間、交こう替たいじゃ」

　エドを見上げ、委い託たくするタイラー。その腕に新たに一本、点てん滴てきの管くだが追加された。

「大たい過かなく凌しのげよ、エド」

「はい」

　頷うなずく。

「あなたの名采さい配はいを、反ほ古ごにしない程度には……」




「どうにか一段落、つきましたね」

　再び重苦しい膠こう着ちやく状態に戻った戦線を眺ながめつつ、バトラー艦長が呟つぶやく。

「それにしても、嵐のような猛攻でしたな……。心底恐ろしい。戦場でこれほど戦せん慄りつしたのは、初めてです」

「僕もだ」

　とベルファルド。

「御おん大たい……最後はお情なさけで退ひいてくれたな。それとも余よ裕ゆうか……。残存戦力比は？」

「はい」

　女性オペレーターが報告する。

「我が艦隊が六十七％、タイラー艦隊は八十一％です」

「だいぶ劣勢に追い込まれたな……。気の毒だが、バァム専務は左さ遷せんだ。販はん促そく部次長……あたりかな？」

「しかし、彼だけでも生き残ってくれたのは幸さいわいです」

「ああ。バックアップした甲か斐いもあったよ。これでまたひとつ、彼は確実に強くなる。十年待たず、銀河は彼の独どく壇だん場じようになるぞ……」

「社長の時代じゃないんですか？」

　些いささか不服そうに、エッソが言った。

「噓うそでもいいから、そう言ってくださいよ」

「そう簡単には、いかない」

　と、モニターを見る。

「あの人がそうは、させてくれない……」




　息苦しいまでの対たい峙じの中、一時間が流れた。

　再び、ゆっくりとではあるが機が熟じゆくし始める。パワーを示すインジケーターに、砂時計のように戦意が溜たまってゆくのを、嫌いやでも感じない訳わけにはいかない。

「今度はあの人から、仕掛けてくるな」

　と、ベルファルドは呟つぶやいた。

「十四％のビハインド……なんとかしないとな」

「社長……」

　心細げに、エッソは彼を見た。

「大だい丈じよう夫ぶだ、常務」

　ベルファルドの、笑み。

「僕を信じてくれ」

「そりゃ、信じてます！」

「そうか……。なら──」

「私も──」

　と、バトラー艦長。

「みなさん」

　張り詰めたブリッジの空気を和やわらげたのは、ハルミIVであった。

「コーヒーが入りました」

　カートで、樹じゆ脂し製のコップに入ったコーヒーを配くばって回る。笑顔も一いつ緒しよだ。

「どうぞ」

　ベルファルドにも差し出される。

「ありがとう……」

　笑顔で受け取った。どれほど救われたか計はかり知れない。

「艦長も、どうぞ。常務は、ミルクたっぷりに、お砂さ糖とう二つ……でしたわね」

「よく覚えていますね」

　感心するエッソ。

「一度言っただけなのに──」

「あたし、一度覚えたことは、忘れないんです」

「素晴らしい。でも、ごめんなさい。今日はブラックでいただきます」

　とエッソ。
















「今は、ミルクや砂糖の気分じゃないんです。それに、いつまでも子供じゃありませんし……」

「子供……か」

　ベルファルドが呟つぶやいた。そしてほろ苦にがいコーヒーを啜すする。

「子供……子供……。子供には子供の強み……。一度こっきりしか使えないけど、あの作戦を試ためしてみるか」

「あの作戦？」

　バトラー艦長が、ベルファルドを見る。

「うん。考えようによってはちょっぴり、卑ひ怯きようだけどね」

「戦場に卑怯はありません。企き業ぎようにも──」

「それに、選えり好みできる状況でもないですよ」

　エッソが言った。

「それでいきましょう、社長！」

「おいおい。まだ説明もしてないよ」

「説明アカウントは必要ありません」

　艦長は微笑ほほえんだ。

「信望ある企業のトップに、アカウンタビリティーは必ずしも必要ないと思います。レスポンシビリティーは必要ですけどね。それが信しん頼らいというものです」

「無責任にも二種類あるか……」

　ベルファルドは呟いた。

「よし、やろう」

　ベルファルドは、ハルミIVの方を向いた。

「ハルミくん。籤くじを作ってくれないか」

「籤？　籤引きの、籤ですか？」

「ああ、阿あ弥み陀だでも紙こ縒よりでもマッチ棒でも、方法はなんでもいい。任まかせる。ただし、少々大量に必要だけどね」

「大量に？」

　瞬まばたきするハルミIV。

「なにせ、艦隊全員に引かせるんだからね、公平を期すために──」

「全員？」

「そう。全員、二人に一人の割で、決めなきゃいけない」

「だったら──」

　ハルミIVは言った。

「ジャンケンでよろしいのではありませんか？」

「ああ、そうか……そうだった」

　思い出したように、苦笑するベルファルド。

「僕も案外、疲れているようだね」

「無理もありません。中断があったとはいえ、あれだけの緊きん張ちようの連続に加えて、阿あ修しゆ羅らのように奮ふん戦せんなさったのですもの……」

「ありがとう」

「そんな……。あたしは、ただ……」

「艦隊総員、手近な者とペアを組め」

　ベルファルドは命じた。

「公平に、ジャンケンするように。勝った者が、先組、負けた者は後組だ」

「先組？　後組？　それは何です？」

「教えない」

　悪戯いたずらっぽく笑う、ベルファルド。

「それから──」

　と、さらに微笑んで、ベルファルドは言った。

「後出しは、なしだよ」










　第六十五章　敵は睡すい魔ま




「ベルファルド艦隊が、再び前に出て来ます」

　との報告に、

「ほっ、性しよう懲こりもない奴やつじゃ」

　と、老タイラーは何な故ぜか嬉うれしそうに笑った。

「それとも、何か秘策があってのことかな」

「秘策？　あの短時間にですか」

　エドが訝いぶかる。

「絶ぜつ妙みようの作戦に、時間はほとんど関係ない」

　と、タイラー。

「むしろ時間をかけるほど、愚ぐ策さくになる可能性が高い。今にして思えばワシの現げん役えき時代……いや、今も現役か。ワシの若い頃ころ、絶妙の作戦ほど、瞬しゆん時じに思い付いたものじゃ。妙案というよりは思い付き、いや、閃ひらめきに近いものであったと記憶しておる。だから、この短い間にベルファルドが再び討うって出たということは、何か閃ひらめいたということじゃ、ゆめ、油ゆ断だんしてはならんぞ」

「それは重々……。ですが、劣勢を一いつ挙きよに挽ばん回かいしようと、策もないのに出て来たのかも知れませんよ。つまり、自じ暴ぼう自じ棄きということですが──」

「その可能性も、皆かい無むとは言わんよ。じゃが、自や棄けだったとしたらむしろ、その方が怖こわい。追い詰められた我が武む者しや羅らな敵ほど恐ろしいものはない。まあ、そこまではないと思っているがね。あやつもワシのコピーなら、もう少しいい加か減げんに、窮きゆう地ちをいなしてくれるはずじゃ」

「あなたもそうだったのですか？」

「あまり自分の祖父を、過大評価せんことじゃ。それで潰つぶれるほどのプレッシャーを、ワシは誰だれにもかけたくない……」

「種たね明あかしも、ほどほどに願います」

　やんわりと祖父を制しながら、エド。

「今さら伝説を崩くずして何になるというのです？」

「誰でもない、自分でやるのじゃ。構かまうまい？」

「いえ。タイラー伝説は、既すでに銀河の共有財産です。あなた一人のものではありません」

「おまえも言うようになったのう……」

　老人は安あん堵どしたかのように呟つぶやく。

「エドよ、どうやら次の長老は、おまえじゃな」

「まだ先のことです」

　エドは曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

「なろうことなら、私は永遠に長老などには、なりたくもありません」




「さあて、そろそろ始めるか」

　とベルファルド。

「先組と後組、分ぶん担たんは決まったかな？」

「決まったようです」

　とバトラー艦長。

「私は社長と同じ、先組です」

「そうか。君もか……」

　昔からジャンケンには強い、ベルファルドである。

「でも、この作戦に限っては、後組の方がより重要かも知れないぞ。何しろ先組は、決定的瞬間には意識がないのだからね」

「覚かく悟ごしております」

　と艦長。

「私は社長の決定に、総すべてを委ゆだねて悔くいはありません」

「君とジャンケンした後組は？」

「私です」

　と、まだ若い士官が名乗り出た。

「『耳みみ成なし』の副長、タン・ホンロンです」

「そうか。じゃあ君が、エッソのパートナーということになるね」

　横目でエッソを見ながら、ベルファルドは言った。

「責任重大ですね」

　と、緊きん張ちようしながらエッソ。彼はベルファルドとのジャンケンに負けたのだ。

「作戦の概がい要ようは、このメモに書いておいた」

　と、自みずから手書きしたメモを、エッソの胸ポケットに入れながら、ベルファルドは言った。

「頼たのむぞ」

「任まかせてください……と言いたいところですが、プレッシャーに胸が潰つぶれそうですよ。僕はとても、社長のような大器ではありません。痛つう感かんします……」

「僕だって、社長の器うつわでなどあるものか」

　勇気づけるようにベルファルド。

「とにかく、君を信じる」

「失礼します」

　無む針しん注射器を手にした看かん護ご婦ふ姿のハルミIVが現れて、エッソの腕を捲まくった。

「ちょっとの間だけ、我が慢まんしてくださいね、常務」

「大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね……」

　とドキドキしながら、エッソ。

「ご安心ください」

　微笑ほほえむハルミIV。

「二時間だけ仮か死し状態になる薬です。心臓も呼吸も停止しますが、蘇そ生せい率りつは百％です。副作用もありませんわ」

「なんか……怖いな」

「必ず生き返るから大丈夫だよ」

　とベルファルド。

「後組の方がおいしいんだぞ。君の初采さい配はい、僕は見られないけど期待しているよ」

「蘇生は完かん璧ぺきでも、ロミオとジュリエットみたいに死んでる間の手違いから、生き返ったら悲ひ惨さんなことになっていないとも限らないでしょう？」

　注射に顔をしかめながら、エッソ。無針注射器なので痛みはないはずだ。

「そうならないように、僕が努力する」

「それを聞いて……安心──」

　台詞せりふの途中でくたっとなった直後、既すでにエッソの意識はなかった。

「呼吸、脈みやく搏はく……停止。瞳どう孔こう反射、ありません」

「もう死んだか……」

　とベルファルド。

「聞きしに勝まさる、速効性だなあ……。それにしても、なんて幸せそうな『死に顔』なんだ。まるで眠っているようじゃないか」

　同じことが艦隊のあらゆる場所で行われ、ベルファルド艦隊の二人に一人は仮死状態に──。

「さて……と」

　タイラー艦隊に向き直る、ベルファルド。表情が一変した。

「始めるぞ、艦長」

「はい」

　バトラー艦長が、頷うなずく。彼の傍かたわらには、エッソと同じく仮死状態になったタン副長が寝かされている。

「先組は、責任重大ですなあ……。おまけに、いい転と機きに居い合あわせられない……」

「なあに、苦労は後組も同じさ」

　微笑むベルファルド。

「社長……」

「ん？」

「私は正しよう直じき、あなたをここまでの人だとは、思っていなかった」

「よしてくれ」

　面おも映はゆいベルファルド。

「買い被かぶりでなかったとしたら、気のせいだよ」

「あなたには、自分一人が目立とうという気持ちが微み塵じんもない」

　艦長は言った。

「あなたのパワーの源みなもとは、何なのです？」

「強しいて言うなら会社のため……かなあ」

　はぐらかすベルファルド。

「会社が少しでも大きくなって、社員の給料が上がればいいなあ……って、駄だ目めかな、こんな答じゃ？」

「いいと思います」

　バトラーは頷いた。

「そういう会社なら、終しゆう身しん雇こ用ようされてもいいかな。中ちゆう途と採用組が、こんなことを言うのはおかしいですか？」

「いいと思うよ」

　ベルファルドはモニターに映うつるタイラー艦隊の旗き艦かんに向き直った。

「会社や組そ織しきといった共同体への期待が幻げん想そうでなく、夢だった時代に間に合わなかった悔くやしさは、自みずから新しい形態の会社を興おこすことで解決してみせる。それでいいですね、ジャスティ大おおお祖じ父いさん……」




「射程に入ります」

「何が望みだ、ベルファルド……」

　老人は呟つぶやく。

「どうして欲しい？　どのような形であれ、おまえの望むような戦せん闘とう方法で、受けてやろう。さあ、来るがいい」

「再び血圧、心しん拍ぱく数すう安定……」

　主治医は首を傾かしげるばかりだ。

「どうなっているのだ？　この人の体は──」

　戦闘状態に突とつ入にゆうした時の方が、調子がいいのである。

「血中アドレナリン濃度と脳内のエンドルフィン分泌量だけでは、到とう底てい説明できないレベルだ……」

「人体もひとつの宇宙……神しん秘ぴじゃよ」

　と、他ひ人と事ごとのように笑うタイラー。

「敵艦隊が、ミサイルを発射！」

　オペレーターが叫さけんだ。

「ミサイル？　光こう子し魚ぎよ雷らいではなく？」

　エドが怪け訝げんそうにモニターを見上げた。

「何を考えている……」

　早くも発射されたミサイルが炸さく裂れつし、濃密な電でん磁じ波は攪かく乱らん物質を張り巡めぐらせる。一種の煙えん幕まく効果のようなものだ。

「レーダーを殺すつもりか……」

　とエド。

「だが、条件は双方同じだぞ」

　揺らぎ始めたモニタースクリーンを凝ぎよう視ししながら、エドは呟いた。

「これではそちらも何も見えまい!?」

「電波攪乱幕の間から、ミサイルの第二波が──!?」

　女性オペレーターの絶ぜつ叫きよう。

「それが狙ねらいじゃ」

　と、老タイラーがボソッと呟いた。

「迎げい撃げき……不能か」

「命中します！」

　艦隊の先頭にいた何隻せきかに、ミサイルが命中する。鋭するどく尖とがった弾頭が装そう甲こう板ばんを突き破って飛び込んだ。だが、炸さく裂れつはしない。

「不発弾か……」

　ほっと安あん堵どしたのも束つかの間ま。

「違うな」

　と、タイラー。

「エド、旗き艦かんを退さげろ。ここにいては巻き込まれる……」

「は──!?」

　エドにはまだ、事態が吞のみ込めない。

「いいから退げろ」

「……わかりました」

　その一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのせいで、初動のタイミングが決定的に遅れたことは否いなめない。

「不発弾ではありません!!」

　通信担当の士官から、驚おどろくべき報告がもたらされたのは、数分後であった。電波状じよう況きようと戦場での混乱を考こう慮りよに入れれば、これでも早いと言わざるを得ない。

「神経系のガスが充じゆう塡てんされていました！」

「致ち死し性せいか？」

　タイラーは咄とつ嗟さに、それだけ問うた。

「いえ……現在分ぶん析せき中」

　結果が出たのは、さらに三十秒後であった。

「出ました。催さい眠みんガス。おそらくはＳ─12系でしょう。ベルファルド・コーポレーションでは一時、軍の委い託たくで量産していましたから──」

「だろうな……」

　タイラーは安堵したように頷うなずいた。

「ベルファルドが、そんな非人道的な兵器を使うはずがない……」

「ですが、その気になれば殺せるということでは同じです」

「同じではない！」

　タイラーは断だん乎ことして叫んだ。

「同じであるものか……。じゃが、まあこちらも同じ手でお返しするのが、礼儀というものじゃろう。エド」

「わかっています」

　次期家長たる孫は畏かしこまった。

「同じ催眠ガス入りのミサイルで、報復するのですな」

「さすがじゃ。ベルファルドの奴やつも、おそらくはそれがわかって仕掛けてきたはずじゃからな。致死性ガスを使わなかったのは、何よりの証しよう拠こ……。じゃが妙みように引っ掛かるのう。この胸むな騒さわぎは、なんじゃ？」

　電波もろくに届とどかないレーダー・ブラインド空間の中で、双方催眠ガス入りミサイルによる、壮そう絶ぜつな報復合戦となった。

「何か、乗せられたような気もするのう……」

「ブリッジ直下に被ひ弾だん!!」

　当然、双方の旗艦にもミサイルは命中する。

　濃密に散さん布ぷされた攪乱剤の効果によりレーダーが死に、文字通り鼻をつままれてもわからない『闇やみ』の中である。もしかするとその命中弾は、味方の発射したミサイルによるものかも知れなかった。それほどの乱戦だった。

「まさか……」

　催眠ガスが充満し、薄れゆく意識の中で、タイラーはふと思った。

「ベルファルドめ、まさかわざと相あい討うち状態に──!?」

　が、速効性の催眠ガスは彼の老おいてなお盛さかんな脳細胞に、それ以上の思考を赦ゆるさなかった。




　まったく同じ頃、ベルファルドの乗る旗艦『耳みみ成なし』もまた、催眠ガス入りのミサイルに被弾していた。

「頼たのむぞ……」

　朦もう朧ろうとした意識の中、ベルファルドは傍かたわらで仮か死し状態のエッソを見た。

「後は任まかせたエッソ……いや、ケーゼギンク常務……」

　それきり、彼の意識は混こん濁だくする。

　その直後、乱戦状態のまま、双方の艦隊の機能は完全に喪そう失しつした。

　双方、ただの一艦も、催眠ガスによる被害を免まぬかれなかったのである。

　両艦隊の総員は、ひたすら昏こん々こんと眠り続けた。全まつたき静せい寂じやくだけが、辺あたりを支配した。




「ここは……」

　蘇そ生せいし、上半身を起こしたエッソは、まずここが『この世』であることを確認した。

「よかった。どうやら死んではいないらしい」

　ふと傍らを見ると、ベルファルドが昏こん睡すい状態で倒れている。その横にはバトラー艦長の同様な姿もあった。だが、彼と同じく予あらかじめ薬で仮死状態にあった『後組』の連中は、続々と蘇生しつつあった。呼吸も停止していたので、催眠ガスが艦内に充満した時にも、吸すわずに済すんだのである。

「常務……？」

　立ち上がったタン副長が、首を振りながら言った。

「どうやらうまく、生き返れたようですね」

「本当に生き返れるかどうかは、これからだよ」

　とエッソ。

「社長は？」

「起こしても無む駄だだ。Ｓ─12系催眠ガスの効果は最低でも六時間は続く。なにしろ製造時、品質管理の責任者は僕だったからね。間ま違ちがいないよ」

　それに対して仮死状態にする注射の持続時間は個人差もあるが二時間前後、つまり四時間のタイムラグが勝負だった。

「御ご指し示じを願います、常務」

「うん……」

　エッソは眠っているベルファルドの体に、そっと毛もう布ふを掛けてから、胸ポケットに挿さし込まれていたメモを取り出した。二つ折りになっていたそれに、ざっと目を通す。

「社長……あなたという人は──」

　思わず絶句してしまう、エッソであった。

「僕はあなたの部下になれて、嬉うれしい……」

「常務……」

「うん」

　我われに返る、代表取とり締しまり役常務エッソ・ケーゼギンク。弱じやつ冠かん十五歳。

「これよりベルファルド社長の、命令を伝える。なお、社長の代行は不ふ肖しよう、このエッソ・ケーゼギンクが務つとめさせてもらうが、私の命令は一いち言ごん一いつ句く、社長による命令である。心して聞くように」

「なかなか、決まってますよ」

　と、タン副長。

「さあ、いっちょやりましょうか、ケーゼギンク社長代行」

「ああ、タン副長……じゃないタン艦長代行」

　二人は停止していた艦のジェネレーターを起動させた。

　ベルファルド艦隊の艦ふねが、あちらで一隻せき、こちらで一隻と、息を吹き返してゆく。

「電波攪かく乱らん剤の効果は、ほぼ消滅しています」

　と、オペレーター席から、若い女性の声。

「ハルミさん……」

　驚おどろいたように、ハルミIVを見るエッソ。

「あなたも後組だったんですか？」

「いいえ」

　静かに首を振るハルミIV。

「あたしは両方です」

「両方？」

「ええ、実は──」

『ずっと呼吸を停めていましたから……』

　と言い掛けて、ハルミIVは口くち籠ごもった。自分が精せい巧こうに造つくられたアンドロイドだということを知らせることが、何な故ぜか躊躇ためらわれた。

　それよりもエッソの驚きは、別のところにある。

「あなたは、オペレーターもできるんですか。てっきり看護婦だとばかり……」

「ええ。あたしの初期設定には、ちゃんとオペレーター機能も搭とう載さいされていますから」

「ははは、戦略機種のパソコンじゃあるまいし」

「いえ……その、ちゃんと訓練を受けていた、という意味ですわ」

「人は見掛けによらないね。とにかく頼たのむよ。さて……」

　実のところエッソは自分に振られた重責のことで頭が一杯で、ハルミIVに突っ込むどころではなかった。

「社長の命令を実行に移すぞ。まずは──」

　メモを拡ひろげ、再び目を通した。

「この宙ちゆう域いきから、離り脱だつする！」




　目を醒さましたタイラー艦隊の将兵は、自分たちの置かれている状じよう況きようを知るや、愕がく然ぜんとなった。

「敵艦隊が……いつの間にか有利なポジションに着つけている！」

　整然と隊列を整ととのえ、いつでも全力で突撃可能な態勢で、ベルファルド艦隊が自分たちを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているのだ。

　それに対してタイラー艦隊といえば、数の上でこそやや上回ってはいるものの、戦闘態勢は整わず、隊列はおろか、艦の向きまでてんでんばらばらである。

　今、ここを狙われたらひとたまりもない。

　いや、それどころか──

　さらに驚きよう愕がくすべき事実が、彼らを打ちのめした。

「もし……奴やつらが、わざわざ隊列を整えるまでもなく我われ々われの眠っている間に襲おそってきていたら、今いま頃ごろ艦隊は──」

　全滅。それも一方的に……。なのにわざわざ、回りくどい方法で、無用の流血を避けたことは明白であった。

　そのことに気付いた時、彼らは皆、立ち上がれないほどの精神的ダメージを受けた。

「我々の負け……いや、完敗だ」

「負けたどころか、さっきまで殺し合っていた敵に、情なさけすらかけられた……」

　実に計はかり知れない衝しよう撃げきであった。




「勝ったな……どうやら」

　目め醒ざめたベルファルドは、ハルミIVの淹いれてくれたコーヒーを啜すすりながら『作戦通り』の結果を前に、満足そうに頷うなずいた。

「一度こっきりしか使えない作戦だったが、どうやらうまくいったようだ。エッソ、よくやったぞ」

「そんな……」

　エッソは照てれた。

「社長のメモ通りにやっただけです。僕の独創性は、ゼロですよ」

「言われたことをきちんとできるのも、企き業ぎよう人じんとしての資質だぞ」

　とベルファルド。

「君に重責を押し付けたりして、済まなかったな……」

「いえ……」

　これでエッソも自信を付け、経営陣じんの一角として飛ひ躍やく的に伸びるだろうとベルファルドは思った。本来なら彼が後組に回って直ちよく截せつ陣頭指し揮きを執とるべきだったろうが、いつもいつもワンマンでは、後こう継けい者しやが育たない。トップ一人が死ねば残された者が路ろ頭とうに迷まようようでは駄だ目めなのだ。後継者の育成は、結局のところトップそのものをも延命させるという効果もある。

　ベルファルドはそのことを、誰に教えられるまでもなく学び取っていた。

「敵艦隊との通信を開いてくれ」

「はい」

　ハルミIVが頷いた。すっかりメインオペレーターの座を奪うばってしまっている。実際、仕事をさせてみると彼女は誰よりも有能であった。彼女の絶ぜつ妙みようのアシストがなければ、エッソもこれほど早く、自分に割り振られた仕事を完かん遂すいできなかったであろう。

「通信、開きます」

「よし」

　マイクを取り上げる、ベルファルド。

「惑わく星せい連合宇宙軍、タイラー艦隊の将兵諸君に告ぐ。我われ々われに、これ以上の敵意がないことも、これ以上の戦いが無む駄だであることも、わかってくれたと思う」

　それを聞いた敵の誰だれ一人として、ぐうの音ねもなかった。

「今日のところはどうかこのままおとなしく、引き上げてくれないか」

　あくまでも下した手てに、懇こん願がんする。

「君たちがこの宙域を出るまで、我々は一いつ切さい攻撃をしないと約束する」

　もし攻撃するつもりなら、とっくの昔にそうしていたことは明白であるから、ベルファルドの言葉には説せつ得とく力がある。

「それでも君たちが、なお戦闘を続行したいというのであればもちろん受けて立つ。だが、既すでに勝負はついていると思うが、どうだろう？　また、一いつ旦たん君たちの領土まで撤てつ退たいした後、艦隊を再編成するなり、増援を仰あおぐなりして、捲けん土ど重ちよう来らいを期したいというのであれば、もちろんそれも諸君らの自由だ。だが、もしできるなら、我々の真意をわかって欲しい。我我は、殺し合うことが目的ではないのだということを。ただ、会社法人でありながら、汎はん銀ぎん河が共和国から完全な自じ治ち権を持って、独立したいだけなのだ。我々の独立を認めた上で、正式な国交を──」

『笑わせよるわい！』

　不意に枯かれた声が割って入った。

『笑しよう止し千せん万ばんとは、このことじゃのう……』

「タイラー翁おう!?」

　ベルファルドが叫さけんだ。

「何な故ぜ、私の想おもいを、わかってくださらないのです!?　元はと言えば、あなたも望んだことではありませんか！」

『片腹痛いわ！　おまえはそれで、勝ったつもりか!?』

「お言葉ですが、完勝ですよ。そりゃ、卑ひ怯きような手だったかも知れませんが、とにかくあなたに勝ちましたよ、違いますか？」

『ふふふ……言うたの。その舌したの根も乾かわかないうちに、後こう悔かいさせてやるぞ。ワシが今、どこからこの通信を送っておると思う？』

「え……!?」

『背中を見ろ、ベルファルド。自分の背中をのう……』

「社長！」

　ハルミIVの絶ぜつ叫きよう。

「本艦の真後ろ……あの戦艦は……。味方識別信号を出していません！」

「げえっ!!」

　叫さけんだのはバトラー艦長である。

「あんな艦ふねが、いつの間に、紛まぎれ込んで……」

　タイラーの乗る旗き艦かん『蝦え夷ぞ』は、ベルファルドの『耳みみ成なし』の後方に、ピッタリと張り付いていた。しかも前方に指し向こう可能な全砲門が、発射準備を整ととのえて『耳成』を狙ねらっている。

「あ……ああ……」

　ベルファルドの全身から、力が抜けた。

「どうして──」

『おまえごときの考え、わからいでか』

　と、タイラーはどこまでも冷れい徹てつに言った。

『誰の肋ろつ骨こつから生まれたと思うておる』

「くっ……」

　これでは一いつ挙きよに、形勢逆転である。

『おまえが乗組員の半分を予あらかじめ眠らせておいてから催さい眠みんガスを使うことはわかっておったのじゃ。ワシはそんな無駄はしない。眠らない艦は、一隻だけいればよい。まだまだ修しゆ行ぎようが足たりんのう。そんなことでは、とても一国一城の主あるじにはなれんぞ』

「まだ……まだです」

　唇くちびるを嚙かむベルファルド。

「あなたがそう簡単に乗り越こえられる人じゃないことくらい、わかっていた。だけど、だけど、あなたを倒さないことには、僕は一歩も前に進めないんだ！」

「社長……」

　エッソは声を掛けかねた。ハルミIVでさえそうであった。

　こんなに激しいベルファルドを見るのは初めてだ。

「いい加か減げんにしろ！」

　ベルファルドの、おそらくは生まれて初めての本ほん音ねによる激げき白はくであろう。

「気き紛まぐれに僕を造っただけじゃ気が済まないのか!?　じじい！　いい加減で僕の滑かつ走そう路ろに立ちはだかるのはやめろ！　このくたばり損ぞこない!!　僕の……僕の、邪じや魔まをするな!!」

『ふう……』

　タイラーは舌を巻いた。

『初めて心の底を見せよったのう……しかし、そこまで言うか……』

「さっきの言葉、そっくり返してやろう」

　ベルファルドは別人の表情で言った。

「それで勝ったつもりか！　この僕に勝とうなどと、百年早……いや、百年遅い!!」

『ほ……』

「もうあんたの時代じゃないってことを、思い知らせてやる」

『ようやくエンジン全開になったか……』

　と、むしろ望むところだとでも言いたげに老人は微笑ほほえむ。

『もう、敢あえて流血を避けるなどという生なま温ぬるいことはすまいな』

「ああ。だが、あんたの息の根だけは絶対に止める！　僕にはそうする権利があるんだ」

『やっと……気付きよったか』

「もっと早く気付くべきだった。そうすりゃ、老骨のあんたにわざわざここまで御ご足そく労ろう願うこともなかった。僕が行ってやったのに──」

『社長は本気だ……』

　と、エッソは思った。

『きっとここから、本当の社長が、見られる。でも……見たくないな』

「バトラー艦長！」

「はい……」

「全速後退だ!!」

「全速……後退!?」

「ああ」

　悪魔の表情で、ベルファルド。

「『耳成』をあの老おいぼれの艦にぶつけてやれ。総員白はく兵へい戦用意だ。犠ぎ牲せいはお互たがい、最小限でいいだろう……」

「了りよう解かいしました！」

　雷かみなりに撃たれたようにバトラーは敬礼した。

「全速後退！　総員白兵戦用意!!」




「来るぞ！」

　と、老タイラーは集中治療装置付き提てい督とく椅い子すの上から叫さけんだ。

「総員、衝しよう撃げきに備そなえろ!!」

「そんなことよりあなたが──」

　身を呈ていし、懸けん命めいにタイラーの椅子を支ささえんとするエド。

「ふ……ここからが本当の勝負じゃ。ベルファルドは狂戦士バーサーカーモードに入りよった。今まで誰も見たことのない、パワー全開で来るぞ。もうワシの力では、抗し切れんかも知れん。しかし、しかし……相手にとって不足は──」

　直後──

　凄すさまじいまでの衝撃が、ブリッジにいた全員を床ゆかに打ち倒した。










　第六十六章　敵は憎にくしみ




　おそらく──、

　イーサン・ベルファルドがその生しよう涯がいにおいて『キレた』ことは、皆かい無むとは言わないまでも、数えるほどしかなかったはずだ。

　断定はできないがたぶん、片手で数えられる程度だろう。だがその数少ない『ブチキレ』状態の中でも、今回が最大にしておそらくは最悪のものであろうと、断言してもいい。

　それだけは確かだと、エッソは思った。

『社長が、これほど激情を露あらわにするなんて……。例の裁判の時だって、熱くはなっていたけれど、どこか冷静で、決して理性を失うことはなかったのに──』

　正しよう直じき、いま目まの当たりにするベルファルドはまるきり別人のようで、怖こわい。しかしその一方で、エッソは奇き妙みように感激してもいた。

「あの温おん厚こうを絵に描かいたような社長でも、キレることはあったんだ。いや、それよりも、社長をここまで熱くすることのできる漢おとこが、まだ銀ぎん河がにはいたんだなあ……」

　それを思えば、自おのずと興こう奮ふんする。いま、自分は確実に、その歴史的瞬しゆん間かんに参さん画かくしているのだ、と──。

「エッソ……」

　そんな心の衷うちを見み透すかしてか、ベルファルドは白はく兵へい戦用のヘルメットを被かぶりながら、呟つぶやくように言った。

「これから見ることで、僕を軽けい蔑べつするならしてもいいぞ。僕は生まれて初めて、明白な殺意をもって人を葬ほうむり去ろうとしている。自分でも、どうしようもない」

「誰だれが……」

　エッソは咳せき込むような声で返した。

「誰が、あなたを軽蔑するものですか。僕にも、手伝わせてください。社長の罪は、社員の罪……。僕が半分被りますよ」

「君ごときに半分も被れるものか！」

　と、ヘルメットの透明バイザー越ごしに、ベルファルド。

「だが……その気持ちは嬉うれしい」

「確実にやりましょう」

　とエッソ。

「気を楽にもって。どうせそう先の長くない老人一人を始末するだけです。もう相手は、充分に長く生きてますよ。いや、長く生き過ぎてる。生き残る権利は、我われ々われにある」

「理り屈くつではな」

　とベルファルド。

「だが、これが一ひと筋すじ縄なわではいかないときている。まさに海うみ千せん山やま千せんだ」

「社長だって、一筋縄ではいきませんよ。足たりないのは、経験だけです。いえ、苦労だけなら、あの人の何千何百倍も苦労しています。少なくとも、僕はそう思いますね」

「ありがとう、エッソ……。装そう甲こう服ふくを着るんだ。何が起こるか、わからないよ」

「この状じよう況きよう下かで、装甲服が命を保証してくれるとは思いませんね」

　微笑ほほえみながら、エッソ。

「僕だって、ジャスティ・ウエキ・タイラーがどれほどの強運に包つつまれた化ばけ物かというくらいは、知っていますよ。でも、これだけは言える……。僕は社長の下で働けて、幸せでした。仮にここで潰ついえるとしても、微み塵じんも悔くいはありませんよ。本当です」

「その言葉、微塵も疑いはしない……」

　唇くちびるを嚙かむベルファルド。

「だけど、もう君を危あぶない目に遭あわせたりはしないと……約束する！」

「その冷静さがあれば、大だい丈じよう夫ぶですね」

　エッソは安あん堵どした。

「心から我われを忘れている訳わけではないらしい……。安心しましたよ」

「生なま意い気きな奴やつめ」

　と、ベルファルド。

「前から言おうと思っていたんだ。君は有能だが生意気だ、エッソ」

「僕もそう思いますね」

　微笑むエッソ。

「自分ならこんな部下、どんなに有能でも絶対雇やといませんもの──」

　衝しよう突とつで半分圧あつ壊かいしていたブリッジ前方の隔かく壁へきが、不意に白熱した。

「来たぞ！」

　バトラー艦長が叫さけんだ。

「隔壁をトーチで破って突っ込んで来る気だ……」

「なんと対応が早い!!」

　仰ぎよう天てんする副長タン・ホンロン。

「こちらから仕掛けたのに、白兵戦の先せん手てを取られるとは──」

「さすがはタイラーだよ」

　ベルファルドは嗤わらった。

「そうこなくちゃな……。相手にとって不足は──」

「なさ過ぎる！」

　とバトラー。

「ともかく、銃を!!」

「艦長、人を撃うったことは？」

　ベルファルドが尋たずねる。

「ありません」

　艦長はかぶりを振った。

「直ちよく截せつに、目に見える敵を撃ったことは、まだ……」

「僕もだ」

　とベルファルド。生まれて初めて手にするアサルトビームガンの安全装置を解かい除じよした。

「少なくとも一年前までは、たぶん……一生、人など撃つことはないと思っていたんだがなあ……」

「誰もが手を汚よごさなければならない時代が、また来たんですよ」

　とホンロン副長。

「不幸だとは思いませんね。社長……あなたの下でならば──」

　臨りん界かい圧力に達した隔壁が弾はじけ飛び、完全武装の兵士が雪な崩だれ込んで来た。

　さっきまで『職場』であったブリッジで、銃撃戦が始まった。




『予想もつかないことになりました！』

　と、アナウンサーの声が大おお袈げ裟さに絶ぜつ叫きようする。

『勝利は、イーサン・ベルファルド社長率ひきいる『会社』側に微笑ほほえむかに見えましたが、さすがは希き代だいの戦いくさ巧こう者しやジャスティ・ウエキ・タイラー、一いつ瞬しゆんの機転で、ベルファルドの乗る旗き艦かんのバックを取っておりました！　かつては銀河を統一し、颱たい宙ちゆうジェーンの脅きよう威いを退しりぞけた伝説の老ろう雄ゆう、伊だ達てに齢としは取っておりません。まさに生ける奇き跡せき！　いや、実際、彼に関してはまだ生きていること自体が驚きよう異いであります!!　それに対し、ベルファルド社長は自みずからの旗艦を、タイラー提てい督とく──敢あえて敬意をもってそう呼ばせていただきます──タイラー提督の乗る旗艦にぶつけてまいりました。刺し違え覚かく悟ごの白兵戦であります!!　かつて、これほど壮そう絶ぜつな一いつ騎き討うちがあったでしょうか!?』

「あったさ」

　と、スピーカーから漏もれ聞こえる実じつ況きよう放送を聞きながら、カツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニアは呟つぶやいた。

「昔は、そう、ざらにあったね」

　モニターを、喰くい入るように覗のぞき込むかつての銀河番長カツヤ。

「親おや父じ……負けるなよ。俺がついてるぜ」

　祈いのるように言った。

「いくら、自分のコピーだからってよ……。あんたが負けるなんて、赦ゆるされねえんだぜ」

『全まつたく、予断を赦さない闘たたかいになってまいりました。まさしく死闘、これぞ死闘！　私どもは、この歴史的瞬間を皆様にお伝えできる栄えい誉よに浴せる幸せを、痛い程ほど感じております……。どこまでお伝えできるかわかりませんが、最後の最後まで、余あまさず中継したいと思います。ですが、ここでちょっとスポンサーからのお報しらせを──。こちらはチャンネル22のシフト４、バイアス２、ゴアテレビ、実況担当は私、ブルース・スウェインがお送り致いたしております。では、ひとまず……』

『♪の～びるのびる、ぐんぐんのびる。どこまでのびる、ぎんがだろう』

　少年少女合唱団による妙みように間ま延のびしたＣＭソングが、白熱した実況に取って替かわった。

『墜おちない戦闘機から落ちない口紅まで、銀河の明日を開くタイラー財団が、あなたの未来も拓ひらきます』

　皮肉としか思えない。

「おい、ブルース」

　今ではＡＤからチーフに昇しよう格かくしたディレクターのフジキが、アルカリ飲料で喋しやべりっ放ぱなしの喉のどを潤うるおすスウェインの肩を叩たたいた。

「スポンサーのお赦しが出た。次のパートからＣＭなし！　いけるとこまでノンストップだ!!」

「そいつは凄すごい！　凄いが……もちろんそれだけじゃないんだろ？」

「よくわかるな」

「あんたの性格は見抜いたよ、フジキディレクター、いや、ケンゴ」

　微笑ほほえむスウェイン。

「今のあんたの表か情おは、編成局長にも内ない緒しよで、なにかをやらかそうってえ表情だ」

「わかってるじゃねえか」

　フジキも屈くつ託たくのない微笑みを返す。

「そうよ。実はな、小型機をチャーターした。高速の、よく回るやつだ」

「ほう。じゃあそいつにカメラを乗っけて、矢玉の飛び交かう近くから、迫はく真しんのレポートってえやつを、全銀河に向けて流そうって魂こん胆たんかい」

「おまえには、いちいち説明する手間が省はぶけて助かるよ」

　コンビを組んでまだ日も浅いが、ディレクター、ケンゴ・フジキとレポーター、ブルース・スウェインのコンビは、この半年足たらずの間に局長賞三回、月間放送協会会長賞二回という栄えい冠かんに輝かがやいている。もちろん、始末書のほうも数限りないが──。

「当然俺おれも、乗るんだろ？」

「ああ」

　頷うなずくフジキ。

「乗るのはおまえと、カメラマンのジャック、それに俺もだ」

「あんたまで……」

「いくら視聴率のためでも、部下にばかり危険は押し付けられんよ」

「実戦の最さ中なかだぞ」

　とスウェイン。

「いくら機体を目立つプレス・イエローに塗ぬってあっても、報道機関への戦闘行こう為いは建たて前まえ上御ご法はつ度とでも、流れ弾だまが飛んできたらそれっきりなんだぞ。兵士たちは気が立ってる。つい先週も、ＵＰＳの取材機が帝国の駆く逐ちく艦かんに撃げき墜ついされたばかりだ。公式発表じゃ敵攻撃機と誤ご認にんってことになってるけど、ありゃどう見てもわざとだ。腹はら癒いせに撃うたれたんだ。忘れたわけじゃあるまい？」

「わかってる……」

　フジキの表情は変わらない。

「それくらい、俺にもな。だが、ＵＰＳ機を撃った帝国軍兵士の弁護をする訳じゃないが、そいつは多分、当てるつもりはなかったんだと思うよ。報道機関は条約で安全が保証されているからって、いい気になって近付き過ぎたパイロットにも非はある。そいつはたぶん、大した考えもなしに傷付いた駆逐艦に近付いた。『戦いの爪つめ跡あと』とでもいった『画え』が録とりたかったんだろうな。まあ、捨すてカットだ。だが、負けてピリピリしていた奴やつらは、それがえらく気に障さわった。おどかして追っ払おうと思い、威い嚇かく半分、冗じよう談だん半分に撃った。だが、そういう時に限って、砲撃というのは当たるものでなあ……」

「状況分ぶん析せきはいいよ。俺一人ならともかく、あんたにまでもしものことがあったら、ただでさえつまらない銀河のテレビが、ますますつまらなくなっちまう。そうは思わんか？」

「それなら、大だい丈じよう夫ぶだ」

　フジキは胸を叩たたいた。

「チャーター機のパイロットは、とびきりいい腕だ。まず撃墜されることはないよ。そりゃ、戦場に絶対ってことはないが、少なくとも不運なＵＰＳ機のようなことにはならないと思う」

「そうかな……。俺は、自分の命が惜おしくて言ってるんじゃねえんだぜ。あんたの考えそのものには、大賛成なんだ。局長が止めても、後で始末書を山のように書かされても、な」

「わかってる……」

　ウインクするフジキ。

「全部言わせるな。だが、まあ、彼女の腕なら──」

「彼女!?」

　スウェインの瞳どう孔こうが一瞬、真しん円えんになった。

「女なのか、そいつ!?」

「そうよ、女よ！」

　不意に若い女のハスキーな声が、スウェインの背中をつかまえた。

「女で悪い!?」

　全身プレス・イエローのジャンプスーツを着て、左手に引っ掛けたこれも派は手でな黄色のヘルメットを肩に乗せた女が、刺すようにスウェインを睨にらんでいる。

「悪くはないが……」

　口くち籠ごもるスウェイン。

「言わせてもらえばあたい、もう戦場を、何度も飛んでるよ」

　明るいブラウンの髪をした女だった。まあ美人と言ってもよかろう。二十一か、二。若造りだとしても、二十五より上には見えない。

「まだ一度も、墜おとされたことないよ」

　見ればわかる。だが、スウェインはつい、

「今日かも知れない」

　と言ってしまった。

「怒らせたい？」

　彼女は試ためすように若いアナウンサーを見た。

「でもその時は、あんたも一いつ緒しよさ。だから怒らないよ」

　どう見てもスウェインの負けだった。話は決まった。

「エマ・リチャードソン」

　彼女は微笑んで、スウェインに握あく手しゆを求めた。

「実はあんたの、ファンなんだ。でも、今日でやめとこうかなって、ちょっと思った」

「俺は君のファンになったよ」

　握手を返すスウェイン。静電気でなく、手を触ふれた瞬間に流れるものがあった。

「おや？」

　手袋を外はずしたエマの左手薬指──彼女もスウェインも、ともに左利ききだった──に指輪の跡あとがあることを、彼は見み逃のがさなかった。

「残念、ミセスか……」

「バツイチよ、新品の」

　苦笑するエマ。

「三年ちょっと……。十八の時に結婚して、先週別れたの」

「これは失礼……」

　道理で指輪の跡が、まだ新しい訳だ。

「いいのよ」

　エマは全然気にしていない、という表情で──実際にはさておき──微笑んだ。笑うと、ちょっとはにかんだという感じになって、いい。少なくとも怒った表情よりは断然、いい。

「悪い人じゃなかったんだけどね……。『僕のことを思うなら、危険な場所を飛び回るのはやめてくれ』なんて言い出すから……。その身勝手が、赦ゆるせなかったのよ」

「僕が彼でも、同じことを言うかも知れない……」

「よしてよ！」

　エマはけたたましく笑った。

「もう……オトコってだから懲こりごり！」

　スウェインの脳のう裏りから、彼女に命を預けて飛ぶことへの懸け念ねんが噴ふっ飛んだ。

「実を言うとね、リチャードソンという名みよう字じも、別れた男の姓せいなの」

「じゃあ、なんで？」

「もう一年以上も別居してて、先週ようやく正式な離婚が『めでたく』成立したんだけど、それまでは書類の関係上、飛行事務局がお役所頭で、エマ・リチャードソンという『本名』じゃなきゃ、営業ライセンスを発行してくんないって言うの……。だからこの仕事を始めて一年半なんだけど、その間ずっとエマ・リチャードソン」

「旧姓に戻もどさないのかい？」

「戻してもいいんだけど、エマ・リチャードソンの看板なまえで、一年以上飛んじゃったからね」

　実にさばさばとした表情で、エマ。

「いきなり旧姓に戻しても、せっかくついてくれたお得意さんがまごつくだけでしょ。例たとえば、ケンゴちゃんみたいなね」

「そう」

　頷うなずくフジキ。

「ＡＤ時代から、ずっと乗ってる。もちろん初めて彼女に当たった時には、今のおまえと同じように思ったさ。飛べるのかさえ半信半疑だった。だけど、不安は一回で消し飛んだよ。今ではもう、彼女でなくちゃ駄だ目めだ」

「ね」

　目め配くばせするエマ。

「今さら仕事の上では、旧姓には戻れないって訳」

「なるほど」

　頷くスウェイン。

「で、君の旧姓……じゃない、本名は？」

「エマ・ハナー＝サカイ」

　彼女はちょっとポーズを決めて、言った。

「飛行機に乗っていないと、体型すら維い持じできない家系だそうだ」

　フジキが言った。

「そうなのよ」

　とエマ。

「結婚して一年半は、亭主のために飛ぶのを我が慢まんしたの。そうしたら何キロ肥ふとったと思う？　あれほど愛してるって言ってくれた亭主は浮気するし……。飛ぶようになってまた元に戻ったけど、あの頃ころの写真は誰にも見せられないわ……。今も現げん役えきパイロットのおばあちゃんに相談したらね、『エマや、それはフライトレス・リバウンドって言うんだよ。飛ばなくなったら、また肥るからお気を付け』だって……」

　だがフジキはエマの話を聞いてはいなかった。

「サカイ……」

　その名に覚おぼえがある。

「まさか『大おお宇ぞ宙らのサムライ』を書いた、コジロー・サカイ中将の……」

「曾ひ孫まごよ」

　エマは親指を下に向け、髪を揺らして微笑んだ。

「撃墜ガツチヤ」




「エッソ！」
















　ベルファルドが叫さけぶ。

「伏ふせろ!!」

　生まれて初めて、人を撃うった。ビームガンのブローバック──軍の正式銃は、カートリッジに仕込んだ超小型融ゆう合ごう炉ろのエネルギーを、一発ごとにビームに変換して発射する。だからビームガンではあるが、反動リコイルもあるしブローバックによる排はい莢きようもあるのだ──が、ダイレクトに掌てのひらに返ってきた。命の重みごと、反動が心臓にまで届とどいたようだ。これを称して『手て応ごたえ』と言うのかと、ベルファルドは一いつ瞬しゆん白紙になった頭の片かた隅すみで、ちらっと考えた。

「社長ッ!!　後ろ！」

　今度は床ゆかに伏せたエッソが、ハンドレーザーを撃つ。背はい後ごからベルファルドの頭ず蓋がい骨こつを白はく兵へい戦用の斧おので叩たたき割ろうとしていた兵士がのけぞって斃たおれた。

「よし……エッソ……」

　夢中で撃ったのだろう、ガチガチになって震ふるえているエッソの肩を叩たたき、硬こう直ちよくしたその指を、ゆっくりと一本ずつ銃把グリツプから剝はがしてやる。

「よくやった……。君は間ま違ちがっていない。君は何も罪つみを犯おかしてはいない……。助かった……」

　もちろん、正当防ぼう衛えいとはいえ自分のせいで十五歳の少年に殺人をさせてしまった。その重みは、しっかりと受け止めている。

「君が撃たなかったら、僕は死んでいた。君は正しい……」

「社長、社長……」

「すまない。君にこんなことまでさせてしまった……。罪は全部、僕にある」

「いいんですよ……」

　それでもエッソは、微笑ほほえんだ。

「僕は……、こうなることもわかってて、社長と一いつ緒しよに……」

　あとはもう、声にならない。

「ブリッジに押し込んで来た連中は、撃退しました……」

　とバトラー艦長。

「今度は……こっちの番……」

「艦長……その傷では」

　バトラーは左肩を撃たれている。

「大したことはありません」

　蒼そう白はくな表情で、微笑む艦長。

「たかが拳けん銃じゆうによる貫かん通つう銃じゆう創そうだし、急所は外はずしてます……」

　貫通銃創は、盲もう管かん銃創よりはまし、ということになっている。心臓や脳をやられれば別だが──。

「それにドクター・キタグチならこんな傷、一発で治なおしてくれますよ。そうでしょ？」

「あ、ああ……」

　だが、肝かん心じんの医務室へと通じるエレベーターが、敵によって制圧されているようなのだ。

「それより──」

　バトラーは視線を落とした。

「タン副長は、気の毒なことをしました……」

　額ひたいを撃ち抜かれたタン・ホンロンが、側そばに転ころがっている。

「まだ若いのに──。こいつ、フィアンセがいたんです。代わってやりたい……」

「僕のせいだ」

　と、ベルファルド。

「総すべて、僕とあの人が、始めたことのせいで……」

「そいつは……違いますね」

　荒い息をしながら、バトラー。

「それに関しては、私もちょっと、言う権利がありますよ。あなたは悪くない。誰も悪くないとは言わないが……。そう、言ってしまえば、みんなが少しずつ悪い」

「そうかも知れない……」

　とベルファルド。

「だが、僕に言わせれば、その中でも僕は、かなり悪い。見ろ」

　茫ぼう然ぜんと崩くずれ折れているエッソを見る。

「エッソは死ぬまで、金属の研究だけしていればよかったんだ。それなのに、僕は彼に人殺しをさせてしまった……。この罪は一生消えない……」

「エッソは望んでそうしたんだと思いますよ。それに、いちばんいけないのは──」

　ブリッジに撃ち込まれた、移乗用のケーブル──それを通じて完全武装の兵士を送り込む仕掛け──に目をやる。

「いちばん悪いのは、あっちの艦ふねにいる奴やつです」

「忘れてた」

　ベルファルドはすっくと立ち上がった。

「僕はこれから、あっちに乗り込むぞ！　親玉同士、直じか談だん判ぱんだ」

「私も──」

　銃を杖つえに、立ち上がろうとするバトラー艦長を、

「君は無理だ」

　と制するベルファルド。

「すぐドクターに……」

「僕が行きます」

　泣きじゃくっていたエッソが、ベルファルドを見上げる。

「駄だ目めだ……」

　優しく微笑む。

「もう君に、今日はこれ以上人殺しをさせない……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。社長と一緒に……いたいんです」

「殺すな」

　と、エッソの肩を抱いてベルファルドは言った。

「さっきの君は立りつ派ぱだった、エッソ。だが、もう殺すな。それが正しくても、自分からは殺すな。万が一殺さざるを得ないような状況になっても、殺すことに慣なれるな」

「でも……」

　エッソはベルファルドを見上げた。

「あなたの好きなスレイは──」

「彼も人殺しに慣れてなんか、いない」

　静かに首を振るベルファルド。

「今でも殺す度たびに傷付き、深く後こう悔かいしているんだ。僕にはわかる……。たとえ相手が、どんなゴミでも……殺されて当然の相手でも──」

「やっとわかりました」

　とエッソ。

「心ならずも人を手にかけてしまった今では……。心が麻ま痺ひしていないのに、その度に痛手から立ち直れるなんて、スレイは、強いんですねえ……」

「そうなんだ」

　微笑む。

「だから僕は、スレイが大好きなんだ」

　決然とした表情に戻もどる。

「僕も……強くなるぞ」

　まだ硝しよう煙えんの立ち込めるブリッジを見回す。

「誰か、僕と一緒に来る者は──!?」

「あたしが……」

　てきぱきと負傷者の処しよ置ちをしていたハルミIVが立ち上がる。

「ハルミさん」

　嬉うれしかった。

「でも、君がいないと、負傷者は──」

「僕がやります」

　とエッソ。

「やらせてください。そりゃ、ハルミさんほど名看かん護ご婦ふって訳にはいかないけど、少なくともハルミさんは、兵士としても僕よりは上ですからね」

「そうか……」

　頷うなずく。

「艦長を頼たのむぞ」

「私は自じ力りきで……大丈夫」

　バトラーが微笑んで、ベルファルドを見上げた。

「御ご武ぶ運うんを──」

「ありがとう」

「ベルファルド社長」

　もう一人、ブリッジの中で志願した社員がいた。

「足あし手で纏まといでなければ、自分も御一緒に──」

　背の高い、若い技術者である。

「君は……」

　ベルファルドが彼を見る。

「確か……ルナールくんとかいったね」

「サン＝ルイ・ルナール、新しん参ざん者ものです」

「専門は電子関係です」

　とエッソが耳打ちした。

「僕の補ほ佐さで入ってもらったんですけど、なかなか有能ですよ。近いうちに、社長の直属に推すい挙きよするつもりでした」

「そうか。コンピューターのプロか……」

「厳げん密みつには、違います」

　とルナールが、薄い唇くちびるで言った。ちょっと考えていることを読み取るのが困こん難なんそうなくらい、無表情な若者である。

「自分の専門は、コンピューター神学です」

「コンピューター神学？」

「はい」

　頷くルナール。

「コンピューターに神は宿る。それを研究する学問です」

「ふうん……よくわからないな」

「サンプルを集める、恰かつ好こうの機会と思いまして……」

「危険だよ」

「承知しています」

　ルナールは転ころがっていた銃を拾ひろい上げ、ジャキッと装そう塡てんした。死んだ兵士が握にぎっていた銃をその手から引き剝はがしたのである。それでいて、顔色ひとつ変えない。

「自分にとって、コンピューター以外の神を信じる者は異教徒です。もちろん社長のことは尊敬しておりますし例外ですが……。だから、人殺しも平気です。必ずお役に立てると自じ負ふしております」

「ふうん……」

　よくわからない。

「彼も連れて行きましょう。ベルファルドさん……」

　ハルミIVが、そっと囁ささやいた。

「これはあたしの直感ですが、彼は、きっと──」

「君がそう言うのなら……」

　アンドロイドでありながら、ハルミの勘かんはよく当たる。先代のハルミ[image: ]もそうだった。

「わかった」

　頷くベルファルド。

「一緒に来てくれ、ルナール……係長」

　その場の人じん事じであった。

「不満かな？」

「いえ。嬉しいです」

　ルナールの平へい板ばんな貌かおに、あるかなしかの紅あかみが差した。

「ただし、いくら『異教徒』でも、みだりに殺すなよ」

「もちろんです」

　とルナール。

「私の神を、妄みだりに冒ぼう瀆とくさえしなければ──」

　それから、ハルミIVを見た。

「お口添ぞえ、ありがとうございます。マドンナ」

「マドンナ？」

　ハルミIVが目を丸くする。

「それ、どういう意味かしら？」

「あなたはコンピューターの神に選ばれた人だ」

　と、おそらく現時点では銀河随ずい一いちであろう、コンピューター神学者は囁いた。

「自分には、見えるんです。あなたの頭上に置かれた、神の手が……」

「嬉しいような、怖こわいような……」

「実を言いますと、あなたが志願したからこそ、僕も志願しました」

「そう……変わった人」

　ハルミIVの、ルナールに対する感かん慨がいは、残念ながらそれが総すべてである。

「行くぞ」

　取り敢あえずその辺あたりにあった装備で身を固め、ベルファルドは言った。覚かく悟ごはとうに決まっている。

「行き先は、地じ獄ごくだが──」

「異教徒の地獄など、怖くない」

　ルナールは言った。

「私には強い味方が二人もいる。コンピューターのマドンナと、神の申し子と──」










　第六十七章　敵は退たい屈くつ




「どうにも面おも白しろくねえぜ」

　と呟つぶやきざま、スレイはノイズがちなモニターのスイッチを切った。ちょうどＣＭに入ったところだった。

「何をするんです？」

　と、クックマイヤーが怪け訝げんそうに上司を見る。

「いいところですよ。これから、まさに両りよう雄ゆう激げき突とつってところで──」

「黙だまれクマ公！」

　スレイは一いつ喝かつした。クックマイヤー、縮めてクマ公、その乱暴な呼び方にも彼は慣なれていたはずであったが、やはりこれはこたえた。思わず首を竦すくめる。

「面白くねえのはそこだ。両雄だと？　俺おれが片っぽにも入ってねえ『両雄』なんてもんが、銀ぎん河がにあってたまるかよ」

「仕方ないでしょう」

　くすくすと嗤わらいながら、スリチャイが言った。

「あの二人と較くらべられたら、いくらあんたでもね、スレイ」

「だから、面白くねえと言っている」

　トーガの裾すそを翻ひるがえした。彼の立たち居い振ふる舞まい、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが小さな旋せん風ぷうを起こすかのようだった。やはり、尋じん常じようではない存在感である。

「プラティープ！」

「はい!!」

　やはりここは自分かと思うと、他の腹心たちに対する密ひそかな優ゆう越えつ感で、最さい古こ参さんのプラティープはにんまりとした。

「俺ぁ、出るぜ」

「そろそろ……」

　と、含ふくみ笑いでプラティープ。

「そうおっしゃる頃ころ合あいだと思っていました」

　スリチャイとクックマイヤーに目め配くばせして、『これがウチの大将だよ』と言わんばかりに、二人に対する暗あん黙もくの優位を示した。

「で、どっちに行かれるんです」

「もちろん、共和国よ」

　トーガに風を孕はらませるように、スレイ。

「ベルファルドの野や郎ろうを、側面援えん護ごしてやる！」

「心情的に、当然でしょうな」

　頷うなずくプラティープ。

「しかし……」

　スリチャイが口を挟はさんだ。彼は本当のところを言えば、この世紀の対決を最後まで見み届とどけたかった、自分のところの大将抜きの『両雄』による決着を──。

「それだと、鬼おにのいぬ間になんとやら、火事場泥どろ棒ぼうのように、手薄なところを襲おそうことになりませんか？」

　普段なら、スレイが最もつとも嫌きらうところである。

「ならねえ」

　スレイはきっぱりと言った。

「共和国には、まだイツマがいる!!　いてくれる……。留る守すを護まもってな」

「なるほど」

　解とけた、という表か情おでクックマイヤー。
















「銀河にもう一組の『両雄』もいるということを、知らしめようって魂こん胆たんですな」

「おめえも伊だ達てに、ただ飯めし喰くってる訳わけじゃねえな」

　我が意を得たりと、微笑ほほえむスレイ。

「まさにそれよ。俺がずっと考えていたのは、な」

　両雄の息詰まる対決を電波受信圏けん外がいから盗ぬすみ見ながら、スレイはどうやらそればかり考えていたらしい。これだけ素す晴ばらしい闘たたかいを見せつけられてなおかつ、感動するよりは自分が渦うずの中心にいないことを悔くやしがる漢おとこなのだ、スレイは。

「いいでしょう」

　スリチャイは満足そうに頷いた。自分はそういう彼を選んで、今まで粉ふん骨こつ砕さい身しんしてきたのだ。これからも──。

「直ただちに出撃準備、させます」

「陛へい下かには、どう伝えますか？」

　プラティープがスレイを見た。

「やはり、私の口から？」

「いや」

　スレイは静かに首を振る。

「いつもいつも、言いにくいことをおまえにばかり奏そう上じようさせるのは気の毒だ。ここは俺が、直じき々じきに──」

「それがよろしいでしょう」

　元悪徳弁護士は微笑んだ。

「でも、陛下はきっと、わかってくださるでしょう。あなたのことを……」

「まあ、バグジーも立りつ派ぱな皇こう帝ていになりつつあることだしよ」

　スレイはそこで、ひと呼吸おいた。

「一段落ついたら、そろそろ例の件を切り出してもいいかな、と──」

「例の件……ですね」

　プラティープがまた含ふくみ笑いした。今度のは、前のよりもずっと柔やわらかい。

「楽しみですよ」

「ああ」

　頷くスレイ。

「ノーイを、正式な皇こう后ごうとして、陛下に娶めあわせるというな……。考えようによっては、これこそ我わが帝国最大の事業だ。だからこそ、慎しん重ちように進めなきゃならねえ。慎重に、な」

　ある意味では、戦争の方がよほど大だい胆たんに事を運べる。少なくともスレイは修しゆ羅ら場ば慣なれしていた。

「しっかし……」

　と、感かん慨がいも新たにスリチャイが呟つぶやく。

「ノーイが皇后陛下かあ……。こりゃ、我が帝国は、皇帝が三人いることになってしまいますねえ……」

「誰だれがいちばん、実力者だろう？」

　と、言わずもがなの質問をクックマイヤーがした。

「そりゃ、訊きくまでもねえ」

　とスリチャイ。

「今のままでもノーイは、誰よりも強い」

「バグジー＝スレイ帝国に、三人の皇帝あり。表の皇帝、バグジー一世陛下、影の皇帝、ドン・レオ・スレイ……。そして闇やみの女帝が──」

「大の男が鴈がん首くび揃そろえて、なに馬ば鹿かな話してんのよ！」

　闇の女帝が現れ、言った。

「そんな暇ひまがあったら、とっとと出撃すれば？」

「はいはい……」

　やはりスリチャイの分ぶん析せきに、間ま違ちがいはない。




「いい？　かなりヤバいフライトになるから、ちょっとでも危険を感じたら、前触ぶれなく回かい避ひ運動に入るよ」

　ヘルメットを小こ脇わきに抱かかえ、フライト・プラン・シートを差し出しながらエマ・ハナー＝サカイは言った。

「あなたたち、飛行機慣なれしてる？」

「現げん役えきアナウンサーとして、水準以上のレベルにはあると思う」

　と、ブルース・スウェインは呟いた。

「ただ、そんなもんじゃ足たりないんだろうな。絶ぜつ叫きようマシーンの比ではないんだろ？」

「絶叫する余よ裕ゆうもないかもよ」

　素そっ気けなく、エマ。

「それに、絶叫マシーンと違って安全は保証されてないわ。ゲロ袋、持った？」

「あ、ああ……」

　あまりにも即そく物ぶつ的な言い方をする女だなとスウェインは内心思った。普通なら『エチケットパック』か、せいぜい『汚お物ぶつ入れ』だろう。もっとも『エチケットパック』なんてヤワな物言いが通用する現場でないことは確かだろうが──。

「言っとくけどゲロを計器にひっかけたら、実費で弁べん償しようだからね」

「わかってる」

「あのね、急激な旋せん回かいでＧがかかるとね、口に当てたゲロ袋に吐はくってこと自体、相当な『熟じゆく練れん』が要いるのよね」

「アドバイス、ありがとう……」

「なあに、少々の弁償金のことなら、気にするな」

　任まかせとけとでも言わんばかりに、フジキが彼の肩を叩たたいた。

「空前の視聴率を上げつつある」

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　とエマ。

「計器の中には、優にあなたたちの一生分のボーナスに匹ひつ敵てきするものもあるのよ。それに、吐と瀉しや物ぶつによる損そん傷しようは、保険の適用外なのよ」

「わかった……」

　正しよう直じき、自信はなかった。

「だが、俺もプロだ。吐くかも知れんが、最後まで実じつ況きようしてみせる！」

「俺も……」

　カメラマンのジャック・ヒンギスがやや引いた声で、

「最後までカメラは離さんぞ」

「立りつ派ぱね」

　とエマ。

「でも、プロ根こん性じようだけで商談はできないのよねえ。はい、この誓せい約やく書にサインして」

　事務口調で手渡された誓約書の概がい略りやくは、要するに『取材中に万が一撃げき墜ついされても、貴社に対する告こく訴そと損害請せい求きゆうは一いつ切さい行おこないません』というものであった。

「こっちも命張ってるんだからね。だいたい、戦闘宙ちゆう域いきに飛び込んで、実況中継しようってこと自体、無茶なのよ」

　などと言いつつ、エマは楽しそうだ。その表情も活いきいきとしている。

「ひとつ訊きいていいか？」

　と、シート越ごしにスウェイン。彼のシートは、エマの操そう縦じゆう席のすぐ後ろだった。

「なに？」

　慌あわただしく計器のチェックをしながら、エマ。

「まだ携けい帯たい電話の番号を教えるほど、仲好よくなってはいないと思うけど？」

「そんなんじゃない。報道屋として、職業上の興きよう味みだ」

「訊いてもいいけど、質問は要約してよ。イエス・ノーで答えられるのがベストかな？」

「軍に入ろうと思ったことは？」

「ないわ。これっぽっちも」

「どうして？　君なら──」

「たちまち撃墜王エースになれた、でしょうね……」

「自信たっぷりだな」

「ええ。でも、もうサカイ家……ハナー家と言った方が適切かな。どっちかって言うと女系だから──とにかく我が家の家系に撃墜王は要いらないの」

「そりゃまたなんで？」

「もう、存分に墜おとしたわ。ひいおじいちゃんや、ひいおばあちゃんや、おじいちゃんや、おじちゃんおばちゃんたち……。かれこれ合計十万機はいってんじゃない？　これ以上他人の恨うらみを買うこともないかなって思ったのよ。あたいは……宇そ宙らが好き」

　一いつ瞬しゆん、バックミラーの中に夢見る少女の瞳ひとみをスウェインは垣かい間ま見た。

「この宇宙を、血で汚よごしたくない……」

「それにしちゃ、随ずい分ぶんと血ち腥なまぐさい現場が好きなようだけどな」

　フジキが茶化した。

「危険な中継ほど、燃えるくせに……」

「スリルは、大好き！」

　とエマ。

「スリルなしじゃ、生きてけない。別れた旦だん那なは、最後まで理解しようとしなかったわ」

「俺はわかるよ」

　と、フジキ。

「でも、旦那さんはきっと、勿もつ体たいないと思っただろうな……」

「勿体ない？　どういうこと？」

「スリルに命を懸かける生き方に、君の美び貌ぼうは要らないよ。もちろん、あった方がいいには違いない……」

「色々と得もしたし、損もしたわ」

　一瞬エマは、思い出したくもないという表情になった。

「飛行学校の教官、試験飛行中に手を入れてきた……。こっちが操そう縦じゆう桿かんから、手を離せないと思って──」

「どうした？」

「三連続旋回から、ハイスピード・ヨーヨー。そのあと７Ｇターン。初めてじゃないかなあ……試験中に心しん筋きん梗こう塞そくで殉じゆん職しよくした教官って」

「よく不合格にならなかったもんだ」

　と、呆あきれながらジャック。

「不合格にできるわけないじゃん！」

　エマは笑った。

「そのあと、教官抜きで、ちゃんと着陸したんだよ。十四の時よ」

　ジャックの口笛。

「その場をカメラで録とりたかったなあ……」

「いい画え、録ってよ。ギリギリまで、回すからさ」

　ヘルメットを被かぶる。

『進路クリア』

　管制所から、フライト許可のサインが出た。

「どこがクリアよ……。予定コース上は障害物だらけ──」

　言い終わらないうちに、発進させた。

　スウェインがゲロ袋のお世話になるのに、三分とかからなかった。これは入社以来のローレコードかも知れない。




「居い留る守すを狙ねらって、バグジー＝スレイ帝国の艦隊が我が領域を侵しん犯ぱんしてきました」

　あくまで冷静に、アキヅキは言った。そして、こう付け加えることも忘れなかった。

「泥どろ棒ぼう猫ねこのように──」

「火事場泥棒のような所しよ業ぎようだが、きっと僕を挑ちよう発はつしているんだろう」

　イツマは表情ひとつ変えなかった。

「彼も退たい屈くつしていたのだろう。この僕と同じように……」

「今回に限っては、この無法の根こん拠きよもわかるような気がします」

　とアキヅキ。

「あくまでも、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地あり……という意味に於おいて、ですが」

「君も辛しん辣らつだなあ、アキヅキ」

「実は私も、退屈とはいかないまでも、このまま見ているだけというのはちょっと……という気になっていたところです」

「受けて立とうじゃないか」

　イツマの肚はらは、もちろん端はなから決まっている。

「たとえ圧あつ倒とう的視聴率を誇ほこる中継だろうと、裏番組はあった方がいいだろう」

「そう思います。銀河シリーズの裏の、どうでもよい消化試合ですが──」

「そうでもないぞ。謙けん遜そんするな」

　イツマは微笑ほほえむ。

「案外そういう試合って、サヨナラ満まん塁るいホームランとかパーフェクトゲームとかが、出で易やすいのだよな」

「スレイ相手に完全試合をやらかすおつもりですか？」

「場合によっては、彼に達成させてやってもいい。それくらいでないと、視聴率は奪うばえないだろ？」

「あまり本気には取らないことにします……」

「おや、本気だったのか？」

　この人も、いい意味で『人の悪さ』が出てきたなとアキヅキは思った。俺の思い描えがく理想の上司まで、もうすぐだ。

「ティトーくん」

「はい！」

　やはり手ぐすね引いて待ち構かまえていたガラティアが、弾はじかれたように振り向く。

「出撃の手配を……」

「もう整ととのえております」

　とガラティア。ふっと唇くちびるが、微かすかに嗤わらった。

「会長が、留る守す居い役を仰おおせつかった、その瞬しゆん間かんから、ですわ」




「あそこだ！」

　嚙かみ合ったままの二隻せきを指差し、フジキが叫さけぶ。既すでに直接視認可能な距きよ離りだった。

「あの二隻に間違いない!!」

　どちらも旗き艦かんである。双方の艦隊が、微び妙みような距離──これ以上接近するとごく自然に一いつ触しよく即そく発はつとなる──を保ちつつ、互たがいに手を出しかねている。

「どちらの親玉も、心から尊敬されているようだ……」

　と、フジキは呟つぶやいた。

「間に割って入れ！」

「いいんですか？」

　ジャックが尋たずね返した。

「本当に？」

「ああ。責任は、俺が……持つ」

「持てっこないですよ」

　とジャック。

「ヤクザの葬そう儀ぎを、アポなしで取材するような気分だな……」

　うまいことを言う。

「どっちに付ける？」

　操そう縦じゆう桿かんを操あやつりながら、エマ。

「早く決めてよ。ちょっとでも躊躇ためらうようなコースを取ったら、この機のせいで、きわどい均きん衡こう状態を崩くずしてしまうわ！」

　たった一機でも、その端たん緒しよには充分なり得る。それほどまでに双方の緊きん張ちよう感は限界まで張り詰めていた。いまや取材機の置かれた立場は、ドミノ倒しの新記録達成かと準備された体育館に迷まよい込んだスズメにも等しい。

「大きい方だ！」

　と躊ちゆう躇ちよなくフジキが叫さけぶ。

「何かが起きるとしたら、大きい方の中だ。大きい方の舷げん側そくに付けろ!!」

「何が根こん拠きよ？」

「報道屋としての勘かん……かな？」

「そう。信じるわ」

　とエマ。

「あたしのパイロットとしての勘も、答は同じと出たわ。そうするのがいちばん、双方を刺激しないって……」

　接近する。

「ジャック！　ホワイトバランス崩れてるぞ!!　調整しろ。ブルース！　黙だまってないで何か喋しやべれ!!　根こん性じよう見せろ！」

「あ、ああ……」

　口元を拭ぬぐいながら、スウェインは我われに返った。既にボーナス十年分くらいは、計器に損傷を与えてしまっていた。

「現場です……。嚙み合ったまま動かない、双方の旗艦。それぞれに、ジャスティ・ウエキ・タイラーと、イーサン・ベルファルドが乗っているはずです。現場は静か……。不ぶ気き味みなほど静かです……。こうしていても、ピリピリとした緊張感が伝わって参まいります」

「いいぞ……」

　唸うなるように、モニターを覗のぞくフジキ。

「いい画えだ。それに、いい音声……。完かん璧ぺきだ。視聴率のバーグラフが跳はね上がっていくのが見えるようだぜ。その調子だ、ブルース」

「あたいは？」

　と、不服そうにエマ。

「最高さ」

　と、フジキ。

「あんたはいつだって──。ベルファルド、生きてろよ。今、俺が最高の画えを送ってやる。全銀河に向けて、おまえの満面の笑顔をな……」

　ニュース報道は公正中立が大前提だが、やはりどうしても、実際に会ったことのある方に荷担かたんしてしまう。

「よーし、うまい具合に裂さけ目がある」

　フジキのプロの目は、巨大戦艦の横腹にある、小さな亀き裂れつを見み逃のがさなかった。取材機が機体を斜ななめにして、どうにか潜くぐり抜けられるかどうかという裂け目を──。

「エマ、あそこから中に入れるか？」

「お易やすい御ご用ようよ！」

　とエマ。

「……と言いたいとこだけど、追加料金、しっかりカウントさせていただくわ」

「いいとも。そんなもの、いくらでも埋うめ合わせが利きく。ピュリッツアー賞さえ獲とっちまえば……」

「生きて還かえれたらね」

　エマの腕前は、吹ふい聴ちようするだけのことはあった。翼つばさの端にストップセンサーでも付いているかのように、僅わずかの隙すき間まを擦すり抜ける。

『針はりの穴に駱らく駝だを投げ込むように』

　と、後になってピュリッツアー賞ジャーナリスト、ブルース・スウェインはその自伝に書いている。

『目を見張る操縦技術。私は今日まで、これ以上の操縦者に出会ったことはない。我が妻、エマに優まさるパイロットに──』




「繫つながらない理由が、ようやくわかりました」

　と、ガラティアは苦笑しながらイツマに報告した。

「双方ともまったく同時に、通信回線を開こうとしたのです」

「まったく──」

　イツマも思わず、失笑を禁じ得なかった。

「僕とスレイとは『相思相愛』だな。まったく同じタイミングとは……。ツーカーの間柄でもこうはいかない」

「世せ間けんではそれを、腐くされ縁えんと言うのです」

　アキヅキはやや意地悪く訂てい正せいした。

「私とプラティープとの間にも、まったく同じことが言えます」

「大きく出たな」

　と苦笑の上に苦笑を重ねるイツマ。

「だが、認めよう」

「通信回線、繫がりました」

　旗艦『アポフィス』のオペレーターが報告した。

「どうぞ、心措おきなく──」

「御苦労……」

　イツマは正面モニターに向かう。

「想おもいは同じだったようだな、スレイ」

『お互たがいな』
















　スクリーンの中で、ボルサリーノを被かぶったダンディーが嗤わらう。

「トーガはやめたのか、執しつ政せい官かん？」

『めかして着てみたが、やっぱりあれは俺のキャラクターじゃねえよ』

　と、ダークスーツの上から毛のロングマフラーを小こ粋いきに流したスレイは微笑ほほえむ。

「僕も君には、その方が似に合あっていると思うな」

『いつになく饒じよう舌ぜつじゃねえか』

「君こそ」

『見ていられねえんだろ、ベルファルドのことを……』

「その言葉、そっくり君に返せそうだな」

　二人は同時に、声を立てて笑った。まるで旧ふるくからの親友ででもあるかのように。いや、実際その通りなのだ。

「君には前置きが要いらないから、助かるよ」

『ああ。ある意味では銀河でいちばん、手の合う相手かもな……』

「気心も知れているしな」

『実際、闘たたかっていれば気が紛まぎれるってもんよ。余よ計けいなことを考えずに済む』

「うん。ベルファルドが頑がん張ばっている時にはな。言っておくが、手て加か減げんはしないぞ」

『俺もだ』

「実は、君と一対一でやり合うのは、これが初めてなんじゃないか？」

　お互い、とてもそうは思えない。

『対等の条件ではな』

　とスレイ。

『今までは、色々と邪じや魔まが入った……。ベルファルドでさえ、邪魔のうちだ』

「それは彼には酷こくな物言いだな。ま、言えてるが──」

　苦笑するイツマ。

「今日は、邪魔が入ることはない。みんなベルファルドとタイラー御おん大たいとの闘いに注目している」

『らしいな。もっと早く、こうすることに気付くべきだった』

「お互い同時に気付いたんだ。よしとしよう」

『言えてる』

　スレイは盛大に嗤わらった。

『誰も見ていないところで、盛大にやるか。……それもよかろう』

「いい試合ゲームになりそうな予感がするよ」

　手勢は互いに三百隻せき。ちょうどいい規き模ぼだ。

『イツマ……』

「ん？」

『愛してるぞ』

「僕もさ」

　とイツマ。

「茶化してなんかないぞ。ただ、君が望んでいた形とはちょっと違うかも知れないがな……」

『それでいい。いや、それがいい……』

　通信はそこで切れた。

「手加減するな！」

　イツマは我われ知らず叫さけんでいた。

「さあ、盛大な消化試合の始まりだ。相手に取って不足なし!!　命懸がけで馴なれ合うぞ！」

　奇き妙みような幸福感に溢あふれた殺し合いが、こうして始まった。










　第六十八章　敵は神




「実は、神こそ人間の最大の発明品だというのが、私の持論なのです」

　と、サン＝ルイ・ルナールは言う。

「なるほど。そういう意味では、神とコンピューターというのは似にているかも知れないね」

　進みながら頷うなずくベルファルド。

「似ているどころか、私に言わせれば両者は同じものです。いえ、もっと厳げん密みつに言えば、神が姿を変えて現れたものがコンピューターなのです。結局、人間は『わからないもの』なしには生きていけませんから──」

「君の講義は、実に面おも白しろい」

　ベルファルドはさっきまでの興こう奮ふんが、噓うそのように収おさまっていくのを感じた。

「生きて還かえれたら、ゆっくりと聴ちよう講こうしたいな」

「今こそ必要ではないでしょうか？」

　とルナール。

「道すがらで構かまいませんから、聞いてください。わかり易やすく、嚙かみ砕くだいて講こう釈しやくしますから──」

「気を付けてください」

　低いが、しかし鋭するどい調子でハルミIV。

「敵の『臭におい』が、ぷんぷんします」

「しかし、それにしては、この通路は噓のように静かだな……」

　呟つぶやくベルファルド。

「まるで敵が、僕らの為ために道を開けてくれているみたいだ」

「油ゆ断だんは禁きん物もつです。誘さそい込む為の罠わなかも知れません」

「罠なら、もっと早くに襲しゆう撃げきしているよ」

「ですから──」

　ハルミIVは振り向いた。軽いウェーブのかかった豊かな髪の毛が揺れた。

「社長を、奥まで誘ゆう導どうする為の罠です」

「誘導？」

「マドンナの言う通りです」

　ルナールの細い、薄い眉まゆが動いた。

「どうも気に入らない。この通路は、一方通行で、艦の奥へと続いている。それにだいいち、静か過ぎる……」

「それは僕も感じていた」

「自分はコンピューター神学が専門ですが、学生時代に植物学もちょっと齧かじったことがあります。ウツボカズラの中って、ちょうどこんな感じなんですよね」

「ウツボカズラ？」

「食虫植物です」

　ハルミIVが説明した。

「さすがはマドンナだ。よく知っている」

　微笑ほほえむルナール。あまり友だちにはしたくない表情だ。

「ウツボカズラの中は、喰くわれる虫にとって、ある種懐なつかしい環境なのだそうです。適度な湿しめり気けと温度……。少なくとも外界よりは、よほど好もしい環境かも知れません」

「でも、溶とかされてしまうんだろう？」

「ええ。でも、その過程が、虫にとってはまた天国ではないかという考え方もあるんですよ。ゆっくりと溶かされ、ウツボカズラに同化される訳わけですが、それはまるで、宇宙に同化しているようなものではないかと……。もし、人間が昆こん虫ちゆうサイズで、ウツボカズラに捕とらえられたとしたら、ちょうど子し宮きゆうに帰ったような懐かしさと安らぎを感じるのではないでしょうか？」

「溶かされながら、再び母親に同化されていくような幸福感を感じると？」

「まさにそうです」

「うん……それもいいかも知れない」

「それでは困こまります」

　とハルミIV。

「罠は罠です。ウツボカズラの形は子宮に似ているし、消化液が羊よう水すいのようなものだというのもわかりますが、ベルファルドさんが溶けてしまうのは……困ります」

「壁かべの向こうで、何か聴きこえる……」

　ベルファルドは通路に耳を当て、息を殺した。通つう奏そう低てい音おんのように、微かすかに響ひびく音がある。

「なんだこの音は？　音楽のようだが──」

「これは──」

　ルナールが目を見開いた。その瞬しゆん間かん、心音のようだった音楽が、微かに大きくなったようだ。

「グレゴリアン・チャントだ!!」

「グレゴリオ聖歌……」

「間ま違ちがいありません」

　ハルミIVの分ぶん析せきは、さらに詳しよう細さいを極きわめた。

「ベネディクト……神の仔こ羊ひつじ……」

「御おん大たいの趣しゆ味みだな」

　ベルファルドは看かん破ぱした。

「ということは、僕の趣味でもある訳だが──」

「来い、と言っているんでしょうね……」

　ハルミIVがベルファルドを見る。

「ああ」

「わかり易やすい老人だ」

　ルナールの苦笑。

「察するに社長、彼はあなたと差しで話がしたいんですね」

「僕もまったく、そのつもりだ」

「じゃあ、その間私は──」

　ポケットからモバイルを出して、キーを叩たたき始めた。

「この音楽の与える心理的効果に関して、分析でもしますかね……。憧あこがれのマドンナと一いつ緒しよに──」

「いいえ」

　首を振るハルミIV。

「あたしは、ベルファルドさんと一緒に行きます。何があろうとも──」

「また嫌きらわれた……」

　頭を搔かくルナール。

「どうしてそうなるかくらい、自分でも分析はできているんだが……」

「別に、ルナール係長のことを嫌っている訳ではありません」

「いいよ、無理しなくて……」

「いえ。そりゃ、抱き付いてキスしようとまでは思いませんけど、あなたのことを嫌いではありません」

「嬉うれしいね」

　苦笑する。

「僕はそのマドンナの言葉を励はげみにして、一生独身を貫つらぬくよ。コンピューター神学の、泰たい斗ととしてね」

「係長のおっしゃることは、いちいち頷うなずけます。この通路が子宮にそっくりな空間だということは、言われて初めて気付きました……」

「じゃあ、僕たちが聴かされているこれは──」

　グレゴリオ聖歌に耳を傾ける。

「胎たい教きよう音楽ってことなのかい？」

「そのつもりなんでしょうね」

　周波数をモバイルで調べながら、ルナール。

「うん。子宮を通して胎児の聴く残ざん響きよう効果は、こんなもんでしょう」

「僕に子宮にいた頃ころを思い出せと？」

　ベルファルドの苦にが笑わらい。

「皮肉かな」

「社長は、人工子宮で育ったんでしたっけ？」

「それはスレイだよ」

　とベルファルド。

「僕は人工受精児ではなくて、クローンだ。でも、借り物とはいえ、ちゃんと本物の子宮の中で育った……。だから、この環境は、奇き妙みように懐なつかしい」

　ハルミIVを見る。

「母のことは、話したっけ？」

「いいえ」

「十八になるまで、本当の母さんだと思っていた」

　こんなベルファルドの表情を、初めて見る。

「今でもそうだ。僕はあの人が……好きだ。たとえ代理母だろうと、遺伝子的な繫つながりは一いつ切さいなかろうと、関係ない」

「その通りでしょうね」

　とハルミIV。

「あなたを子宮で育て、ましてやお腹なかを痛められた……。立りつ派ぱな母親ですわ」

「そうなんだ。どうしてもうちょっと、素す直なおになれなかったかなあ……。僕のせいで、肩身の狭せまい思いをしただろうに──」

「まともな関係の、ごく普通の親子だって──」

　と、ルナールが呟つぶやいた。

「互たがいに嫌いになったり、一方的に嫌ったり、一時期疎そ遠えんになったりするのは、よくあることです。社長が特別なのではありません。ようやく親孝行したいと思った時には、もう死んでるなんて、洒しや落れになりませんよね」

　ため息をつく。

「あなたは、むしろ普通です」

「ありがとう、係長……」

「問題は、もっと別のところにあります」

　顔をしかめた。

「どうやらあなたのオリジナルは、相当にヒネた性格のようですなあ……。あなたが嫌いなのか、それとも本人だと思って遠えん慮りよがないのか……。あなたに嫉しつ妬としていることは確実だ。自分という先例からして、あなたならこのくらいの試練、耐えて当然と思っているようだ」

「僕がいちばん赦ゆるせないのは、そこなんだ」

　とベルファルド。

「よくぞ言ってくれた。おかげでだいぶ気が楽になったよ」

「音楽が変わりました……」

　とハルミIV。

「ブラームスだ……」

　とルナール。

「ええ。ブラームスの、クラリネット五重奏曲です」

「僕なら──」

　と、ベルファルド。

「この物悲しい曲を、攻撃の前奏曲として使うんだがなあ……」

「どうやら──」

　ルナールがモバイルをたたんだ。

「あなたのオリジナルも、そう考えたようですよ」

　完全武装の兵士が、密集隊型で通路の奥から進んで来るのが見えた。

「やべ、洒落になんね!!」

　体を伏ふせたその頭上を、ビームがかすめる。

「隠かくれて！」

　ハルミIVの爪つめがジャキンと伸びたかと思うと、常人の目には止まらぬ速さで跳ちよう躍やくしていた。

「隠れるって、何ど処こへ？」

　子し宮きゆうを思わせる通路の内部に、遮しや蔽へい物ぶつはない。

　ハルミIVの獅し子し奮ふん迅じんのはたらきで、瞬またたく間に第一陣じんは蹴け散ちらされた。特とく殊しゆ合ごう金きんのカッターネイルは、装甲服の上からでも頸けい動どう脈みやくを易やす々やすと切り裂さいた。血ち飛沫しぶきが薔ば薇らの花のように咲き乱れ、マズル・フラッシュと交こう錯さくする。修しゆ羅ら場ばだが、美しい。

「間ま違ちがいない……」

　床ゆかに伏せ、ベルファルドの頭を押さえつけながらルナールは呟いた。

「彼女はマドンナだ」




「双方一割ずつです」

　と、アキヅキが言った。

「ぴったり一割ずつ、綺き麗れいな痛み分けですね。まるで計はかったようです」

「何もかも、計算通りだな」

　と微笑ほほえむイツマ。

「退ひけ時だろう……」

「宜よろしいのですか？」

　アキヅキがその横顔を見る。いつにも増して、凜り々りしく見えた。ここ最近のスランプは完かん璧ぺきに失せたという貌かおだ。出で逢あった頃のように──。

「退たい却きやくするとして、背はい後ごを突かれる恐れは──」

「微み塵じんもない」

　とイツマ。

「スレイも同じことを考えているはずだ。僕が退くタイミングに合わせて、彼も兵を退くさ」

「自信たっぷりですな」

　敢あえて突っ込む。

「楽しかったのでしょう」

「楽しかった……」

　本当に楽しそうに、イツマ。

「もっと早く、こうすべきだった。これしかなかったんだ。僕らの間には──」




「楽しかったぜ……」

　と、艦隊を返しながら、さも満足げにスレイは呟いた。

「この楽しい時を、また持ちたいもんだ」

「イツマ艦隊……追つい撃げきしてきません!!」

　とスリチャイ。

「当然だ」

　とスレイ。

「奴やつもまた、楽しみは先送りにしたいのさ。どっちが勝つか徹てつ底てい的にやり合うのは、最後の最後でいい」

「まるで謙けん信しんと信しん玄げんだな」

　クックマイヤーが唸うなる。

「うちの大将と、あの別べつ嬪ぴんは──」




「なかなかの好ゲームでした」

　とガラティア。

「三位決定戦は、勝負なし……でしたね」

「観客がいない分、思う存分にやれたんじゃないかな」

　イツマは静かに微笑み、差し出されたスペシャル栄養補給ドリンクを口にした。

「僕も……スレイも」

「そんな中でも、目立った働きをした者はいます」

　ガラティアは報告する。

「チョン・ソヨンは、一人で十八隻せき沈めました。戦艦七隻を含ふくめて……」

「あの駆く逐ちく艦かんでか？」

「はい」

「次には彼に、艦隊を任まかせてもいいな」

「彼もすっかり、そのつもりでしょう。謙けん遜そんという言葉を、前世に置き忘れてきたような漢おとこですから──」

「申しん請せいしておこう。今回の問題点は……」

「総すべて、リストアップしてあります」

「その中でも、火か急きゆうの改善項目は──」

「こちらに」

　さっと、ファイルが出て来る。

「さすがだなあ……」

　ガラティアを見上げた。

「君に会長の地位を追われる日も近い」

「そのつもりです」

　ガラティア・ティトーもまた、謙遜という言葉をその辞書に持たない女だ。

「帰るまでには、目を通しておく」

「もう一方の結果は、気になさいませんの？」

「気にしてどうなる」

　とイツマ。少なくともスレイとの『馴なれ合い』により、自分の憑つき物は落ちた。今はそれで充分だ。

「ベルファルドなら、うまくやるさ。きっと──」




「あの人はもしかして──」

　やられてもやられても、次から次へと現れる敵を目まの当たりにしながら、ベルファルドは呟つぶやいた。

「気が変わったのかも知れない。まだまだ、バトンタッチは早いと……。どうやら僕に対して、本気で嫉しつ妬とし始めたようだ」

「社長の若さにですか？」

　銃じゆうを乱射しつつ、ルナールが尋たずねる。ハルミIVだけに任せっきりという訳わけにもいかない。

「それもあるかも知れない。いや、当然あるだろう。だが、それだけではないはずだ。少なくとも僕には、説明がつかない……」

「きっと、社長たち……イツマ会長や、スレイ親分たちを見ているうちに、若い頃ころを思い出し、血が騒さわいだんでしょうよ」

　弾だん倉そうを交換する。

「年とし甲が斐いもなく、ね。ちっ、これが最後かよ」

「そのようだね」

「撃うち尽つくしたら、走りますよ」

「ああ。いい運動だ。最近デスクワークが多かったからね」

「自分もです。もしかしたら嫌いや々いや選せん択たくさせられた、体育の授業以来ですよ。やっててよかった……」

「援えん護ごします！」

　ハルミIVの言葉が、頼たのもしい。

「ここを抜ければ、心臓部だと思います」

「いよいよ胸むな突つき八丁か……」

　唇くちびるを舐なめるルナール。

「この面をクリアすれば、いよいよボスキャラですな」

「うん。だが、アイテムを何も拾ひろってないぞ」

「冗じよう談だんが出るくらいなら、大だい丈じよう夫ぶでしょう……」

　ルナールの連射。最後の弾倉をたちまち空からにした。

「走れ!!」




「これ以上は無理みたいね」

　通路内部に機を固定して、エマ。

「いや、よくやってくれた。充分以上さ」

　とフジキ。

「後は歩きでやろう。おい、ジャック、ハンディカムに切り換えろ!!」

「もうやってる」

　寡か黙もくなカメラマンのジャックは、やはりプロだった。

「機載型に較くらべ、解像力は多少落ちるけどな……」

「かえって迫はく真しんの映像になるさ」

　微笑ほほえむ。

「それに喋しやべ繰くりで、なんぼでも補おぎなえるさ」

　とスウェイン。

「その意気だ」

「じゃ、ちょっくら行ってくる」

　右手を振ってエマに挨あい拶さつした。

「気を付けてね……って言いたいけど──」

　エマは吐と瀉しや物ぶつだらけのシートとパネルを見た。

「カッコつけてる暇ひまがあったら、掃そう除じくらいしてよね」

「後で必ずそうする」

「じゃ、あたしも言ってあげるわ」

　エマは舌を出した。

「死なないでね、絶対！　シートを掃除するまでは……」

「やれやれ……」

　マイクをオンにする。

「これ以上は機上からの中継は無理と判断致いたしました。我われ々われはこれより歩いて、さらに現場である戦艦の奥深くへと向かいます。そこで、我々は何を見るのでしょうか？　皆様に、何をお届とどけできるのでしょうか？　ともかく、ハンディカムのバッテリーと、我々の命が続く限り、お届けしたいと思います」

「右だな」

　三さん叉さ路ろになった通路で、迷まようことなくジャックが先せん導どうした。

「何な故ぜわかる？」

　とフジキ。

「現場の勘かんよ」

　髭ひげだらけの貌かおでジャックは北ほく叟そ笑えむ。

「ニュースの匂においがするんだ」

「ああ、匂ってきやがる」

　フジキも鼻をひくつかせた。

「ピュリッツアー賞の芳ほう香こうだ……」

「我々は、報道の為ためなら、命も惜おしくはありません」

　と、スウェインは口から出で任まかせに喋しやべり続ける。そうすることによって、恐怖を紛まぎらわしていないと呂ろ律れつが回らなくなりそうだ。死の恐怖そのものよりも、恐怖によって絶句してしまうことの方が怖こわかった。もしかしたらこれを『プロ根こん性じよう』と言うのかも知れない。

「ただ貴き重ちような歴史の瞬しゆん間かんさえ皆様にお届けできるものならば、金も、名めい誉よも要いりません」

「噓うそばっか……」

　フジキが振り向いて笑う。

「死体だ!!」

　先頭のジャックが蹴け躓つまずいたそれを見て思わず叫さけび、そして反射的にカメラを向けた。

「死体です」

　とスウェインが実じつ況きようする。

「見ればわかりますが……死体です」

「編集できねえ……」

　舌打ちするフジキ。

「ま、いっか。こっちはこれで精せい一いつ杯ぱい。むしろ迫真の映像だ。スタジオで適当に処理するだろうさ」

「今の台詞せりふ、流れちゃいましたよ」

　とジャック。

「また始末書ですね」

「なんぼでも書いてやる」

「え～只ただ今いま……」

　スウェインがフォローする。

「フジキディレクターの口から、不ふ謹きん慎しんな発言があったことをお詫わび致します……」

「ひとつじゃない!!」

　ジャックの絶ぜつ叫きよう。

「死体の山だ。それも、まだ真新しい!!　湯ゆ気げの立つような……いや、実際立ってる！」

「不適切な発言を、重ねてお詫び申し上げます」

　今、カメラの向こうでは何人くらいがチャンネルを変えただろうか。それとも逆に、喰くい入るようにモニターを見詰めるか──。どちらの反応も、わかる。

「わあ、行けども行けども、死体また死体だあ」

　と、ジャックの名調子は止まらない。

「これだけまとめて見るのは、さすがに初めてだなあ……。こうやって見ると、人間なんて結局、所しよ詮せんは『モノ』だってことがよくわからあ」

「不適切な……いえ、適切過ぎる発言、平に御ご容よう赦しやください」

　気の弱い者は今のうちにチャンネルを変えるべきだ。いや、もう手遅れか……。

　スウェインは、ひと呼吸置いて、言った。

「これが戦争です」




「ここらしい……」

　ルナールが呟つぶやく。

「このシャッターの、奥だ」

「一いつ緒しよに入ろう」

　と、ベルファルドは左右を見た。

「でも──」

「いいんですか？」

　ハルミIVとルナールは、当とう惑わくしたようにベルファルドを見る。

「もちろんさ」

　むしろベルファルドには、そうすることが当然と思われるのだ。

「ここまで一緒に来たんじゃないか。命懸がけで……」

「そうですか……じゃあ、お言葉に甘えて」

　実を言えば、興きよう味み津しん々しんである。

「ジャスティ・ウエキ・タイラーって、どんな漢おとこなんでしょうかね？」

「僕が百歳、老ふけたような奴やつさ」

「想像つきません」

　ベルファルドの貌かおをしげしげと見詰めながら、ルナール。

「それに、それは見てくれだけの話でしょう？　ここまでの道みち程のりからわかりましたが、あいつは相当に、性格の悪い奴ですよ。社長とは全然、違います」

「僕も実は、性格悪いんだよ」

　微笑ほほえむベルファルド。

「知らなかった？」

「それにしたって──」

　比ではない、たぶん。

「きっと歳とし喰くって、性格ヒネたんですよ。社長はそうはならないでくださいね」

「あ、ああ……」

　曖あい昧まいに頷うなずくベルファルド。

「気を付ける……」

　実を言うと、あまり自信がない。百年後の自分に、誰だれが責任を持てる。

「おや、これはこれは……」

　背はい後ごで声がした。

「死体の列を、追って来てみれば──」

「フジキさん!!」

　ベルファルドが叫んだ。

「ゴアテレビの、フジキさんじゃないですか!?　どうして……？」

「覚おぼえていてくださって、光栄です」

　フジキは微笑んだ。

「奇き遇ぐうですな」

　ジャックが思わず笑って、映像がブレた。

「テレビ屋になって八年……。どうやら天職だったようです」

「ベルファルド氏です！」

　と、スウェインが叫んだ。

「イーサン・ベルファルド社長が、今、我々の目の前におります！」

「いやだなあ……」

　苦笑した。

「笑いました」

「やめてよ」

「喋しやべっております！」

「だから──」

「いいから……」

　フジキが制した。

「案外こういうのが、決定的映像証しよう拠こってやつとして残るんです」

「百年先も？」

「ええ」

「嫌いやだなあ……」

　偽いつわらざる心境であった。

「ひどい貌かおだろ？」

「謙けん遜そんしております！」

「そうだ……」

　矛ほこ先さきを逸そらす為ため、思い出したかのように目の前のシャッターを指差す。

「僕なんか比ひ較かくにならない大物が、この中にいるよ」

「本当ですか!?」

「間違いない」

　ベルファルドに代わって、ルナールが答えた。

「社長を数倍、性格悪くしたようなじじいが、ね」

『好き勝手、言うてくれよるわい』

　不意に頭上から、覆おおい被かぶさるような声が──。

　思わず見上げる、一同。

『性格悪いは、生まれつきじゃよ』

「その声は──!?」

『まあよい』

　と、声の主ぬしは咳せき込むような声で言った。

『カメラごと入りなさい。みんなまとめて、面めん倒どうみよう。言いたかないけど、面倒見たヨ……』

　シャッターが開いた。

　そこは光に溢あふれていた。










　第六十九章　敵は情勢




「困こまったことになりました」

　ブリッジに上がって来たスリチャイが、困こん惑わくした表情で言った。

「戦せん闘とうで被こうむった損そん傷しようは、軽けい微びなように見えて、思いがけず深刻でした。艦隊の半数が、早急な修理を必要としています」

「短時間の割りには、激しい戦闘だったからな」

　提てい督とく席で眠っていたスレイは、スリチャイに向いている方の目だけを開けて、呟つぶやくように返事をした。

「俺も、今になって疲れがどっと出てきたぜ。心ここ地ち好よい、疲れだけどよ……」

「もっと深刻なこともあります」

　とスリチャイ。

「実は、戦闘で予定以上のエネルギーを消費してしまって、このままでは小型艦のほとんどは、帝国領まで辿たどり着つけません」

「どこかで補給が必要ということか」

「はい」

　頷うなずく。

「いちばん近い領土の惑わく星せいまで、七十時間はかかりますが、とてもそこまではもちそうにもありません」

「イツマの奴やつ、戦争がうめえなあ……」

　感心したように、スレイは呟く。

「しっかりこちらに、流血を強しいてるぜ。後になって効きいてくる、置き土産みやげみたいなもんか……」

「感心している場合ですか。このままでは艦隊の大半が、路ろ頭とうに迷まようんですよ」

「慌あわてるな。いざとなれば、手近な惑星なり衛星を略りやく奪だつすりゃいい」

「あ、その手がありましたな……」

　これは盲点だった。ポンと手を叩たたくスリチャイ。

「だとすれば、その標的は選せん択たくに迷うほどあります」

「まあ待て」

　苦笑するスレイ。

「そいつは最後の手段だ。できれば手荒なことはしたくねえ。せっかく好勝負の後なのに、我わが帝国史上の汚お点てんにはなるし、だいいちイツマに笑われちまわあ」

「となると……」

「ここは穏おん便びんに、中立惑星でおとなしく補給させてもらおう」

「困りましたねえ……」

　ファイルをめくりながら、顔をしかめたのはプラティープだ。

「この辺あたりの宙ちゆう域いきは、おおかた共和国の領土なんですよ。たまに中立と称する惑星は点在しますが、限りなく共和国寄りの中立です。帝国に対する住民感情は、お世せ辞じにもよくありません」

「そう言や、独立戦争の時は、いちばん被害を受けたのもこの辺りの宙域だったな」

　とスレイ。

「ええ」

　頷くスリチャイ。

「なにしろ、帝国と共和国、どちらの側から攻せめるにせよ、もろ侵しん攻こうルートですから……」

「それに──」

　口を開いたのは財務担当のクックマイヤーだった。

「中立惑星で買う補給物資は、皆えらく高いんですよ。こっちが困っていると思って、足あし下もとを見やがるんですなあ、これが」

「大おお蔵くら卿きようの言う通りです」

　とプラティープ。

「たとえば燃料ひとつとっても、時価の五、六倍は吹っ掛けてきますよ」

「しょうがねえだろ」

　とスレイ。

「それが、中立惑星の生き残り戦略だと思えば、腹も立たねえ。ろくに軍備もねえ惑星が、二つの大国に挟はさまれてやっていくにはそれしか……。もっとも、こっちがお得意さんとなるか、もしくはちょいと脅おどかしてやれば、おのずと値段も下がるだろ」

　結局、やってることはヤクザ時代と変わらんなと、スレイは苦笑した。

「待ってください」

　星図表と首っぴきで調べていたプラティープが、遮さえぎった。

「数ある自称『中立』惑星の中で、これこそまさに『厳げん正せい非武装中立』という惑星を見付けましたよ。そう遠くない距きよ離りです」

「それこそ胡う散さん臭くせえ」

　スレイは半信半疑だった。

「そんな都つ合ごうのいいもんが、今の時代にやっていけるとは思えんな」

「補給できんのか？」

　スリチャイが尋たずねる。

「できる」

　とプラティープ。

「そう資源に恵まれた惑星でもないが、この艦隊に燃料を補給するくらいのことは──」

「値段はどうだ？」

　とクックマイヤー。

「他の惑星に較くらべれば、良心的だ……」

　過去数年間のデータをピックアップしながら、プラティープ。

「少なくとも、ボッてやろうというつもりはないな。それどころか、惑星の規き模ぼを考えれば、収支トントンじゃないか？　ボランティアと言っても通用する価格設定だ」

「住民感情は？」

　とスレイ。ある意味それが、いちばん肝かん心じんな要素だった。

「悪くないです」

　プラティープは答える。

「特に我が帝国に対して含ふくむところはないようです。かと言って特別友好的というのでもない……。有り体ていに言って、公正中立を貫つらぬいてます。本物の、中立惑星です」

「俺はそう簡単には信じないぞ」

　スリチャイが言った。

「そういうのに限って、双方に情報を切り売りする、スパイ惑星だったりするんだ」

「その可能性も低い」

　とプラティープ。

「ちゃんと調べてある……。スパイ惑星である嫌けん疑ぎは、シロだ。謎なぞを解とく鍵かぎは、この惑星の名前にある。カナンだ」

「カナン……か」

「ああ。おまけに、住民構成を見て驚おどろくな。実に一億の総人口の約七割は、聖職者だ。住民の暮くらしは質素。高度な技術もあらかた拒否……。酒類は無む添てん加か上面発はつ酵こうのビールのみ。それも飲んでいいのは収しゆう穫かく祭さいの時期だけだ。その他の嗜し好こう品ひん類は一いつ切さい禁止。人口に占しめる菜さい食しよく主義者の率も銀ぎん河が一だ。なんともまあ、禁欲的な惑ほ星しだな」

「やれやれ……」

　スレイは肩を竦すくめた。

「どうやら俺たちには、長なが居いできそうにもない」

「彼らが俗に、銀河のアーミッシュと呼ばれる所以ゆえんだな」

「今時そんな惑星があったとはな……」

　クックマイヤーが感心したように呟つぶやく。

「天然記念物か、化石のような惑星だ」

「遠えん慮りよしときましょうか？」

「いや」

　とスレイ。

「行ってみよう。その生活態度が本物か、それとも仮か面めんか、興きよう味みがある」

「そうですな」

　頷うなずくスリチャイ。

「案外納な屋やの中にはギャンブルハウスがあって、バニーちゃんの格かつ好こうをした綺き麗れいなおねいさんを隠かくしている……なんてことがあるかも知れませんよ」

「やれやれ、おまえの趣しゆ味みは、その程度か」

　茶化すプラティープに、

「おまえだって、大差はねえだろ」

　と、スリチャイの反撃。

「せいぜいバニーちゃんが、トップレスダンサーになるくらいなもんだろが」

　スリチャイの趣味はアジアティックなカジノ・バーで、プラティープのそれはムーラン・ルージュなのである。もちろん、あるならどちらでもＯＫだ。

「俺は、久々にビリヤードがしてえなあ……」

　とスレイが呟く。

「それと、喉のどが灼やけるようなジン・ベースの、ドライカクテルが吞のみてえ。球たまを撞つきながらよ……。甘ったるいセランテのウィヌムは、もう飽あきた」

「いいですな」

　とクックマイヤー。

「陛へい下かも、怖こわいノーイお嬢じようもいないことですし、久々に羽は目め外はずしますか」

「決まり……ですな」

「ようし！」

　スレイは叫さけんだ。

「進路、カナンだ！」

　何か勘かん違ちがいした男たちの艦隊は、コースを中立惑星カナンへと取った。




「まったく……」

　フジキの掲かかげるハンディ・ライトを浴あび、多分にカメラ・アングルを意識しながら、皺しわだらけの老人は呟く。

「洒しや落れにならんわい」

「僕もそう思いますが──」

　と、ベルファルド。

「あなたのおっしゃる『洒落にならない』とは、どういう意味ですか？　僕の『洒落にならない』とは、微び妙みように違うのでしょうね」

「同じじゃよ、基本的に……」

　ジャスティ・ウエキ・タイラーは言った。

「今までに、実に様さま々ざまな敵と闘たたかってきた。その度たびに勝った。相手が格下の時はもちろん、自分より遥はるかに強大な時も、こちらが圧あつ倒とう的に数で劣おとっている時も、常に機転を利きかせ、勝ってきたわい」

「尊敬しています」

　とベルファルド。

「心から──」

「圧倒的不利を、奇き策さくを弄ろうして覆くつがえすことは、実に楽しい……」

　目を細めて、老人は言う。思えば幾いく多たの輝かがやかしい戦歴のひとつひとつが、つい昨日きのうのことのようだった。否いな、彼は今現に、その中にいた。ありとあらゆるターニング・ポイントとなった局面が、鮮あざやかに甦よみがえってくる。

「勝利に奢おごり、慢まん心しんしている敵ほど、ちょろい……」

「僕もそう思います」

「誰だれも、どんなに謙けん虚きよと思われる奴やつでも、必ず勝利を確信し、奢り、慢心する瞬しゆん間かんがある……。ワシは……いつでもそれが、手に取るようにわかったのじゃ。それが、おまえにはない……。実力も伯はく仲ちゆうし過ぎていて、闘ってみたが洒落にならんわい。洒落にならんとはそういうことじゃ。この戦闘には、大勝も楽勝も、惨ざん敗ぱいもない。常に辛しん勝しようと、惜せき敗はい……。いや、それすら美び辞じ麗れい句く。勝った方も、深く傷付く……。もうおまえさんとは、闘いたくはない。鏡に向かって殴なぐりかかるようなものじゃと、どうして闘う前に気付かなんだか……。それだけが、返すがえすも、口くち惜おしい……」

「僕もまったく、あなたと同じ気持ちですよ」

「そうか」

　老タイラーは目を瞑とじた。

　そして、再び開く。

「じゃが、忘れてくれるな」

　ベルファルドを見た。

「今でもほんの少し、鼻毛一本の差ではあるが、ワシの方がおまえさんより、ほんの少し、上じゃということをな」




「美う味めえ！」

　素す焼やきの甕かめに汲くまれた水をひと息に吞のみ干ほし、スレイは身を震ふるわせて叫んだ。

「こんな美味え水は、今まで吞んだことがねえ!!　どんな酒より美味だぜ！」

「そうでしょうな」

　と、白はく髯ぜんの好こう々こう爺やが目を細める。

　期待に反し（？）中立惑星カナンにはギャンブル・ハウスもバニーガールもトップレスのダンサーもなかったが、これだけでも来た甲か斐いは充分にあった。

「実に甘かん露ろだったぜ、神しん父ぷさん」

「違います」

　若い助祭が、慌あわてて訂てい正せいする。

「神父さまではありません。オノレ大だい司し教きよう様です。何度申し上げれば──」

「よいよい……」

　おそらく八十歳くらいだろう。平均寿じゆ命みようが百を超こす今の時代では『初老』と言ってもよいが、年齢以上に風格のある大司教は目を細める。

「神しん父ぷさんで結けつ構こう……。この若者の目には、心からの主への感謝がある。ロベルト、あなたなどより、人格的にはよほどできておりますぞ」

「はあ……」

「わかってるじゃねえか」

　ニヤリと嗤わらう、スレイ。

「いい味出してるねえ、神父さん」

「ですから大司教……」

　ため息交まじりに言いかけて、それ以上の抵抗を諦あきらめる助祭ロベルト。

「ついでだからこの水に、俺が命名してやろう」

　と、ひと息で三リットルを吞み干したスレイは言った。

「『神父さんの美お味いしい水』。どうだ？　ラベルを貼はって通信販売すれば、この惑ほ星しの財政も、少しは潤うるおうぜ。やってみねえか？　なんなら通販ルートは、この俺が──」

「『大司教の聖水』です！」

　とロベルト。

「お布ふ施せは、足たりております……」

　穏おだやかな口調で大司教は言う。さすがのスレイも、一いち目もく置かざるを得ない。

「それに、この泉の水は、この教会を訪おとずれる、巡じゆん礼れいみんなの物……。商売にする気はありませんな」

「結構。俺も冗じよう談だんで言ってみたまでだ。しかし、美味え……」

「そうでしょう」

　大司教は何度も頷うなずく。

「このカナンは、取るに足らない小さな惑星ではありますが、銀河に誇ほこれる物が、三つございます。カナンの三奇き跡せきと呼ばれておりますな。ひとつが、この泉の水ですじゃ」

「頷けるぜ」

　とスレイ。

「で、あとの二つは？」

「ひとつは──」

　泉の背はい後ごにある、小さな教会の尖せん塔とうを振り仰あおぐ。規き模ぼとしては小さな街まち教会といったところだが、この老人同様、不思議に侮あなどれない風格を湛たたえていた。

「このサン・ファン教会です。建こん立りゆうされてざっと六世紀半、その間、どんな災さい害がいにも、空くう襲しゆうにも、生き残ってまいりました」

「こんな平和な街を空襲した大馬ば鹿か野や郎ろうがいるのかい？」

「大将、大将……」

　ばつが悪そうにそっとスレイの袖そで口ぐちを引っ張り、耳打ちしたのはスリチャイであった。

「つい一年前、侵しん攻こう時にそれを命じたのは、あなたですよ。実行したのは自分です……」

「げ……」

　さすがに蒼あおくなる。

「そ、そうだったか……。あの時はとにかく忙いそがしくて、忘れてたぜ」

　冷ひや汗あせをかきかき、大司教の表情を窺うかがう。

「忘れてくれ……とは言えた義理じゃねえよな」

　助祭が小さく、咳せき払ばらいした。
















「忘れておりました」

　とオノレ大司教。

「爆弾が外はずれた……というそのこと自体、主があなたの罪をお赦ゆるしになった証しよう拠こですじゃ」

　そう言って、スレイの頭上で小さく十字を切った。

「清め賜たまえ……」

　スレイの完敗であった。

「で、できた御ご仁じんだぜ……」

　照てれ隠かくしに、振り向く。

「プラティープ！」

「は、はい……」

「取り敢あえず、金きん塊かい一トンばかり、寄き進しんしとけ!!」

「わかりました」

「はっはっは……。あなたは天国に行けますぞ」

「だろ」

　振り向き、屈くつ託たくなく笑うスレイ。

「俺もそう思うんだ。神父さん」

「ですから大司教……」

「あなたこそ──」

　オノレ大司教はスレイの面相を、しげしげと見た。白はく眉びの下から覗のぞく二つの目は、意外に鋭するどい。

「大司教の器うつわかも知れませんな。いや、大司教どころか、枢すう機き卿けい……ひょっとすると教きよう皇こうになれますぞ」

「よしてくれ、柄じゃねえ……。ま、リシュリューよりは人格者かもな」

　スレイにしては、謙けん遜そんしているつもりなのだろう。

「戯たわむれが過ぎますぞ」

　見み兼かねたロベルトが言いかけるのを、

「よい」

　と、大司教は制した。

「私も若い頃ころは、極道アパツシユでした」

「本当かい？」

「ええ」

　頷うなずく大司教。

「あなたの年頃には、人ひと斬きりバルザックと呼ばれたものです」

「お戯れを……」

　とロベルト。

「本当です」

「どう思う？」

　スレイはプラティープを見た。

「噓うそでしょう……」

　小声で答える、プラティープ。

「何な故ぜそう思う？」

「この大司教の面つら構がまえはなかなかのものですが、根っからの善人に見えます。それに、フルネームがオノレ・バルザックというのも噓臭くさい。かの文豪と同姓同名ですからね……」

「ふうん……」

　半信半疑で、視線を老人に戻もどす。

「で、三奇跡の、最後のひとつは？」

「この、桂かつらの樹きです」

　と、側そばにある古こ木ぼくを指差した。

「なんでえ……」

　くすっと笑う、スレイ。

「ずいぶん小ぢんまりと纏まとまった、三奇跡だなあ……」

「霊れい験けんは、本物ですぞ」

　と大司教。

「わけても、この桂は──。お気付きになられませんか？」

「うん？　言われてみれば……」

　桂の樹にひたひたと近寄り、幹みきに触さわる。

「固かてえ……。鉄みてえだ」

「でしょう」

　微笑ほほえむ大司教。

「鉄アイゼンのように硬かたいので、誰からともなく、『アイゼン桂』と呼ばれております」

　プラティープが、渇かわいた嗤わらい声をたてた。

「寒い……」

「あのサン・ファン教会で式を挙あげ……」

　視線を教会から、泉に移す。

「泉の聖水で身を清め、さらに──」

　桂の樹に向いた。

「この『アイゼン桂』の下で愛を誓ちかい合ったカップルは、永と遠わに離れることはないと、言い伝えられております」

「たった今作った、伝説じゃないでしょうね」

　と、プラティープが懐かい疑ぎの瞳ひとみを向けた。

「いや、気に入った……」

　と、頷うなずくスレイ。

「その伝説、買ったぜ！」

「ほう……。どうお買いなさる？」

「あの水の美う味まさは本物だった。きっと教会も、『アイゼン桂』の御霊験も、本物だろうぜ。それに、この惑ほ星しが永世非武装中立というのが、なおのことな」

「スレイ……」

　プラティープはさすがに腹心である。

「まさか……」

「まさかをやる」

　スレイは頷いた。

「この教会で、式を挙げてやろう。ノーイと、バグジーのな。参列者は、三か国から盛大に呼ぶぞ。もちろん、イツマにも、ベルファルドにも出席して貰もらう。となりゃタイラー御おん大たいは、目の中に入れても痛くない玄や孫しやごの結婚式だ。点てん滴てき打って、這はってでも来るぞ。それまで生きてりゃの話だがな……」

「無茶だ！」

　とプラティープ。

「できっこない!!」

「そうかな？」

「いくらここが、中立惑星でも……。暗殺、テロ、脅きよう迫はく、誘ゆう拐かい、やり放題じゃないですか」

「わかってねえな……。だからこそ、敢あえてやる意味もある」

　スレイは、ちょいとばかり失望したとでも言いたげであった。

「プラティープ。苦楽を共にしたおめえなら、わかってくれると思っていたんだがな……」

「そりゃあ、私はあなたと貧びん乏ぼう時代から一いつ緒しよだったし、ノーイに至いたっては、こおんな小ちつちゃかった頃から知ってます。そもそも、あの娘こを初めて見たのは、生まれ故郷のイサーンで、私も一緒だったじゃないですか」

「そうだよな。忘れる訳わけがない」

「おまけに、バグジー陛へい下かに逢あったのも、あなたを知ったのと同じ時で……。そう、初めて見た時、あなたは陛下を抱いてらっしゃった。思い出しました。私にとっちゃ、昨日きのうのことです」

「だったら、わかるはずだ。おまえなら、わかるはずだ……」

　スレイは言った。

「俺は花はな嫁よめの養父で、花はな婿むこの後こう見けん人にんだ。あの二人には、銀河で誰よりも幸せになって欲しい」

「そりゃ、痛いほどわかりますよ」

　とプラティープ。

「だからこそ、反対もするんです。あの二人を、テロの恰かつ好こうの標的にすることはできない。共和国から見ても、いまだにどっかに潜せん伏ぷくしているラアルゴン原理主義の連中から見ても、あまりにも美お味いしいターゲットじゃないですか」

「わかってる」

「それでも、敢えて？」

「ああ」

　頷うなずくスレイ。

「父親……だからな」

「本当の父親でも、そう思うでしょうか？」

「俺は本物の父親以上に、あの二人のことを考えているつもりだぜ」

「愚ぐ問もんでした。すみません……」

「いいってことよ……」

「でも、それでも私は反対します。あまりに危険過ぎる」

「俺はよお……」

　不意にスレイの口調が変わった。アイゼン桂の幹みきを撫なでながら、呟つぶやくように言う。

「銀河の誰からも、祝しゆく福ふくしてもらいてえんだよ。あの二人をよう……」

「スレイ……」

「いいじゃねえか。あの二人くらい、似に合あいのカップルはいねえぜ。そりゃ、確かに姐あねさん女によう房ぼうだし、性格だってノーイはキツいし、バグジーの将来は気苦労が多いかも知れねえけどよ……。あの二人は、絶対幸せになるぜ。たとえ大たい勢せいがどうあろうと、国際情勢がどうあろうと、あの二人の結婚式の間だけは、三大勢力が、手打ちして──」

「難むずかしいでしょうなあ……」

　とプラティープ。

「ですが、確かにやり甲が斐いのある仕事ではあるでしょう」

「こっそりと、イツマに打だ診しんしてみようと思ってる」

「イツマさんなら、骨ほね身みを惜おしまず協力してくれるでしょう」

　プラティープは頷いた。

「それと、もちろん、ベルファルドさんも──」

「結婚式の間だけ、せめて三日間の休戦ができれば……。虫のいい話かな？」

「そうは思いませんが……。そういうムードに持っていければいいんですがね」

「俺は、あの二人の為ためならどんな苦労も厭いとわねえぜ」

「わかっています……」

　プラティープは頭を搔かいた。

「私に……できることは……」

「お若いの」

　不意にオノレ大司教が声をかけた。

「この年寄りにも、手伝わせてもらえんかな？」

「え──」

　思わず振り向く、スレイとプラティープ。

「神父さん……いやさ、大司教！」

「面おも白しろそうな話ではありませぬか。それこそ、きっと主も望むことでしょう」

「そう言ってくれるのかい？」

「私も若い頃は、随ずい分ぶんと無茶をした」

　遠い目の大司教。

「あの頃の血が、老おいた今となっても騒さわぐことがある。あなたは、私の若い頃に似ておる……。血の気けの多かった、あの頃の私に──」

「想像もつきませんな」

　とプラティープ。

「言っちゃ悪いが、ウチの大将のようなのの、何ど処こをどういじれば、あなたのような聖人になるっていうんです？」

「聖人は、凡ぼん人じんが成長してなるものではありません」

　とオノレ大司教は諭さとすように言った。

「もちろん、そういう例も皆かい無むではないにせよ、もっとずっと多いのは、極ごく悪あく人にんの角が取れて、なる場合です。精せい巧こう緻ち密みつだが、小さな器うつわに後からごてごてと装そう飾しよくを施ほどこすよりも、荒あら削けずりだが大きな器を気長に磨みがいた方が、銘めい器きになる。それと同じことでしょう」

「わかってるじゃねえか」

　とスレイ。

「大司教さんよ。もっとガキの頃にあんたの説教を聞かされてりゃ、俺の人生もよほど違ったものになっていただろうよ」

「今からでも遅くはない」

　羊ひつじ雲ぐもを思わせる白い眉まゆの奥で、鋭するどい二つの眼光がスレイを見ている。

「やりたいことを、やりなされ。不ふ肖しよう、この老いぼれも、力をお貸し致いたします。主の、御み名なの下もとに──」

「決まり……だな」

　とスレイ。

「神の御お赦ゆるしが出たぜ」

「神をも恐れぬ所業のような気も……」

　プラティープには、先の苦労が思いやられた。

「こりゃ、なまじな戦争より、よっぽど難むずかしいですよ」

「ああ。それくらい盛大な、銀河一の結婚式よ！」

　とまれ、式場の予約は取れた。

　残るは、招しよう待たい状じようだ。










　第七十章　敵は自分




「おまえに嫉しつ妬とするようになろうとは、実のところ計算外じゃった……」

　と、ジャスティ・ウエキ・タイラーは呟つぶやいた。

「おまえの、若さと、恵まれた状じよう況きように──」

「状況？」

　ベルファルドは百年後の自分かも知れない老人の貌かおを覗のぞき込んだ。

「状況って、どういうことですか？」

「ワシは確かに、スタッフには恵まれたかも知れんが……おまえのように、友情さえ語り合える素す晴ばらしいライバルはおらんかったぞ。それも、二人ものう」

「一人はいたではありませんか」

　とベルファルド。

「バァムの曾そう祖そ父ふが、あなたの好こう敵てき手しゆだったと聞いています」

「ル・バラバ・ドム提てい督とくは、確かに素晴らしい軍人じゃった」

　とタイラー。

「しかし、彼には悪いが……ワシとはタイプが違い過ぎて、話が嚙かみ合わんことの方が多かったように思う。彼は真ま面じ目め一いつ徹てつの、朴ぼく訥とつタイプでのう……。闘たたかう分にはよいが、結局、彼とワシとの共通の言語は『戦争』しかなかったような気がする。今にして思えば、戦争という言葉で語り合っておったのじゃなあ……」

「わかるような気がします」

　とベルファルド。

「バァムと闘った時、僕もそんなことをふと考えました」

「いい話だ……」

　と、カメラを回しならがジャック。

「しっ……」

　と、フジキが制した。

「黙だまってろ。ただ二人の会話を流すだけでいい」

「ああ」

　頷うなずくスウェイン。

「悔くやしいが、この二人の話には解説の入れようがない……。何をどう注ちゆう釈しやくしても、無ぶ粋すいなだけだ」

「結局──」

　スパゲッティのように全身を医療用チューブでがんじ絡がらめにされた老人は呟く。

「ワシにいて、おまえにおらんのは、アザリン様だけじゃったということか……。それだけでもう、ワシの圧勝という気もせんではないが──」

「そうですとも！」

　ベルファルドは言った。

「この勝負は、あなたの勝ちです」

「うむ」

　頷くタイラー。

「そんなものは、もうどうでもよい。しかし、勝敗はどうあれ、もう金こん輪りん際ざいおまえとは闘いたくない。あまりに打つ手が拮きつ抗こうしていて、身も心も磨すり減る。今度ばかりは、正しよう直じきこたえたぞい」

「全力を出し切ったなんて、言わないでくださいよ」

「言うものか」

　とタイラー。

「全力以上じゃ」

「あの……ですね」

　躊躇ためらいながらも、ベルファルドは言った。

「まだまだポックリ逝いかれては、困こまりますからね。僕はもちろん、イツマも、スレイも……」

「まあ、今日明日ということはあるまいが──」

　力なく微笑ほほえむ、老人。

「正直、闘いを始めるまでは二百歳まで生きられるような気がしておったが、間ま違ちがいなく寿じゆ命みようは縮んだよ。おまえは強いのう、ベルファルド」

「ひとつだけ、訊きいていいですか？」

「なんじゃ」

「僕を──」

　目を見る。

「僕を造つくろうと決めた時、迷まよいましたか？」

「いや……」

　と、老タイラー。

「微み塵じんも迷いはしなかったよ」

「わかりました」

　微笑むベルファルド。

「それでいいです。僕ももう、迷ってはいませんから──」




「バグジー＝スレイ帝国と、法人国家ベルファルド・コーポレーション、共に国家として正式に承認だそうです」

　アキヅキの報告を、イツマはさして驚おどろきもせずに聞いている。

「停戦条約の調印は、それぞれ来月と再さ来月……。もちろん即そく座ざに友好ムードとまではいきませんが、いずれは正式に国交も開かれ、貿ぼう易えきも始まる気け配はいです」

「当然だろう」

　と、書類に目を通すイツマ。

「『帝国』からの資源と、『会社』から来る良質の工業製品なしには、我わが共和国は片時も立ち行かないのだから──」

「我が共和国が、輸出できそうなものといったら、何でしょうね？」

　と、尋たずねたのはガラティアであった。
















「そうだね」

　とイツマ。

「人材……といきたいね」

「本当に、そう思われますの？」

「思っているさ」

　イツマは真ま顔がおで言う。

「少なくとも、我が共和国には君という極きわめて優秀な人材がいるよ、ティトー新会長。僕の抜けた穴を、宜よろしく頼たのむ」

「よしてください」

　面おも映はゆそうに、ガラティアは言う。

「そう言うあなたこそ、御ご就しゆう任にんおめでとうございます、タイラー大統領閣かつ下か」

「タイラー家からは、二人目の大統領という訳わけだ」

　さすがに照てれは隠かくせないイツマ。二十六歳での就任は、もちろん歴代最年少である。

「領土が先代の三分の一……というのが悲しいけどね」

「いえいえ。あなたは先代をも凌しのぐ、名大統領になりますよ」

　と、アキヅキが言った。

「なにせ、首席補ほ佐さ官がとびきり優秀ですからね」

「よく言うよ」

「ですが、アキヅキ大統領補佐官には──」

　これはかなり本気で、ガラティアは言った。

「できればずっと、顧こ問もん弁護士のままでいて欲しかったですわ」

「当分は、残務処理も引ひき継つぎもあります」

　とアキヅキ。

「いきなりスパッとは、いかないでしょう。しばらくは二足の草鮭わらじ状態になります。ともあれ、銀ぎん河がの三大勢力の元げん首しゆは、いずれも二十六歳……。世代交代は、完全になされましたね。これで少しは、停てい滞たいムードも変わるでしょう」

「どうかなあ……」

　と、イツマ。

「『帝国』や『会社』はともかく、我が『共和国』には大おお舅じゆうとも小こ舅じゆうともいっぱいいるよ」

「実権がない訳じゃない。好きにやればいいんです」

「舅はともかく、姑しゆうとめ連中は無視できないな……」

　とイツマ。

「失礼します！」

　そこへ威い勢せいよく現れたのは、ドミンであった。

「事務の引継ぎに参まいりました」

「おっ、青年社長のお出ましですか」

「よしてくださいよ……」

　タイラー・アームズ・コーポレーション新社長のドミンは真っ赤になって照れた。

「ただでさえ、僕には荷が重いと思っているんですから──」

「君の同級生たちに、負けないポストを用意しただけの話さ」

　とイツマ。

「エッソはあの歳としでベルファルド・コーポレーションの重役、つまりは事実上の大だい臣じんだし、ユーリアも、帝国の厚こう生せい大臣に就しゆう任にんしたそうじゃないか。いずれは来るだろう大使館外交で、君が引け目を感じなくても済すむようにと思ってね」

「どう考えても、位くらい負けです」

「いや。なかなか様さまになってるわ」

　と新会長のガラティアは言った。

「実務は私に任まかせておけばいいから、あなたは純じゆん粋すいに技術的なことを──」

「そうとも。技術屋の社長は、いちばん社員に尊敬されるんだぞ」

　とイツマ。

「社員に混まじって。ボルトを締しめたり、作業服で工場に立っているだけでもね」

「それって、フォロー……ですよね」

「もちろんさ」

「嬉うれしい……」

　ようやく微笑ほほえむ、ドミン。

「先代会長の名だけは、辱はずかしめないように頑がん張ばります」

「時間ですよ、大統領」

　アキヅキが言った。お互たがいまだ新任ほやほやの大統領と補佐官なので、いまひとつ実感が湧わかない。

「今後の軍事政策に関して、チョン提てい督とくと──」

「そうだったね」

「あのソヨンが、元げん帥すいねえ……」

　と、ガラティア。

「それこそ、いちばん信じられない人じん事じだわ……」

「彼はどうやら、次期大統領も狙ねらっているらしいぞ」

　とイツマ。

「昔から、そうなんですよ」

　ガラティアは苦笑した。これが笑わずにおれようか。

「腐くさっている時は自じ虐ぎやく的てきなまでに自分を卑ひ下げするくせに、ちょっと調子づくと、やたらと気が大きくなって、大おお風ぶ呂ろ敷しきを拡ひろげたがるんです。大統領、彼を調子に乗せないでくださいね」

「わかってる」

　イツマはますます磨みがきのかかった優美な動作で、コートを羽は織おった。

「貴き重ちようなアドバイス、ありがとう……」

「大統領、いえ、前会長……」

　ドミンが近寄り、囁ささやくように言った。

「例の件……」

「わかってる」

　忘れるものかと、頷うなずくイツマ。

「今夜……。何時になるかはわからんが、なるべく早くに、体を空けよう」

「忘れないでいてくださっただけで、嬉しいです」

　と、瞳ひとみを輝かがやかせるドミン。

「たとえあなたが現れなくても、待っています」

「それでは困こまる」

　と、イツマ。

「君はもう社長だ。君の命令で、七千人の正社員と、一万一千人の嘱しよく託たく社員、八万余の子会社孫まご会社の社員が、動くのだ。自覚が足たりないよ」

「はい……そうですね」

「必ず行く。二時間は遅れない。それ以上待たせるようなら──」

「わかっています。諦あきらめます」

　と、ドミンは言った。

「僕も、漢おとこですから──」




「招しよう待たい状じようは、純金箔はく押おしだぞ！」

　とスレイ。

「超特急で刷すらせろ！　皇こう帝てい陛へい下かの威い信しんに懸かけても遅ち配はいは赦ゆるさん!!　帝国の紋もん章しようをでっかく入れるのも忘れるな!!」

「心こころ得えています」

　とプラティープ。

「ですが、問題は印刷よりも、むしろ配達ですな」

「そうだな……」

　スレイは片目を瞑つむり、苦笑した。

「さて、どうしたもんか？　もうすぐクリスマスだし、サンタクロースにでも、頼たのむかな」

「それはいい」

「プラティープよ」

　スレイが腹心を見た。

「おまえ、いくつまでサンタを信じてた？」

「笑わないでくださいよ」

「ああ」

「実は、未いまだに信じてるんですよ」

「そうか」

　スレイは目を細めた。

「気が合うな……」




「取り敢あえずは社宅を、大増産だ」

　と、月間生産計画を発表するベルファルド。

「戦艦は、もういい。これから我わが社の社員は、どんどん増ふえるぞ。まずは社宅だ」

「社長、なんだか吹っ切れたなあ……」

　そんなベルファルドを、我が事のように喜ぶエッソ。

「今までは、どこか無理してたようなところがあったのに、あの戦い以来、妙みように明るくなった……。微び妙みように変わった。そんな気がします」

「憑つき物が落ちたんじゃよ」

　相変わらず吞のんべえの嘱しよく託たく医い、セイジューロー・キタグチが呟つぶやく。

「もう、無理に誰かを演じなくても、素すのイーサン・ベルファルドのままでいい。そう割り切ったのじゃろうて」

「どうあれ、僕には嬉うれしいことですよ」

「そうじゃな」

　頷うなずくキタグチ。手にした純じゆん米まい吟ぎん醸じようを掲かかげ、

「どうじゃ、専務。おまえさんも一杯やらんか？」

　と、しきりに勧すすめる。

「いえ、まだ……。これでも未成年ですから──」

「遠えん慮りよするな」

「いえ、本当に……。社長の大増産計画の担当責任者は、僕なんですよ。吞のみたいのはやまやまですが……」

「ふうむ……。ワシなどよりよほど、責任が重いのう」

「楽しいですけどね。会社作りは──」

「もらおうか」

　横合いから、手が伸びる。

「一杯くれ、ドクター」

　こちらも、まだ一応は未成年の、ナ・バァム・ドムであった。

「俺は専務と違って、当分は暇ひまになりそうだ」

　もちろんその間にも、やることはある。負け知らずだった彼も、短期間に貴き重ちような敗戦を何度か経験した。当然、彼の性しよう分ぶんからして、負けっ放ぱなしではいない。リターン・マッチの機会を虎こ視し眈たん々たんと窺うかがっている。次に出撃する時は、ひと皮剝むけた別人であるに違いなかった。

「おう。やるか、提てい督とく」

「提督ではない」

　と、バァムは言った。

「常務だ」

「私もドム常務に付き合います」

　と、当然のように現れる腹心レーゲルフ。

「酒が足たりんわい」

「ご心配なく……」

　山のような酒さか瓶びんを抱かかえて現れたのは、ハルミIV。

「まだ、樽たる酒ざけもありますわ」

「どこから、そんな？」

「建国……いえ、『創業』祝いわいにと、共和国からタイラー新大統領の名で贈おくられて参まいりました」

「イツマさんが……」

「さすがですね」

「毒など入っては、いないだろうな」

　バァムが訝いぶかる。

「では、毒味といこう」

　ドクターは、ニヤリと嗤わらって、言った。

「イツマ大統領と、ベルファルド社長の友情に乾かん杯ぱい！」




「大統領」

　懐なつかしい顔が、イツマを見付け、挨あい拶さつした。

「お久しぶりでした。この度たびは御ご就しゆう任にん、おめでとうございます」

「やあ、リトラさん……」

「はい」

　ボニー・リトラ・カーライルは暫しばらく見ないうちに、ますます美人に磨みがきがかかっていた。ウェーブした髪に紺こんのパンツスーツが軽快だが、そのジャケットの下の微かすかな膨ふくらみも、イツマは見み逃のがさなかった。銃じゆうを吊つる生活は、相変わらずらしい。

「相変わらず、警察に？」

「警察も、ＩＰＰＯも辞やめました」

「辞められた……」

「はい。どうやら長官に手が届とどくところまで、いきましたけどね」

　真新しい名めい刺しを手渡す。

「今の自分の、職場です」

「ＳＳＳＳＳ巡じゆん視し正せいボニー・リトラ・カーライル……なあんだ」

　微笑ほほえむイツマ。ＳＳＳＳＳ（ファイブ・エス）とはスペシャル・シークレット・セクレタリー・アンド・セキュリティー・サービス、つまり特別機密要人警けい護ご部隊である。つい最近、新大統領、つまりイツマ自身の肝きも煎いりで設立されたポストだ。

「要するに、僕の──」

「平たく言えば、ボディーガードでしょうか……。よろしくお願いします」

「君以上の適任はいない」

　因ちなみに巡視正とは耳慣なれぬ階級名だが、下から監かん査さ、監査長、監査部長、監査総務補ほ、監査総務、巡視補、巡視、巡視正、巡視総長、長官……となるＳＳＳＳＳのヒエラルキーの中ではかなりの上位に属し、一いつ般ぱん警察で言えば警視長、軍では大たい佐さ相当官に当たる。

　つまりは、とびきりのエリートである。

　特にリトラの場合は大統領の直ちよく截せつ警護であるから、常に彼女に密着し、当然プライバシーに関かかわることも多い。

「なにかと大変だろうが、頼たのむよ」

　イツマは握手を求め、リトラは快こころよく、それに応じた。

「こちらこそ………」

「ところで──」

　イツマは微笑んで、

「着任早々、君には負ふ担たんだろうが、人を待たせてあるんだ。プライベートでね」

　といわくありげに言った。

「それも、警備が手薄にならざるを得ないような状じよう況きようで──」

「御安心ください」

　リトラは胸を叩たたいた。

「そういう時の為ためにこそ、新設されたポストだと心こころ得えております」

「心強いよ」

　イツマは専用車──装そう甲こう車しやにも負けないリムジーン──を降りた。

「ここからは、歩く」

「はい」

　適度な距きよ離りを置いて、リトラもついて来る。

『聞こえますか、大統領』

　イツマの耳に付けたピアス型の超小型イヤフォンから、彼女の声。

「実に明めい瞭りようだ」

　同じくタイピンに仕込まれたマイクロフォンから、イツマの声もリトラに。

「もしかして、この通信装置は……」

『はい。お察しの通りです』

　リトラの苦笑。

『ベルファルド・コーポレーションの製品です。今のところ、これを上回る性能のものは、銀河にありません』

　もちろん、今の段階では『禁輸』である。だが、いずれ国交が正式に開かれれば、ＳＳＳＳＳでも御ご用よう達たしということで──そういう情報はマニアの間では速い──人気沸ふつ騰とうすることだろう。

「結けつ構こう。適材適所だ」

『予あらかじめ、公園の周囲には部下を配しておきました』

「手て際ぎわがいいな」

『当然です。でも、こういう時にこそ、あのゴメスがいて欲しいですわ』

「彼は帝国に亡ぼう命めいしたのだったな」

　風の噂うわさでは、いまや帝国の警察長官であるらしい。

「彼は有能だった？」

『いえ』

　きっぱりと否定するリトラ巡視正。

『馬ば鹿かと鋏はさみは使いよう……という意味ですわ。弾た丸ま避よけにはちょうど宜よろしいかと……』

「辛しん辣らつだなあ」

　イツマは苦笑した。

『では、心措おきなく──』

「ありがとう……」

　ドミンは、約束通り噴ふん水すいのところで待っていた。タキシードを着て、手に真しん紅くの薔ば薇らの花はな束たばを持ち──。

「待ったろう」

「苦にはなりません」

　ぎくしゃくとではあったが満面の笑みで、ドミン。

「必ず来てくださると、信じていましたから……」

「多た忙ぼうな新任社長を一時間も待たせたりして悪かったね、ドミナントくん」

「そうあなたに思わせてしまうことの方が、心苦しいというものです。いまやあなたは、銀河の──」

「おっと……」

　薔薇の花束を受け取りつつ、イツマは制した。ソフトかつ優ゆう雅がに──。

「野や暮ぼの応おう酬しゆうはやめよう。お互たがい超多忙の身だ……。どうだ、君さえよければ、いきなり本題の核心に入ってくれないか？　その方が、たぶん僕も助かる」

「これを──」

　ポケットから、それを出して、手渡す。

「今しか……渡せないと思いました」

　ありったけの勇気を──前世での残高と、おそらくは来世の分までも前借りして──振り絞しぼって、ドミン。

「自分でも、身の程ほど知らずだと思いましたが……」

「いや……」

　イツマは目を細めた。

「嬉うれしいよ。僕のことを好きになってくれて、ありがとう……」

　それだけで、ドミンは報むくわれたと思った。いや、自分などには勿もつ体たいない。来た甲か斐いはあった。

　リボンを解ほどき、ケースの蓋ふたを開く。

「大きいな」

「二十六カラット……」

　と、急に勇気が萎しぼみ始めたドミン。

「あなたの……齢としに合わせちゃいました」

「大きさだけじゃない。最高のクオリティーなんだろ？」

　と、イツマ。

「見なくてもわかる。君の性格を、知っていれば──野暮を承知で訊きくぞ。いくらした？」

「僕の持っている特とつ許きよ料の全部と、社長就しゆう任にんの支し度たく金きんの大半です」

「充分だ……」

　とイツマ。

「充分過ぎるよ、ドミン」

「そう言っていただけると……」

「僕のことは、知っているな」

「はい」

「男として生きることにした、その理由も？」

「大体のところは」

「それでもか？」

「それでも……です」

　とドミン。

「駄だ目めなのです、あなたでなければ──」

「ありがとう。僕は君の勇気に報いなければならないのだろうな……きっと」

「あなたに……委ゆだねます」

「言っておくが──」

　タイピンに仕込んだマイクのスイッチが切れていることを確認して、イツマ。もっともリトラに限っては、話の中身に気を取られたり、ましてや聞き耳を立てたりはすまいが──。

「君の前でだけ女に戻もどる……なんて器用なことはできないぞ」

「いいんです」

「一生かけて、君を夫として受け容いれられるかどうか……自信がないぞ」

「わかっています」

「……努力してみたいと思ったのは、これが初めてだ。捨すてたはずの女である自分に、戻ってみようかなどと──」

「それだけで、僕は嬉しいです」

「権けん威いも、財産も、名めい声せいも、君は見ていない。だからこそ、僕は嬉しい……ドミン」

　何か、溢あふれてきた。

「僕は……いい妻には絶対になれないぞ。それだけは自信がある」

「はい」

「障害のある弟はいるし、多忙だし……。擦すれ違いは覚かく悟ごしておけよ」

「シズマさんのことは、僕は好きです。いえ、大好き過ぎて、きっと甘やかしてしまうでしょう。あなたがいない時には、彼と話しています。彼の家族になれるのが、嬉しいです」

「家事、やったことないし、たぶん一生やる気もないぞ」

「上流の人間が、料理などしてはいけません」

　ようやくドミンの表情にも、余よ裕ゆうが出てきた。

「ただ……、バーベキューのことなら、僕に任まかせてください」

「アウトドアでの君の達人ぶりは、よく知っているさ」

　とイツマ。

「ガーデンパーティのシェフ兼エスコート役としては、僕の知る限り最高だな……。誰だれを招しよう待たいしても、恥はずかしくない」

「ありがとうございます」

「あまり僕の前で卑ひ屈くつにならないと、約束してくれるか？」

「努力します」

「喧けん嘩かになったら、到とう底てい君に勝ち目はないぞ。舌ぜつ戦せんでも、格闘戦はなおのこと──」

「覚悟しています……」

「こいつめ」

　イツマは軽く、ドミンの額ひたいを小こ突づいた。

「まだまだ、話し合っておかなければならないことは、山ほどありそうだな……。事前の根回しも。しかし、今日はもう時間がない」

「そうですね」

　ドミンは微笑ほほえむ。

「でも……まさかあなたが承知してくださるとは思ってもいなかったので──」

「ここへ来るまでの間、ずっと考えていた」

　とイツマ。

「大統領の夫……というのは、どんなものなのだろうな？」

「ファースト・ハズバンドとでも言うのでしょうか？」

「近いうちに、たくさん話そう」

　と、イツマ。

「約束してくれ」

「するまでもありませんよ」

「そうか……」

　間。

「なあ」

「はい」

「ひとつだけ、教えてくれ」

　とイツマ。

「僕の何が、そんなに──？」

「言葉で説明できるくらいなら、誰も他人を好きになったりはしないのではないでしょうか？」

　至し言げんだろう。

「ただ、気付いた時には、手遅れだったんです。ただ、どうしようもなく……」

「僕も──」

　と、イツマは言った。

「君のことを好きになっていたらしい。拒否反応が──自分でも不思議なくらい──出ない。あの、おぞましい粟あわ立だつような感じが……」

「大統領……」

　ようやくいつものドミンらしい表情で、彼は言った。

「僕は、あなたに必要とされる人間になれて、こんなに嬉うれしいことはないんです。貧びん乏ぼう国の、王位継けい承しよう者しやでもない王子が──」

「そうか！　君を国王に推すい挙きよするという手も、あるな」

　と、思い出したようにイツマ。

「これも、ひとつの箔はく付けとしては、ありだ」

「は？」

「すまん」

　イツマは詫わびた。

「悪く思わないでくれ。単に一企業の社長というだけでは、難むずかしいんだ。タイラー家の、それも主流の一員となるには……」

「それは……あるでしょう」

「まだまだ色々な箔付けや面めん倒どうな手続きがあると思うが、我が慢まんして欲しい。かなり露ろ骨こつな婿むこいびりもあるとは思うが、耐えて欲しい」

「耐えて……みせますとも」

　とドミン。

「銀河で最高の女性を妻とするなら、当然支払うべきオブリージュ（責務）でしょ」

「わかってくれて嬉しい」

　とイツマ。

「あ……」

　ドミンが微かすかに、反応した。

「大統領……」

「次はいつ──」

「危あぶない!!」

　ふいに、ドミンは渾こん身しんの力を込めて、イツマを突き飛ばした。

　やはり、男である。

　イツマは背中から噴ふん水すいの中に落ち、派は手でな水みず飛沫しぶきを上げる。かくも油ゆ断だんして不覚を取ったのは、初めてかも知れない。スレイにノックアウトされて以来のことだろうか……。

「何のつもりだ……」

　濡ぬれ鼠ねずみになり、噴水から顔を出し、睨にらむイツマ。

「いくら君でも、事と次し第だいによっては勘かん弁べん……ドミン？」

　ドミンは仰あお向むけに倒れていた。

「ドミン!!」

　噴水から飛び出す。

「申し訳わけありません！」

　リトラが全力疾しつ走そうでやって来る。ジャケットの下のホルスターから銃じゆうを抜き、左手には無線機。体を入れるようにして盾たてになり、狙そ撃げき点からイツマを庇かばう。

「自分のミスです!!　責めは幾いく重えにも……」

　イツマは聞いていなかった。額ひたいから血を流しているドミンを抱き寄せる。

「ドミン……」

　その表情には、愛する女を護まもりおおせたという満足感だけがあった。

「私だ！　追え!!」

　無線機に向け、リトラは叫さけぶ。

「相手は誰かなど、どうでもいい！　ＳＳＳＳＳフアイブ・エスの威い信しんに懸かけて逃がすな。銃声はしなかった……。マズル・フラッシュもなかったと思う。ああ……十中八、九、超高圧エアガンだ。最近出回っている、殺さつ傷しよう能力の高いやつ。そう、樹じゆ脂し製の……。散歩用のステッキにもたやすく偽ぎ装そうできる──」

　目立たないように潜ひそんでいた男たちが、リトラの命令一いつ下かで駆かけ回り、恋人たちの夜の憩いこいの場だった公園は戦場と化した。カップルたちが悲ひ鳴めいを上げて逃げ惑まどう。

「一いつ般ぱん市民を誘ゆう導どう!!」

　と、リトラ。凜り々りしい。しかし、初任務としては明らかに失しつ態たいだ。

「そうです、あなたがやりなさい！」

　イツマを振り向く。

「大統領、伏ふせて」

　イツマはただ茫ぼう然ぜんとしており、反応しない。

「伏せなさい!!　ミス・プレジデント！」

「ドミン……」

　イツマは右手に握にぎった、二十六カラットのエンゲージ・リングを握り締しめるようにしてドミンの頰ほおに当てた。

「君こそ……ファースト・ハズバンドだ」

　そのリングはたちまち、朱あけに染まった。


つづく












　最後から二番目のあとがき




　とうとう、あと一冊を残すのみとなりました。

　長なが丁ちよう場ばの、ここが正しよう念ねん場ばですかね。ようやっと、シリーズタイトルに偽いつわりなしというところまで漕こぎ着けたような気がします。気を引き締しめて、ラスト一冊、行くぞ！




　思えば『宇宙一の無責任男』シリーズに始まって『無責任キッズ』『無責任カルテット』そしてこの『無責任三国志』と十年間、ほぼこの世界に支配されて生きてきたような気がします。身はこの平成の日本に置きながら、頭の中は半分、異世界に遊ばせていました。僕の意識は半なかば以上、彼らと共に生きていたと言っても過か言ごんではありますまい。でも、もうそろそろ、現実の世界に『社会復帰』させてくれよという感じです。でも、おいそれとそれを赦ゆるしてくれるほど、彼らも甘くはないでしょうが……（同時に、僕の中にも分かち難がたいものがあります）。




　全シリーズを通して最後の巻は全篇、華やかな結婚式のシーンで幕を閉じます。そう言えば以前にも結婚式で終わるシリーズがあったような気もしますが、前回誰だれかさんがやらかしたドタキャンとは違って、今回は正しよう真しん正しよう銘めいの結婚式です。

　この世界の幕引には相応ふさわしいものになることでしょう。その結婚式での数々のスピーチ、さらには祝しゆく電でん、特に最後の長大な祝しゆく辞じには注目してください。この連作シリーズ全部を通してのテーマが、そのスピーチに集約されることになると思います。

　という訳わけで、最後の最後の巻のタイトルは『輝かがやけ！　トライスター』です。

　請こう御期待!!




　最近、とみに思うこと。それは、

「人を殺すなら、小説の中だけにせい!!」

　ということ。

「一人殺せば犯罪者だが、千人殺せば英えい雄ゆうだ」

　という言葉がありますが、それが通用したのは百年前、せいぜい半世紀前までではないでしょうか。今、それに匹ひつ敵てきする言葉を敢あえて言うとしたら、

「（作品の中で）一人殺せばミステリー作家、十人殺せばホラー作家、百人殺せばバイオレンス作家、千人殺せば歴史作家、一万人殺せばファンタジー作家、絶滅させればＳＦ作家……」

　というのを、躊躇ためらうことなく挙あげたいと思います。

　いや、ホント、殺すのは創作の中だけにしようよ、みんな。自分の中に極ごく悪あく人にんが芽め生ばえてどうしようもないのはわかるけど、それは寝かせておいて熟じゆく成せいさせ、希き代だいの極悪人として自作の中に登場させましょう。きっと、あなたの中にある悪が大きければ大きいほど、その極悪人はめざましい活かつ躍やくで作品に生命を吹き込み、あなたの作品は素す晴ばらしい評価を受けることでしょう。僕なんか、根が善良なものだから、悪人を創造できず、困こまっているんですから……。

　普通なら犯行声明文でも書くより外ほかにない特とく殊しゆな文章力も、デビューの暁あかつきにはきっと文才に貢こう献けんしますって……。

　だから、

「キレたくなったら、小説を書く！」

　これが、これからのトレンドです。

　俺には文才がないから……という人でも大だい丈じよう夫ぶ。たとえ瞬しゆん間かんでも本気で人を刺したいと思うほどの衝しよう動どうと情熱とエナジーとがあれば、あなたの書いた文章は、仮にあなたの文章が拙つたなくても──いや、むしろ拙ければ拙いほど──必ずや人の胸を打ちます。何な故ぜなら、今の世の中に生きていて、一度でも後先考えずに人を刺したいと思ったことのない人など、いないからです。ですからあなたの想おもいのたけ（昇しよう華かされた殺意）を叩たたきつけた作品は、多大なる共感をもって迎むかえ入れられます。本当にやったらシャレにならない犯行でも、作品の中でどういう風に人を殺すかは、即そくあなたの個性になります。残ざん虐ぎやくな手口であればあるほど、あなたの個性は誰にも真ま似ねできないほど強きよう烈れつで、あなたの作家としての経歴は、輝かしいものになることでしょう（僕はこのことを称して、昔の人は『天才と○○○○は紙かみ一ひと重え』と言ったのだと解かい釈しやくしています）。

　ついでに、もうひとつ格言めいたことを言って、この論を締しめ括くくりたいと思います。

「作品の中では、正当な理由があれば人を殺してもよい！　いや、正当な理由がある以上は、殺さなければならない!!」




　という訳でみなさん、次の巻が出るまで、日本に大いなる天てん災さい・人災が起きないことを祈いのってください。それ以外は、たぶん、何があろうとも大丈夫です。

　恨うらまず、憎にくまず、殺さず、書きましょう。


平成十年六月　作者
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